




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫『王子殿下の飼い猫はすこぶる毛並みが良いらしい【電子特典付き】』（著：七明）お試し版が収録されています。
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　フィリーネは自分の手元にある手紙を見て、大きくため息をついた。

　マリンフォレストに来てから、いったい何通目の手紙だろうか。差出人の名前を見るだけでも不ふ愉ゆ快かいで、封ふうを切ることすらせずゴミ箱に投げ入れた。

「いっそ受け取り拒きよ否ひが出来たらいいのに」

　そんなことを、呟つぶやいてしまうほど。

　今日はせっかくの休みだというのに、朝から気分が悪い。街へ出かけて、何か買い物をするのがいいかもしれない。

　そう結論付けたフィリーネは、私服に着き替かえて外へ出た。
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　マリンフォレストの街は、いつでも人が多く活気がある。

　この寒い中子供たちは駆かけ回まわって、楽しそうに遊んでいる。主婦たちは街角でお喋しやべりをしているし、なんとも平和な光景だ。

「さすがはティアラローズ様とアクアスティード陛へい下かが治める国ですね」

　侍じ女じよとしてとても誇ほこらしいと、フィリーネはいつも思う。

　せっかく買い物にきたのだから、ティアラローズのために何か新作のスイーツを買って帰ろう。そう思い菓か子し店てんに入ろうとすると、「ねぇ」と声をかけられた。

「え？」

　振ふり返かえると、深いフードを被かぶった男性が一人。

　顔は見えないけれど、肌はだの色が褐かつ色しよくなのでこの国の人間ではないかもしれない。フィリーネが少し警けい戒かい心しんを見せると、「違ちがう違う」と男性は首を振る。

「実はこの国に来たばかりでさ。話を聞けたらと思って声をかけたんだ」

「あ、そうだったんですね」

　それならと、フィリーネも「いいですよ」と笑え顔がおで頷うなずく。

「あ、笑うととっても可か愛わいいね。子こ猫ねこちゃん」

「え、こね……こ？」

「立ち話もなんだから、どこかお店に入ろうよ。この街はカフェがたくさんあって、なんだかとっても楽しいね」

　そう言った男性は、フィリーネの腕うでを摑つかんで近場のカフェを指さした。強ごう引いんなその仕草に、ナンパか！　と察してため息をつく。

　マリンフォレストへ来てくれた旅人ならば歓かん迎げいしようと思ったのに、がっかりだ。今は機き嫌げんもよくないし、こんな男に付き合ってなんかいられない。

　フィリーネはその手を払はらいのけようとしたが、それより先に「何をしているんですか！」という声とともに褐色の男性は後ろから肩かたを摑まれた。

「女性を無理やり誘さそうのは、見過ごせません」

　そう言って助けに入ってきた人を見て、フィリーネは驚おどろく。だってその人物は、自分の見知った人だったからだ。

「エリオット！」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　偶ぐう然ぜん見かけたので、つい」

「いえ、助かりました。ありがとうございます」

　安心させるように微笑ほほえむエリオットに、フィリーネは安あん堵どする。そしてそのまま男性を睨にらみつけて、きっぱり言い放つ。

「わたくしはそこまで暇ひまじゃありませんから、デートに誘うならほかの人をどうぞ？」

「それは残念。でも、彼かれ氏しが来たんじゃあきらめるしかないか」

「なっ！　別にそういうわけでは……っ」

　男性はフィリーネのセリフを全部聞く前に、手を振ってその場を去っていく。どうやら、厄やつ介かいごとになるのは嫌いやなようだ。

　エリオットはその様子に苦く笑しようしながら、やれやれと腰こしに手を当てる。

「なんというか、私たちの周囲にはいない人種ですね」

「……はい。関わりたくはありませんね」

　しつこくされずにほっとしたけれど、男性が今度は別の女性に声をかけたのを見て呆あきれてしまう。

　もしも自分が誰だれかと付き合うのならば、誠実で真ま面じ目めな人がいい──フィリーネはそう思うのだった。
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　妖よう精せいに愛されている大国、マリンフォレスト。

　太陽の光が降り注ぐ、心ここ地ちよい国だけれど──今はしんしんと雪が降り、冬の訪おとずれを告げている。

　もしかしたら、雪が積もって小さな雪だるまを作ったり出来るだろうか？　なんて、少しわくわくしてしまう。




　ティアラローズは自室の窓から外を見て、「冷ひえ込こむはずね」と呟つぶやいた。

「冬っていうと、チョコレートが食べたくなる季節！」

　こたつがあればアイスクリームもいいけれど、残念ながらこの世界にはない。魔ま法ほうや魔ま道どう具ぐがあるので不要だが、やっぱりあの温ぬくもりは時々恋こいしくなる。

　前世では、この時期になるとよくコンビニで季節限定のチョコレートを買っていた。どの菓か子しメーカーも新作や限定品を出すので、はしごした思い出がある。

「生チョコに、トリュフに……でも普ふ通つうの板チョコもたまに食べたくなるのよね」

　指を折りながら食べたいチョコレートの種類をあげているティアラローズに、ソファに座すわっていたアクアスティードと紅茶の準備をしていたフィリーネが笑う。

「しばらくデザートはチョコレートかな？」

「アクア様！　冬は食べたくなってしまうから、仕方ないんです」

　からかいながら告げるアクアスティードに、ティアラローズは苦く笑しようする。




　彼かの女じよは、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレスト。

　ふわりと揺ゆれるハニーピンクの髪かみはとても愛らしく、穏おだやかな笑え顔がおは誰だれをも惹ひきつける。

　マリンフォレストの隣となりに位置するラピスラズリ王国から嫁とついできた、ゲーム『ラピスラズリの指輪』の悪役令れい嬢じようだ。

　今はゲームが終わり、アクアスティードと幸せに暮らしている。




「ティアラ、こっちへおいで」

　アクアスティードは手招きして、ティアラローズを呼ぶ。そして同時に、彼女が喜ぶだろう提案を口にする。

「好きなだけ食べたらいいよ。ティアラのために、最高級の材料を取り寄せようか？」

「それはとても魅み力りよく的てきです……!!」

　国王の権力を使えば、食材も、パティシエも、調理場も思いのままだ。本当に、文字通り最高級のチョコレートが出来上がるだろう。

　なんとも贅ぜい沢たくだ。

　けれど、ティアラローズはゆっくり首を振ふる。

「わたくしは、アクア様と一いつ緒しよに食べられるだけで幸せですから」

「それは嬉うれしいな」

　ティアラローズは微笑ほほえみながら、アクアスティードの隣に腰こしかける。柔やわらかなソファに体が沈しずみ込こむのが、心地いい。

　笑顔を見せるアクアスティードに、ティアラローズも微笑み返す。




　マリンフォレストの国王、アクアスティード・マリンフォレスト。

　乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編のメイン攻こう略りやくキャラクター。けれど続編ヒロインに攻略されず、ティアラローズを選んだ。

　ダークブルーの髪に、金色の瞳ひとみ。その身に宿す力は巨きよ大だいで、今は星空の王として妖精王と共にこの国を支えている。

　冷静で厳しいけれど、ティアラローズを溺でき愛あいしているという一面も持つ。




「冷えたんじゃない？」

　アクアスティードがそう言って、ティアラローズの手を包つつみ込こむ。指先は氷のようにひんやりと冷たくなってしまっている。

「ああ、やっぱり」

「アクア様、大だい丈じよう夫ぶです。それだと、アクア様の手が冷たくなってしまいます」

「私は大丈夫」

　手をほどこうとするティアラローズに、アクアスティードはするりと指先を絡からめてくる。じんわりと熱が伝わってきて、体温を分けてもらっているかのようだ。

　──アクア様の手、あったかい。

　自分の指先が冷たすぎて申し訳なく思うけれど、こうやって手を繫つなぐことが出来るのはとても嬉しくて好きだったりする。

「……ありがとうございます」

「うん」

　ティアラローズが素す直なおに礼を告げると、アクアスティードも満足そうに頷うなずく。

　ふうとひとつ息をついて、こてんとアクアスティードの肩かたに寄りかかる。この部屋は自分たちとフィリーネしかいないので、これくらいはいいだろう。

　その様子を見たアクアスティードが、「ん？」と微笑む。

「どうしたの、ティアラ。甘あまえてる？」

「大丈夫だと言われたので、アクア様でぬくぬくしようかと思って」

　いいですよね？　と、ティアラローズは上うわ目め遣づかいにアクアスティードを見つめる。自分の妻にこんなことを告げられて、アクアスティードがノーと言える訳がない。

「……またそんな可か愛わいいことを言って」

　アクアスティードは、肩に預けられたティアラローズの頭を優やさしく撫なでる。結けつ婚こんしてしばらく経たつのに、まだまだ二人は仲なか睦むつまじい。




　少しして、フィリーネが側そばへやってきた。

　その手にはティーポットとティーカップの載のったトレイをもっている。

「温かい紅茶を淹いれましたから、ゆっくりなさってくださいませ」

「ありがとう、フィリーネ」

　フィリーネは二人の紅茶をテーブルに置き、ティアラローズを見て言葉を続ける。

「窓の近くは寒いですからね。お風か邪ぜを召めされないよう暖かくしてくださいね？」

「そうね、気を付けるわ。フィリーネも、あまり無理はしないでね」

「はい」

　自分を気き遣づかう言葉に頷いて、ティアラローズはミルクを入れて紅茶を口に含ふくむ。




　侍じ女じよの、フィリーネ・サンフィスト。

　ティアラローズが小さな頃ころから仕えてくれていて、いつも味方でいてくれる、とても信しん頼らい出来る姉のような存在だ。

　黄緑色の髪を一つに結ゆい、セピア色の瞳はいつも優しさを浮うかべている。

　ロングスカートの侍女服に身を包んでいる姿は一見お淑しとやかなのだが、実は気の強い一面も合わせもっていたり、いなかったり。




　つい先ほどのやり取りを思い出して、フィリーネはティアラローズに声をかける。

「すぐにチョコレートをご用意することは出来ませんが、チョコレートを使ったクッキーでしたらご用意出来ますよ」

「本当？　嬉しい！」

　フィリーネの言葉を聞いて、ティアラローズはぱあっと顔を輝かがやかせた。

　ティアラローズは乙女ゲームとスイーツが大好きで、普ふ段だんからたくさんのお菓子などが贈おくり物ものとして彼女の下へ届けられている。

　食べ過ぎると太ってしまうという懸け念ねんはあるが、そこは運動やストレッチをすることでどうにかしたいところだ。

「それなら……ホットミルクもお願いしていい？」

「もちろんです。チョコレートクッキーに合いそうですね」

「ありがとう」

　フィリーネがチョコレートクッキーを用意するために下がると、「そういえば」とアクアスティードが話をきりだした。

「ここから南西の方角にある、サンドローズという国は知っている？」

「サンドローズですか？　もちろん知っています」

　アクアスティードの言葉に頷いて、ティアラローズはサンドローズ帝てい国こくの情報を思い浮かべる。




　マリンフォレストに負けないほどの領土を有している大帝国だが、その国土の半分以上が砂さ漠ばくという灼しやく熱ねつの国だ。

　けれど、砂漠の中に点在するオアシスはとても美しい作りになっていて、自然の神秘を見ることが出来ると評判はいい。

　もしここからサンドローズへ行こうとすると、馬車を使ったとしても十五日はかかるだろう。




　──確か、自由恋愛が盛さかんな国だと本で読んだことがある。

「一夫多妻制でしたよね。マリンフォレストとは、大きく文化が違ちがいそうですね」

「さすがティアラ、詳くわしいね」

「いえ、そんな……」

　けれど、いったいサンドローズがどうしたのだろうとティアラローズは首を傾かしげる。

　交易などの取引はしているけれど、そこまで交流のある国ではない。何か新しい動きでもあったのだろうか。

「実は取引を持ちかけられていてね。なんでも、ティアラローズの花が欲ほしいそうだ」

「花を、ですか？」

　予想していなかった内容に、ティアラローズはきょとんとする。だってまさか、あまり関わりのない国からマリンフォレストの国花が欲しいと言われるなんて。




　話題にあがった〝ティアラローズの花〟は、マリンフォレストの国花。

　ティアラローズの魔ま力りよくで咲さき育ち、国民たちからとても大切にされている。街にもたくさん植えられているので、国が華やかになった。

　ただ、少しだけ手入れが難しいのだけれど──そこは、森の妖精たちがせっせとお世話をしてくれているので問題ない。




　なるほどと納なつ得とくしたティアラローズだが、サンドローズで育つだろうかと不安に思う。

　王おう妃ひである自分の名がついた花を贈り、枯かれてしまうようなことがあったら……両国の関係が、気まずくなってしまうのではないだろうか。

　かといって、国花を切り花として贈るのもよろしくはないだろう。鉢はち植うえより長持ちしないし、そもそもサンドローズまで枯れずに持ちこたえられるとも思えない。

　などなどのことを考えると、正直……微び妙みようだなと思う。悩なやみこむティアラローズを見て、アクアスティードもやはりという風に苦笑する。

「花をサンドローズへというのは難しいか」

「……そうですね。向こうの国にも森の妖精がいればいいのですが、いませんからお世話が大変です。あとは、気候が合うかどうか……」

「うん。サンドローズには、丁てい重ちように断りを入れよう」

　アクアスティードはそう言って、ティアラローズの髪に指を絡めた。遊ぶようなそのしぐさにティアラローズは笑い、「くすぐったいです」と告げる。

「でも、花を欲しいなんて……。どうせなら、マリンフォレストのお菓子を贈りたいですね。それで、サンドローズでも人気になってくれたらいいのですけど」

「ティアラらしいね」

　花を流は行やらせるのもいいけれど、スイーツを！　と、ティアラローズが力説する。

「お菓子でいいなら、すぐにでも贈るんだけどね」

「どうして花なんでしょう？　扱あつかいが大変というのは、両国の気候を考えればわかりそうなものですけど……」

　確かにそれは、アクアスティードも疑問に思うところだ。

　花の実物を見て欲しがるならわかるけれど、サンドローズの王族がマリンフォレストを訪れたことはない。

「ああ、でも……」

「？」

「もしかしたら、女性へのプレゼントかもしれないね」

「恋愛大国、ですからね」

　それならわからないでもないなと、ティアラローズも思う。

　花を贈られて嫌いやな気持ちになる女性なんてそうそういないし、マリンフォレスト以外では珍めずらしいティアラローズの花であればなおのこと。

　ティアラローズの言葉に、アクアスティードが頷く。

「サンドローズ帝国は、皇こう帝ていが一人いて……その下には貴族がいるね。皇帝には、側室が五人いるって聞いたよ」

「五人……」

　アクアスティードの話に驚おどろいて目を見開いた。

　一対一の恋愛が基本であるティアラローズは、自分のほかに奥おくさんがいるなんて絶対に嫌だと断言出来る。

　──チャラそうな皇帝だ。

　会ったことはないけれど、間ま違ちがいなくチャラいのだろう。

　側室同士の争いもありそうだし、人間関係がどろどろしていそうだ。日ごろの生活を考えただけで、気が滅め入いってしまうことは間違いない。

「側室は、家柄によって上下が決まるのですか？　序列があると、大変そうです」

「基本はそうだろうね。貴族もいるけれど、平民から選ばれた側室もいるそうだよ」

「！」

　貴族の側室たちの争いを想像していたティアラローズだが、それだけではなかったと知り目を瞬しばたたかせる。

　皇帝の妻であれば、身分が必要だろうと思っていたのだ。

　マリンフォレストやラピスラズリでは、王族との結婚には爵しやく位いが必要になる。けれど、サンドローズではそれは必要ないようだ。




　一夫多妻は嫌だけれど、自由恋愛に関しては好感が持てる。

　ティアラローズの雰ふん囲い気きが変わったことに気付いたアクアスティードは、「何か気になる？」と声をかけた。

「政略結婚だけではなくて、そういう風に自由に恋愛をして結婚する文化はいいなと思ったんです」

「ティアラが暮らしていた日本という場所も、そういうところだと言っていたね」

「はい。血筋を尊びたいのも……確かにわかるんですけどね」

　こればかりは、難しい問題だ。




　正当な血筋のキャラクターは、乙女ゲームでは鉄板の人気要素になる。

　アクアスティードも、初代マリンフォレストの国王であるフェレスの血を引き、今は二代目の星空の王になった。

　ヒロインだって聖なる祈いのりを使うことができ、代々王族と結婚している。血筋が重んじられていると、そう解かい釈しやくすることが出来るだろう。

　そう考えると、自由恋愛に発展すること自体があまりない。




　ゲームが大好きなティアラローズも、そのことは理解しているし正当な血筋のキャラクターは必要だと思っている。

　でも、実際自分の身の回りで今後政略結婚がなされるかもしれないことを考えれば話は別なわけで……。

　ティアラローズの周囲では、オリヴィア、アイシラあたり。オリヴィアは伯はく爵しやく家けの次男より下の人を希望していたけれど、どうなるだろうか。

　エリオットは身分がないけれど、もし貴族の令嬢を好きになってしまったらきっと大変だろう。

「わたくしは、幸せですね」

「うん？」

「だって、政略結婚のように見えますけど……わたくしたちは恋愛結婚、でしょう？」

「…………」

　照れながらそう告げるティアラローズに、アクアスティードは思わず言葉を失う。顔を赤くして、嬉しいという気持ちがティアラローズから溢あふれている。

　それがとても可愛く、たまらなかったのだ。

「アクア様？」

　なぜか無言の彼かれに不安になって、ティアラローズは「何か言ってください」とアクアスティードの袖そで口ぐちを引っ張る。

　必死な様子の彼女に、アクアスティードはくすりと笑う。

「ああ、ごめん。可愛くて、思わず見み惚ほれてた」

「ふぁっ!?」

　まさかそんな返しがくるなんてと、ティアラローズはさらに顔を赤くする。

「だって、私はずっとティアラが好きだったんだ。ハルトナイツ王子の婚こん約やく者しやだったから、こうして触ふれることなんて出来ないと思っていたのに……」

「あ……」

　ゆっくり、アクアスティードの手がティアラローズの頰ほおに触れる。




　元々、ティアラローズはラピスラズリ王国の第一王子ハルトナイツの婚約者だった。ゆえに、アクアスティードはティアラローズに想おもいを寄せつつもあきらめると決めていたのだ。

　だが、アクアスティードにとっての奇き跡せきは起こった。

　それが、悪役令嬢の断罪イベント。

　ヒロインであるアカリをいじめたとし、ティアラローズを罰ばつし国外追放するエンディングイベントに、割って入ったのだ。

　続編の、メイン攻略キャラクターが。

　そこからはずっと、あり得ないとしか思えないほどアクアスティードに愛される日々。




　振り返ると嬉しいが、溺愛されすぎて恥はずかしいとも思ってしまう。

「わたくしだって、こうしてアクア様と触れ合える日がくるなんて微み塵じんも思っていませんでしたよ？　人生、何が起きるかわかりませんね」

「そうだね。あのときには信じられないほど、こうしてティアラに触れられるだけで幸せなのに。もっともっとと欲が深くなるから困る」

　アクアスティードの目が細められて、宝物に触れるように優しく唇くちびるが重なってくる。

「……ん」

　とても甘くて、互たがいがいればチョコレートなんていらないかもしれない。なんて考えが、浮かんでしまうほどだ。

「ティアラの唇は、甘いね」

「！」

　どうやら、アクアスティードも同じことを思っていたようだ。

　何度かついばむように口づけをしたところで、室内にノックの音が響ひびいた。おそらく、退室していたフィリーネが戻もどってきたのだろう。

　アクアスティードが入室を許可しようとすると、ティアラローズが待ったをかけた。

「も、もう少し待ってくださいませ……！」

「ああ……ティアラ、顔が真まっ赤かだね。可愛い」

　顔どころか、耳まで赤い。

　楽しそうにしているアクアスティードに、ティアラローズは大変なのに……と、涙なみだ目めで睨にらみつけるが可愛いだけだ。

「うぅぅ……っ!?」

　気持ちを落ち着かせようとしているのだが、アクアスティードが不意打ちのようにこめかみにキスをしてきた。

「あ、アクア様[image: ][image: ]っ!!」

「……っ」

　ティアラローズが真っ赤になって怒おこると、アクアスティードは声を押おし殺ころすようにして笑う。すぐに「ごめん」と告げられるも、楽しそうなその顔では説得力がない。

「でも、さすがにこれ以上は心配されるんじゃない？」

「あ、そうですね」

　熱くなった顔を手で扇あおいでから、ティアラローズは入室許可の返事をする。

「失礼します。チョコレートクッキーをお持ちいたしました」

　部屋へ入って来たフィリーネは、何事もなかったかのように笑顔だ。どうやら、中でなにがあったかは大体予想が出来ていたらしい。

　それはそれで恥ずかしいけれど、追つい及きゆうされたらもっと恥ずかしいのでよしとする。

「ありがとう、フィリーネ」

　自分の前に置かれたチョコレートクッキーを見て、ティアラローズはあれ？　と、首を傾げる。

　──ホットミルクがない。

　忘れたのだろうと思うけれど、フィリーネがミスをすることはあまりないので珍しい。

　ちらっとフィリーネを見てみると、笑顔だけど……どこかいつもより表情が硬かたいような気がした。

　先ほどまでは、普段通りだったのに。

　──もしかして、何かあった？

　けれど、アクアスティードがいるまえで「どうしたの？」と聞くわけにもいかない。命令のようになってしまい、フィリーネを困らせてしまうだろう。

　どうすべきか考えていると、先にフィリーネが声をあげる。

「あっ、失礼いたしました……すぐにホットミルクをお持ちしますね」

「お願いするわね」

　どうやら少しうっかりしていただけのようだ。ティアラローズは笑顔でフィリーネに返事をして、アクアスティードとのんびりした時間を過ごす。




　しばらくして、フィリーネがホットミルクを持って戻ってきた。その表情は、先ほどよりもほんの少しだけ疲つかれが見える。

「ホットミルクをお持ちしました。砂糖などは入れていませんが、どうなさいますか？」

「クッキーがあるから、そのままでいいわ」

「はい」

　ティアラローズの言葉にアクアスティードも頷いて、ホットミルクを受け取る。雪の日に温かい室内でいただくホットミルクとスイーツは、なんて贅沢なのだろう。

「美お味いしい」

　チョコレートクッキーを食べて顔をほころばせていると、カーテンを閉めようとしていたフィリーネから声をかけられた。

「ティアラローズ様、アクアスティード陛へい下か、雪が積もってきたみたいです」

「本当？　わたくしがマリンフォレストへ来てから、雪が積もった年はなかったのに」

「珍しいね。温暖な気候だから、私も雪が積もったのはあまり見たことがないんだ」

　ティアラローズとアクアスティードも立ち上がり、窓から外を見る。

　空からしんしんと降る雪が重なり合って、地面には見事な白色の絨じゆう毯たんが敷しかれていた。誰の足あし跡あともなく、遠くに見える山々も白く染まってとてもいい景色だ。

「わあ、すごい！　かまくらを作って、中でチーズフォンデュしたら楽しそう……」

「かまくら？」

　ティアラローズのはしゃぐ声に、アクアスティードは首を傾げた。

「雪で作る洞どう窟くつのような家のことです。固めた雪が外の寒さを防いでくれるので、わりと暖かいんですよ」

「へえ……。面おも白しろいね」

　雪景色を楽しんでからソファへ戻ると、窓に触れていた指先が少し冷えてしまった。

　ティアラローズが思わず吐と息いきで温めようとすると、その手をアクアスティードに取られてしまう。

「あ……」

「つい先ほど温めたばかりなのに」

　反論する余地を与あたえられず、ちゅっとアクアスティードの唇がティアラローズの指先に触れる。
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「……っ！　アクア様」

「ティアラの指先、また冷たくなってる」

　くすりと笑い、アクアスティードはティアラローズの手に頰を摺すり寄せる。

「アクア様の頰は、あったかいです」

　恥ずかしくなりながらも、ティアラローズは微笑む。そのまま触れたアクアスティードの頰を指先でくすぐってみると、アクアスティードが笑う。

「くすぐったい」

「くすぐってますから」

「なら、私もお返しさせてもらおうかな？」

「えっ！」

　アクアスティードの言葉を聞いて、ティアラローズはぱっとアクアスティードから手を離はなそうとし──けれど、アクアスティードにがっちり摑つかまれ逃にげることが出来ない。

　ティアラローズはぎゅっとアクアスティードに抱だきしめられてしまい、観念する。

「アクア様の指先も冷たいので、わたくしが温めてさしあげます」

「ありがとう」

　ティアラローズの申し出に微笑み、アクアスティードはその頰に優しくキスをした。
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　初雪から数日後、ティアラローズはアクアスティードの執しつ務む室しつのソファに座って神しん妙みような顔をしていた。




　王太子から国王に即そく位いしたアクアスティードは、執務室を広い場所に変えた。

　資料を置く書しよ棚だなも増え、仕事に関して出入りする人間も多くなったためだ。それでも、落ち着いた雰囲気の内装は以前と同じなのですぐに馴な染じむことが出来た。

　高さのある窓と、その前に置かれたアクアスティードの執務机。漆しつ黒こくの革かわ張ばりの椅い子すは、座り心地は最上級だろう。




　仕事をしていたアクアスティードとエリオットは、ティアラローズの様子に思わず顔を見合わせて首を傾げる。

「……？」

　いつも元気なティアラローズが何かを考え込んでいるので、またよからぬことを企たくらんでいるのでは……なんてアクアスティードが思ってしまったのも仕方がないだろう。

　苦笑しながら、ティアラローズに問いかける。

「どうしたの、ティアラ。何かあるなら、相談してほしいな」

「アクア様……実は、フィリーネがこのところ元気がないみたいで」

「フィリーネが？　それは確かに心配だね」

　アクアスティードは席を立ち、ティアラローズの座るソファの隣へ座る。

　それを見て、ティアラローズは表情を和やわらげた。小さく息をついて、「心配です」と声をもらす。

「あ、もしかして……エリオットは何か聞いていたりしない？　フィリーネから」

　ぽんと手を叩たたき、ティアラローズは伏ふせていた視線を上げる。

「私ですか？」

「ええ」




　アクアスティードの側近、エリオット。

　優しい目元と、柔らかなオレンジがかった茶色の髪。

　穏やかな見た目からは戦う姿なんて想像出来ないが、その実とても優ゆう秀しゆうだ。剣けんも魔法も使えるし、諜ちよう報ほう活動もなんなく行ってしまう。




　フィリーネとは同どう僚りようにあたるため、彼ならフィリーネから何か話を聞いているかもしれないとティアラローズは思った。

　エリオットは「うぅ～ん」と考え込むが、心当たりはないようで小さく首を振る。

「普段通りだったと思います」

「そう……。フィリーネは一人で解決しようとするところがあるから、心配で」

「確かに、しっかりしていますからね」

　相談も受けていなければ、別段変わった様子もなかったらしい。

　ティアラローズは何も手て掛がかりがつかめず残念に思うけれど、フィリーネの性格を考えるとそれも仕方がないなと納得する。

　むしろ、長い付き合いだからこそ最近のフィリーネの様子に気付けたのかもしれない。

　──少しぼーっとしているところがあるのよね。

　普段は元気なのに、最近は口数が減っているように思えるのだ。

　けれど、率直に聞いてフィリーネが正直に教えてくれるとも考えにくい。

「わたくし、ちょっと様子を見てきます！」

「私も一緒に行こうか？」

「いいえ、アクア様は仕事をしていてください。わたくし一人で大丈夫ですから」

　確かに、女性同士の悩み相談に男性がしゃしゃり出るのもよくないだろうとアクアスティードはすぐに納得する。

「わかった」

　一言、「気を付けてね」とだけ伝えてティアラローズを送り出した。
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　隅すみ々ずみまで清せい掃そうの行き届いた、清潔な廊ろう下かを神妙な顔で歩くティアラローズ。頭の中では、どう話を切り出すべきかシミュレーションしている。

　前を歩くタルモは、ティアラローズが転んでしまうのではとハラハラだ。




　ティアラローズの護衛騎き士し、タルモ。

　銀色の髪に、青色の瞳。その体はたくましく、一目で強つわ者ものだということがわかる。普段は無口だが、いつもティアラローズのことを気遣ってくれる優しい人だ。

　元はアクアスティードの騎士だったが、ティアラローズがマリンフォレストへ来てからはずっと護衛してくれている。




「ティアラローズ様、足元にお気をつけくださいね」

「あ……そうね、ありがとう。タルモ」

　仕事中はあまり喋しやべらない彼に注意されて、いけないと反省する。

　タルモの後ろを歩きながら、もしかしたら……という期待を込こめて尋たずねてみる。

「ねえ、タルモはフィリーネのことを何か知らない？」

「特に──あ」

「何か知っているの？」

　考え込むタルモに、ティアラローズが食いつく。まさか、こんなところに情報を持っている人がいたなんて。

　期待に満ちたティアラローズの目を見て、タルモは慌あわてて「たいしたことではありません」と首を振る。

「最近よく、フィリーネが手紙を受け取るのを見たので……」

「手紙？」

　予想していなかった単語に、いったい誰からだろうと候補を思い浮かべる。

　友人や、ラピスラズリの実家からだろうか。それとも、フィリーネに想いを寄せる人からのラブレターかもしれない。

　──もしかして、恋こい煩わずらい？

　それならば、ティアラローズの行動は余計なお世話かもしれない。出来ることといえば、デートが出来るように休みを与えることだろうか。

「ありがとう、タルモ」

「いえ」

　少し足取りの軽くなったティアラローズは、フィリーネが休きゆう憩けいに使っている部屋までやってきた。




　ここはメイドたちが自由に使える控ひかえ室しつなのだが、落ち着くからという理由でフィリーネはよく利用しているのだ。

　ティアラローズは扉とびらをそっと数センチだけ開いて、中を覗のぞき込こむ。まるで不ふ審しん者しやのようだけれど、幸い今は廊下にティアラローズたち以外の姿はない。

　控え室の奥……窓まど際ぎわの席に、何かを見ているフィリーネの姿があった。

　──いた！

　フィリーネは何を見ているのだろうと、ティアラローズは目を凝こらす。どうやら、タルモの言っていた通り手紙を読んでいるようだ。

　その表情は憂ゆう鬱うつそうで、最近の悩みの原因があの手紙なのは間違いなさそうだ。

　しかし、さすがに読んでいる手紙の内容までは見えないし、勝手に覗き見するのはよくない。

　ラブレターを読んでいる表情には見えないが……。

　──声をかけようかしら？

　でも、もしかしたら知られたくないような悩みかもしれない。

　そんな風にもんもんとティアラローズが悩んでいると、ふいにフィリーネと目が合った。

「……あ」

　そして同時に、驚きが声に出ていた。

　まあ、見つかってしまっては仕方がない。

　ティアラローズは扉を開けて、そ知らぬ顔でフィリーネの向かいの椅子に腰かける。

　フィリーネは不思議そうな表情で、ティアラローズを見た。

「ティアラローズ様？　呼んでいただければ、わたくしが伺いますのに……」

「いいのよ」

　申し訳なさそうな様子の彼女に、ティアラローズは真ま面じ目めだなと苦笑する。

「もし嫌なら言わなくていいけど……最近、フィリーネの元気がないみたいだったから気になっていたの」

「──っ！」

　ティアラローズの言葉に、フィリーネの肩が跳はねる。主人に図星を突つかれてしまい、さらに心配をかけてしまい申し訳なく思ってしまったのだろう。

　眉まゆを下げて、フィリーネは観念するように頷いた。

「ティアラローズ様に隠かくし事ごとは出来ませんね」

「フィリーネ……」

　そう言って、フィリーネは持っていた手紙をティアラローズへ差し出した。

「……ラブレターをもらって嬉しい、っていう顔じゃないわね？」

「違うと言いたいんですが、あながちラブレターは外れていないかもしれません」

「フィリーネにとって好ましくない相手だということは、わかったわ」

　見ていいと解釈したティアラローズは、手紙を読んでいく。それはフィリーネの実家から送られてきたものだったが、一方的な内容に思わず眉をひそめる。

「書いてあるように、親から婚約をするように言われていて……」

　フィリーネは苦笑しつつ、「いい歳としですから」と言う。

　彼女の告げた通り、手紙の内容は結婚に関するものだった。

　フィリーネは二十一歳さいなので、とっくに結婚をしていてもいい年ねん齢れいだ。

　普段は恋愛も含め、あまりフィリーネのプライベートに関する話を聞かないので、結婚のことで悩んでいるとは思いもよらなかった。

　──でも、考えてみたら当然よね。

　もしティアラローズと一緒にマリンフォレストへ来ていなければ、フィリーネも今いま頃ごろは結婚していただろう。

　とはいえ、辛つらそうなフィリーネの表情が気がかりだ。

「……相手は、どなたなの？」

「ティアラローズ様もご存じだと思うのですが、ルーカス・ダンストン様です」

「確か……フィリーネの幼おさな馴な染じみだったわね。ダンストンというと、伯爵家ね」

「はい」

　もちろんティアラローズも、フィリーネの幼馴染みのルーカスのことは一貴族として知っている。

　伯爵家の長男で、二十二歳。

　どちらかといえば、裕ゆう福ふくな部類に入る貴族だろう。

　ティアラローズも、夜会などで何度か話をした記き憶おくがある。どんな人物だったろうかと思い返すと、確かにルーカスはよくフィリーネに声をかけていた。

　──ルーカス様が、フィリーネを追い回していたのを見たような……。

　一方的なルーカスの片かた想おもいのようだと、ティアラローズは苦笑する。確かにちょっと偉えらそうで、フィリーネの趣しゆ味みではなさそうだった。

　厄やつ介かいな相手に好かれてしまったものだと思っていると、フィリーネのか細い声がティアラローズの耳に届く。

「わたくしは、結婚を理由にラピスラズリへ戻りたくはありません。これからもずっと、ティアラローズ様にお仕えしたいのです」

「フィリーネ……。ありがとう、その気持ちはとても嬉しいわ。でも、もしフィリーネに好きな方がいるのであれば、わたくしには遠えん慮りよしないでほしいの」

　自分のことを考え、フィリーネが好きな人をあきらめる……ということには、なってほしくない。

　そのために伝えたけれど、フィリーネはふわりと微笑み「ありがとうございます」と礼を言う。

「ルーカスと結婚するくらいなら、わたくしは家と離り縁えんする覚かく悟ごもあります」

「ええと……フィリーネは、それほどまでにルーカス様のことがお嫌きらいなのね？」

「あんな男を好きになるなんて、とんでもありません！」

　怒ど気きを含む声で言い切ったフィリーネを見て、ティアラローズは目を見開く。フィリーネは自分のことで感情をあらわにすることはほとんどないので、本当に珍しい。

　ため息をつき、フィリーネが言葉を続ける。

「ルーカスは、自分本位なんです。思い通りにならなければ、面白くないのでしょうね。わたくしに何度も誘さそいをかけてきたり、今も手紙が定期的に届いています」

「そうなの……」

　ルーカスの恋こい心ごころなのだろうけれど、すべてが逆効果に働いているようだ。

「結婚に関しても婚約の申し入れを断り続けているんですが、しつこくて。いい加減にしてほしいです。わたくしは何度も嫌いだと伝えているのに、なぜか照れているだけだろうと解釈されてしまったりして……」

　ティアラローズと一緒にマリンフォレストへ来たので解放されるかと思ったのに、手紙は途と絶だえないし、全然あきらめないのだと話す。

　──恋煩い？　なんて思っていた自分を殴なぐってやりたいわ。

　まさかフィリーネがこんなにも追おい詰つめられていたなんて。

「わたくしは、何があってもフィリーネの味方よ」

「ティアラローズ様、ありがとうございます。とても心強いです」

　二人ならば、ルーカスを倒たおせそうだとフィリーネは笑う。

「もっと早く相談してくれてもよかったのに……」

「いいえ、ご迷めい惑わくをかけてしまいますから。それに、ルーカスからの手紙は読まずに捨てていましたから」

　封ふうを切ることなく焼しよう却きやくしていたのだと、さらりと言うフィリーネに、これは本気の本気で嫌っているのだということが伝わってくる。

「さすがに今回は実家からの手紙でしたから……」

　無視出来なかったのだと、フィリーネは言う。

「そうだったの……。フィリーネが結婚したくないというのであれば、わたくしは何も言わないわ。困ったことがあれば、相談して。力になるから」

「ありがとうございます、ティアラローズ様」

　胸の内を話すことが出来たからか、フィリーネはすっきりした表情で微笑む。

「婚約は断るように伝えるので、おそらく大丈夫だと思います」

「そう？　問題ないようなら、よかったわ」

　これで勝手に婚約でもさせられていたら、笑えない。ティアラローズはほっとして、もし何かあっても全力でフォローしようと決意する。

「それじゃあ、わたくしは戻るわね」

「はい。何かあれば、遠慮なく呼んでくださいませ」

「ええ」

　ゆっくり休んでから戻っても問題ない旨むねを伝え、ティアラローズは控え室を後にする。




　そして次に足を運んだのは、別の場所。

「時間を取ってもらえるといいんだけど……」

　フィリーネのために、ティアラローズでも出来ることをしようと考えたのだ。まずは、ルーカスに関しての情報がほしい。

　それを知っているだろう人物に当てがあるので、会いに行くのだ。







　目的地に着き、ティアラローズがメイドへ用件を伝えるとすぐに部屋に通してくれた。会うのはティアラローズだけなので、タルモには部屋の前で待機していてもらう。

　ここは王城内にある、来賓のために用意されている区画だ。

　紅茶を飲みながらしばらく待っていると、会いたかった人物がぱあっと顔を輝かせてやって来た。




「ティアラ姉様！」

「シリウス王子、急にごめんなさい」

「いいえ。ティアラ姉様にお会い出来るだけで嬉しいですから」




　部屋へやって来たのは、シリウス・ラピスラズリ・ラクトムート。

　色素の薄うすい金色の髪と、空色の瞳。まだあどけない表情で笑う十歳の少年だけれど、ラピスラズリ王国の王位継けい承しよう第一位の次期国王だ。今はマリンフォレストに留学している。

　ティアラローズの元婚約者だった、ハルトナイツの弟。素直ないい子で、ティアラローズのことを姉と慕したってくれている。




「でも、どうしたんですか？　ティアラ姉様が私に用なんて珍しいですね」

「実は聞きたいことがあって……」

「聞きたいこと、ですか？」

　きょとんとするシリウスに、ティアラローズは「座ってちょうだい」と向かいのソファを勧すすめる。

　メイドが紅茶を用意してから、話を切り出した。




「……なるほど、ダンストン家の子息ですか。もちろん私も面識はあります」

「わたくしが知っているのは、嫁ぐ前の事情なの。今のことはあまり知らないから、新しい情報があれば教えてほしくて」

「ああ、そうですよね」

　シリウスは思い出すようにして、知っている情報をティアラローズに教えてくれた。

「金銭面で言うと、ダンストン伯爵家はかなり潤うるおっていますね」

　ダンストン家が行っている事業は、珊さん瑚ごの加工だ。

　高いデザイン性で工芸の事業に成功し、複数の店てん舗ぽを持っている。ラピスラズリでは人気店の一つだ。

「なるほど、確かに攻せめてくるのも頷けるわね」

「ティアラ姉様？」

　意味深なティアラローズの言葉に、シリウスが「何事です？」と心配そうな表情になる。

「実は、フィリーネに求きゆう婚こんしてきてるみたいで……どんな方か知りたかったの」

「そうだったんですか……。サンフィスト家は、逆に事業があまり上う手まくいっていないと記憶しています」

　ルーカスのダンストン家とは逆に、フィリーネの実家であるサンフィスト家の事業は業績がよくないとシリウスは言う。

　元々フィリーネの家があまり裕福でないことはティアラローズも知っていたけれど、ここ数年で状じよう況きようはさらに深刻になったようだ。

　つまり、今回は金銭が大きく絡んだ政略結婚だということがわかる。

　──確かに、フィリーネのご両親からしたら繫ぎたい縁えんかもしれないわね。

「条件的には、悪くはないと思いますけど……」

「そうね。客観的に見れば、ただの政略結婚だもの」

　シリウスは結婚すればいいと考えたようで、不思議そうにしている。

　しかし、ティアラローズはフィリーネが納得していない結婚に賛同したいとは思えない。

　どうにかして断る口実があればいいが、ありきたりな断り文句ではおそらくルーカスが引き下がらないだろう。

「ティアラ姉様は、相変わらず優しいですね」

「そうかしら？」

「普通は自分の侍女のために、王族がこんなに動き回ったりはしませんよ。思えば、ティアラ姉様は兄様に対しても優しかった」

　シリウスは紅茶を手に持ち、その水面に映った自分の顔を見る。

「まあ、あの兄はティアラ姉様の気持ちを何一つ汲くむことが出来ませんでしたけれど」

　思いのほか辛しん辣らつなシリウスの言葉に、ティアラローズは目を瞬かせた。確かに否定は出来ないけれど、自分の兄をそんな風に言うものでもないだろう。

「シリウス王子、ハルトナイツ殿でん下かも頑がん張ばっているのですから……」

　そこまで言わなくても──と告げようとしたが、最後まで言いきる前にシリウスの言葉がかぶさった。

「ティアラ姉様は、もっと周りを頼たよってください。今は、私だっています。あのときだって、どうして助けてと声をあげてくれなかったのですか！」

　悪役令嬢の断罪イベントだった卒業パーティーで、ハルトナイツがエスコート出来ないことは事前に知っていたのに。

　そのとき、誰かに相談して助けを求めていたら、ティアラローズが一人で辛い思いをすることもなかっただろう。

　父に迷惑をかけてはいけないと思って下した判断だったけれど、ティアラローズのことをこうして気遣ってくれる人を傷つけていたということに気付く。

「ありがとう、シリウス王子」

　──きっと、自分の兄であるハルトナイツ殿下のしでかしたことだから気にしてるのね。

「でも、わたくしは大丈夫よ。あのときはアクア様が助けてくれたし、ハルトナイツ殿下だって今は頑張っているもの」

　しかも大だい元げん凶きようであるアカリと自分は、仲も良よい。

「不思議ね。あのときは、今こうしていられるなんて思いもしなかったから。シリウス王子が、こうやって留学していることもそう」

　自分がラピスラズリとマリンフォレストの縁を繫ぐことが出来たことを、とても誇ほこらしく思う。

　ティアラローズが嬉しそうに笑うのを見て、シリウスもつられて微笑む。

「フィリーネは、あのとき一番ティアラ姉様の味方をしていたのでしょう？　だったら、彼女のために私も力になります。私がなにも出来なかったときに姉様を支えてくれていたのですから、幸せになってもらいたい」

「そう言っていただけて、とても嬉しいわ。ありがとう」

　少し話を聞くだけのつもりが、大物の協力者をゲット出来てしまった。

　まだ十歳だというのに、ひどく大人びている。いや、環かん境きようがそうさせてしまっているのだろう。

　ひとまずシリウスにお礼を告げて、ティアラローズは部屋をあとにした。
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　夕食を終えたティアラローズは、今日は充じゆう実じつした一日だったなと伸のびをする。

　自室のソファでのんびりしていると、フィリーネが紅茶を用意してくれた。同時に、今後の予定を確かく認にんしてくれる。

「そろそろ入浴してお休みになられますか？」

「いいえ、アクア様の帰りを待つわ」

「わかりました。寒いですし、ひざ掛かけかなにかを──あら？」

　フィリーネがそう告げ終わるより前に、部屋にノックの音が響いた。もう遅おそい時間なのに、いったい誰だろうと二人で顔を見合わせる。

　やってきたのは、エリオットだった。

「遅くにすみません。アクアスティード様から、預かってきました」

「アクア様から？」

　そう言って、エリオットは持っていた小さな花束をティアラローズへ渡わたす。小さな花が可愛らしくて、思わず頰が緩ゆるむ。

「仕事で遅くなりそうだから、と」

「そうなのね、ありがとう」

　たまにこうしたサプライズがあるので、愛されていることを実感させられる。恥ずかしいけれど嬉しくて、もっともっと好きになってしまう。

「フィリーネ、花か瓶びんを用意してもらってもいい？」

「もちろんです。すぐにご用意を。……あら？　エリオット、指先に怪け我がをしてませんか？」

　ティアラローズの言葉に頷いたフィリーネだったが、ふとエリオットの指先に血がにじんでいるのを見つけた。

　フィリーネがその手を取ると、エリオットは慌ててぶんぶんと首を振り「大丈夫ですから」と手を引っ込める。

　──あ、エリオットが照れてる。

　思わず、ティアラローズとフィリーネの心の声が重なった。

「さっき紙で切ってしまっただけですから、すぐに治ります」

「……でも、指先の傷は痛いですよ。ティアラローズ様、花瓶を用意しに行きながらエリオットの手当てをしてきてもいいですか？」

「もちろん。お願いね、フィリーネ」

「はい、お任せくださいませ」

　退室する二人を見送って、ティアラローズは花束を手に取り早くアクアスティードが帰ってこないかなと思うのだった。




　白色の陶とう器きで出来た花瓶に花を飾かざり終えたところで、アクアスティードが帰ってきた。

「おかえりなさい、アクア様。お花、ありがとうございます」

「ただいま。気に入ってもらえて、よかった」

　お礼の意味も込めて、ティアラローズがアクアスティードにぎゅっと抱き着くと嬉しそうに微笑んでくれる。

「エリオットの手当ても、フィリーネがしてくれたそうだね。ありがとう、ティアラ。エリオットも感謝してたよ」

「いいえ。それに、フィリーネが気付いてくれたんです」

　ティアラローズは別になにもしていないから感謝はフィリーネにと伝える。

「きっと、エリオットが改めて礼をすると思うよ。……そういえば、昼間はフィリーネと話せたの？」

「はい！　実は、そのことでアクア様に少しご相談が……」

「うん？」

　ティアラローズはアクアスティードの上着を受け取ってハンガーにかけると、一緒にソファへ腰かけた。

「少し急なんですが、明日オリヴィア様のところへ出かけてきてもいいですか？」

「明日？　ずいぶん急だね」

　本来であれば数日前から予定を立てなければいけないのだが、いかんせん思い立ったのが今日なのだ。

　──やっぱり、急すぎて無理かしら？

　そんな彼女を見て、アクアスティードは「駄だ目めなんて言わないよ」と心を読んだかのように告げる。

「もちろんいいよ。本当は私にも何か力になれることがあればいいけれど、あまり女性の悩みに口を出すのもよくない……かな？」

　許可を得られたことにほっとして、ティアラローズは表情をほころばせる。

「そうではないのですが、アクア様だと大おお事ごとになってしまいます」

「……それは、ティアラも同じだと思うけど」

　王妃だということを忘れてはいない？　と、アクアスティードが笑う。

「も、もちろん自覚しています！　ですが貴族同士の結婚のこととなると、国王であるアクア様では発言力が大きすぎます」

　王妃が相談を受けるのと、国王がそれに対して何か言うのでは、次元が違う。

　もしここにアクアスティードが介かい入にゆうしてくれば、相手がラピスラズリの貴族ということもあり外交問題に発展しかねない。

　ティアラローズが少し相談に乗り、力になるのとはわけが違う。

「結婚……？　フィリーネに、縁えん談だんがきていたのか」

「……ええ。でも、あまりいい人ではないみたいなんです」

　なので、オリヴィアにも少し助言を貰もらえたらなとティアラローズは考えた。

　アクアスティードはティアラローズの額に口づけて、優しく微笑む。

「気を付けて行っておいで。だけど、何かあったら無理せず私に相談するんだよ？」

「はい、もちろんです」

　そのまま髪を撫でられて、ティアラローズはアクアスティードの肩に寄りかかった。
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　翌日、ティアラローズはフィリーネとタルモを連れてオリヴィアの屋や敷しきを訪れた。

　庭園は花ではなく青々とした植物を基調に設しつらえられていて、冬だというのにどこか夏のまぶしさを感じさせるほど。

　暖かい季節以外はどうしても寂さびしくなってしまう庭園も、これならば映はえるというものだ。




　到とう着ちやくすると、すぐにオリヴィアとレヴィが出で迎むかえてくれた。

「ティアラローズ様、お待ちしていましたわ」

「突とつ然ぜんの訪問で、ごめんなさい」

「いいえ、気になさらないで。寒かったでしょう？」

　オリヴィアの部屋へ案内してもらい、女同士の話だから……と、残りたがるレヴィを無理やり退出させる。フィリーネもタルモと一緒に控え室で待っていてもらう。




　ティアラローズがソファへ座ると、オリヴィア自らが紅茶を用意してくれた。そしてお菓子には、バターサンドが用意されている。

「わあ、美味しそう！」

「ティアラローズ様なら気に入ってくださると思って、レヴィに作らせたのよ」

「レヴィが……」

　本当にあの執しつ事じは有能だなと、ティアラローズは苦笑する。

　オリヴィアもソファに腰かけて、「どうぞ」と紅茶を勧めてくれた。




　続編の悪役令嬢、オリヴィア・アリアーデル。

　公こう爵しやく家けの令嬢で、ティアラローズと同じ転生者だ。乙女ゲームが大好きで、キャラと結婚なんて鼻血が止まらなくなって無理だと告げる、聖地巡じゆん礼れいが趣味の女性。

　ローズレッドの髪と、ハニーグリーンの美しい瞳。眼鏡めがねをかけて一見知性的に見えるが、どちらかといえば変態だ。




　紅茶を飲んでひと息ついてから、ティアラローズは本題を切り出す。

「実は……フィリーネのことで相談があるの。それだけじゃなくて、マリンフォレストにおける恋愛観や結婚観に関する話も出来るといいなと思って……」

「恋愛観や結婚観、ですか？」

　ティアラローズの言葉に、オリヴィアは首を傾げる。

　相談したかったことは、フィリーネへの求婚問題。

　しかしそれが意にそぐわないものであるため、マリンフォレストもサンドローズのようにもっと自由恋愛が出来ればいいのに……という話だ。

「家のために、好きでもない人との縁談を受け入れるのであれば……わたくしも何も言わないわ。貴族の娘ですもの、辛いかもしれないけれどその意思を尊重するわ」

　でも、フィリーネは嫌だと声をあげたのだ。だったら、どうにかして力になりたい。

　オリヴィアは「そうでしたの……」と言って、少し考え込む。

　もしかして何かいい案でもあるのだろうかと思い、ティアラローズは黙だまってオリヴィアを見つめる。

　しばらくして、オリヴィアが口を開いた。

「……実は、ずっとやってみたかったことがあったんです」

「やってみたかったこと、ですか？」

「ええ。しかもこれでしたら、ティアラローズ様のおっしゃる自由恋愛発展の第一歩にもなるはずですわ」

　にっこり笑顔で手を叩いて告げるオリヴィアは、とても嬉しそうだ。

　いったいどんな提案をしてくれるのだろう。そう思ってティアラローズが先を促そうとしたが──それよりも先に、オリヴィアの鼻からつつーと血が垂れてきた。

　鼻血だ。

「ええぇっ!?　大丈夫ですか、オリヴィア様……っ！」

「ごめんなさい、わたくしったら！　いつものことなので、気にしないでちょうだい」

「い、いつも……って」

　心配そうにするティアラローズをよそに、オリヴィアは慣れた手つきでハンカチを取り出して拭ふく。

「本当に問題はないので、心配しないで？　想像したら、少し興奮してしまって……」

　──いったい何を想像したんですか、オリヴィア様!!

　思わず、ティアラローズまで顔を赤くしてしまう。

「わたくしが提案するのは、ずばり『仮面舞ぶ踏とう会かい』ですわ！」

「仮面舞踏会!?　た、確かにそれは興奮してしまうかもしれません……!!」

　オリヴィアの提案を聞き、ティアラローズもどきどきする。

　仮面舞踏会とは、参加者全員が仮面で顔を隠かくして参加する夜会だ。名前も身分もわからない人間と踊おどり、その一時を楽しむことが出来る──。

　──もしアクア様が仮面を付けたら、間違いなく似合う。

　そう確信したティアラローズは、ぜひとも見てみたいと思う。同時に、深い考えもなく「ぜひ開かい催さいしましょう」と力強く頷いていた。

　オリヴィアも、攻略キャラクターの仮面を付けた魅み惑わく的てきな姿を見たいのだろう。

　そして同時に、フィリーネにとって出会いの場にもなる。

　もしフィリーネの身分など関係なく見み初そめる男性が現れ、彼女もその人に好意を抱いたら……きっと、今ある婚約話からフィリーネを守ってくれるだろう。

　確かにこれは一石二鳥だ。

　普段は侍女なので、彼女が夜会に参加することはない。

　けれど、今回は仮面舞踏会なので、説得……というか、こちらが水面下で準備を進めて参加させてしまえばいいのだ。

　しばらく見ていなかったフィリーネのドレス姿を想像して、ティアラローズはほっこりする。

「もしこれで、フィリーネに気になる男性が出来たらいいわね。わたくしとしては、エリオットと息が合いそう……と、勝手に思っていたのだけれど」

「アクアスティード陛下の側近で、攻略キャラのエリオットね。確かにいいかもしれないけれど、彼は貴族位を持っていないから厳しいかもしれませんわ」

「そうなのよね……」

　身分とは、厳しいものだ。

　とはいえエリオットはアクアスティードの側近。

　フィリーネの家が了りよう承しようすれば結婚も可能かもしれないが、あいにくサンフィスト家が求めているのは金銭的に余よ裕ゆうのある貴族だろう。

　──どうにかいい着地点が見つかるといいのだけれど。

「フィリーネ様は、どなたか好きな方はいないのかしら」

「特定の男性の話は、聞いたことがないわね……。わたくしに対しては、いろいろ聞いてくるのだけれど」

「求婚してくる人は嫌いだけれど、かといってほかに結婚出来るような相手もいない……ということですね。やっぱり、仮面舞踏会しかありません……！　そうと決まれば、さっそく準備に取りかからなくてはいけませんわ！　レヴィ、レヴィー！」

　やる気に満ち溢れたオリヴィアが、待ちきれないとばかりにレヴィを呼ぶ。すると、どこに待機していたのか……間かん髪はつをいれずにドアが開く。

「呼びましたか？　オリヴィア」

「レヴィ、仮面舞踏会を開催するわ」

「かしこまりました。では、つつがなく準備を」

　開催するというオリヴィアの一言だけで、レヴィは自分のなすべきことを理解したのか部屋から退出していった。その一いつ瞬しゆんの出来事に、ティアラローズは目を丸くする。

　相変わらず、変わった執事だ。




　オリヴィアに心しん酔すいしきっている男、レヴィ。

　オリヴィア専属の執事で、二十四歳。

　黒くろ髪かみで執事服をきっちり身に纏まとい、ローズレッドの存在感の強い瞳を持つ。落ち着いて見えるけれど、オリヴィアのためならば、なんでもこなす恐おそろしい男だ。




「オリヴィア様、レヴィにいったいどんな指示を出したんですか？　具体的には、何も決まっていないのに……」

「わたくし、ずっと仮面舞踏会をしてみたいと思っていたんです。理想の仮面舞踏会については、もうすべてレヴィに語りつくしていますわ！」

　さすがオリヴィアだ。

　ティアラローズは苦笑しつつ、決めるべき事こと柄がらをあげていく。

「開催場所、招待客、参加条件やルールなど……いろいろ考えなければならないことは多いですよ？」

　まさか、それら全部がほとんど決まっているのだろうか。

　すぐにオリヴィアは、「もちろんですわ！」と楽しそうに詳細を話し始めた。

「開催場所は、アリアーデル家の別べつ邸ていです。別邸と言っても、この敷しき地ち内ないにあるので、移動は難しくありません」

「オリヴィア様のお屋敷でしたら、参加する方も安心できますね」

　公爵家であるアリアーデル家が、やましいことを行うはずはない。もしこれが、秘ひ密みつ裏りに開催される催もよおしであれば、何か裏があるのではないか……と、疑う人間も出てくるかもしれないが。

「招待するのは、マリンフォレストの貴族の……年齢は、十八歳以上にしましょう。上限は、二十五歳まで。未み婚こん既き婚こんは問いません。これなら、出会いが目的の舞踏会だと思われることもありませんし、ティアラローズ様も出席出来ますわ」

　あげられた条件ならば、確かに問題はなさそうだ。

　ティアラローズは頷いて、しかし忘れてはいけないことが一つあるのを思い出す。

「あの……アカリ様も呼ばないと後で怒られてしまいそうですね」

「まあ、確かにそうですわね」

　どうしてそんな楽しい催しに呼んでくれなかったのか!!　──と、怒いかる姿が簡単に想像出来てしまう。

　思わず二人は顔を見合わせて、苦笑する。

「アカリ様にも招待状を送りましょう。ラピスラズリからここへ来るには時間もかかりますし……開催は、二ヶ月後くらいでどうでしょう？」

「ええ、それであれば問題はないと思います。アクア様も、二ヶ月先であればスケジュールを調整出来ると思いますし」

　仮に厳しいスケジュールだったとしても、どうにかして時間を作りそうだけど……。

　仮面舞踏会なんて場所にティアラローズ一人で行き、変な男にちょっかいをかけられたらどうするのだと心配するに違いない。

　それもまた簡単に想像出来て、思わず笑ってしまう。

「ティアラローズ様？」

「ああ、ごめんなさい。ゲームのシナリオにないイベントをすると、どうなるんだろうと思って……とっても楽しみ。フィリーネにも、いい出会いがあるといいのだけど……」

「そうですわね」

　その後は、二人で仮面舞踏会の詳細を詰めていき、気付けば夕方になってしまっていた。
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　そしてあっという間に一ヶ月半が経ち、ラピスラズリからアカリがやってきた。

　アカリの夫であるハルトナイツにも招待状を送ったが、忙いそがしいからと辞退する返事をもらっている。

　ティアラローズとオリヴィアは、二人でアカリがやってくるのを待っていた。アカリは馬車から下りると一目散に走ってきて、満面の笑えみでティアラローズたちに抱きつく。

「お久しぶりです、ティアラ様、オリヴィア様！」

「きゃっ！　アカリ様、もう少しお淑やかにしてください……」

「アカリ様らしいですわね」

　ティアラローズは苦笑するが、オリヴィアはくすくす笑っている。

　今日は三人でオリヴィアの屋敷に集まって、仮面舞踏会の打ち合わせだ。




　このゲームのヒロインである、アカリ・ラピスラズリ・ラクトムート。

　艶のある黒髪と黒目がちの瞳は、どう見ても日本人。それもそのはずで、アカリは日本から転移してこの世界へやってきたのだ。

　今はラピスラズリ王国の第一王子であるハルトナイツと結婚し、ラピスラズリで暮らしている。

　本人曰いわく、今はゲームのハルトナイツルートのエンディング後をプレイ中とのこと。




「二人ともお元気そうでよかった！　会えるのを、とっても楽しみにしていたんですよ」

「はい。アカリ様もお元気そうでよかったです」

「お久しぶりです。では、さっそく仮面舞踏会の話をしましょう！」

　三人は久しぶりの再会を喜びつつも、すぐ本題へと入る。

　ちなみに予想通りだが、アクアスティードはなんとしてでも予定を調整して参加すると言っていた。

　何も問題がなければアクアスティードの仮面姿が見られそうなので、今から楽しみで仕方がない。

　レヴィの用意した紅茶とお菓子を囲み、女子会が始まった。

　とはいえ、話す内容は仮面舞踏会のことがメイン。招待状を送ったほとんどの貴族から参加の返事をもらっているので、かなりの規模になっている。

　内装や、当日出す飲み物や料理のことを決めていく。

　デザート関係はすべてティアラローズに一任されていて、これも楽しみの一つだ。




　クッキーを食べながらアカリが「結婚かぁ……」とふいに呟いた。話題は仮面舞踏会からフィリーネのことへ移っていく。

「ゲームで恋愛要素のなかったキャラの婚約って、なんだか不思議ですね」

　アカリはそれについては考えたことがなかったようで、そう口にした。

「確かに……。フィリーネ様は、国外追放されたティアラローズ様に付いていくエンディングだったわね」




　それに反応して、オリヴィアがエンディング後にフィリーネがどうなったのかを告げる。

　ただ、これはティアラローズが国外追放されていた場合の話なので、現状には当てはまらない。

　ティアラローズも、そういえばそんなことが書いてあったなと頷く。

　アカリは続けて、普段の彼女からは想像出来ないような的確なことを告げる。

「そう考えると、今いま更さらラピスラズリの幼馴染みが婚約者になるっていうのは不思議な話ですよ。だって、フィリーネは国外に出たわけだし、形は違うけど今も国外にいる。そうなると、マリンフォレストの名もなきモブと結ばれる方がしっくりくると思いません？」

　今更、フィリーネだけがラピスラズリに戻るのはどうも納得出来ないとアカリは告げる。

「確かに、ティアラローズ……わたくしですけど……に、付いて行ったのにフィリーネが国に戻るのは想像出来ないですね」

　ティアラローズがそれに賛同すると、アカリはいとも簡単に結論を出す。

「でしょう？　だからきっと、フィリーネ様にはマリンフォレストでいい人が見つかると思うんですよね」

　基本的に楽観的な彼女だけれど、その性格に救われることも多い。

　確かにアカリの言うように、シナリオを考えると一見筋が通っているように見えるけれど……現実的にどうだろう。そう上手くいくだろうかという不安もティアラローズにはある。

「フィリーネ様の近くにいる男キャラ……モブじゃないけど、エリオットがいますね。でも、そもそも攻略キャラだからどうでしょう？　それから、ティアラローズ様の護衛騎士でしょうか？」

「うぅーん、そこがよくわからないのよね。ゲームの攻略キャラが誰かと結婚っていうのも、なんだか不思議。でも、二人が両想いならわたくしは応おう援えんするわ。フィリーネの味方だもの」

　もしエリオットがフィリーネのことを好きだとしても、フィリーネがノーと言えば仕方ないが。

　そして、名前をあげられたもう一人のことを思い浮かべる。

「タルモは無口だけど、真面目でいい人よ。小さなことにも気付いてくれて、優しいし」

　そういえば、フィリーネの手紙のことを教えてくれたのも彼だ。けれど、エリオットと比べるとフィリーネとの会話や接点は少なめかもしれない。

　もしかしたらティアラローズの知らないところで交流している可能性もあるが、タルモは時間が空くと鍛錬していることが多いのでその可能性は低いように思える。

　どうだろう？　とティアラローズが考えていると、アカリが元気よく声をあげる。

「でも、私はエリオットルートもプレイしたので自信を持ってお勧めしますよ！　いつも優しくて、どんなときでも笑顔でいてくれて、ぐいぐいくるような恋愛イベントは少ないですけど……初めて手を繫ぐイベントのときは照れてすっごーく可愛かったですよ！」

「わかりますわ！　あのときのスチルはこっちが照れてしまうほどでしたね！」

　アカリの力説に、オリヴィアも力強く頷く。

　──そういえば、こないだフィリーネに手を取られて照れていたわね。

「すごく有望ね、エリオット」

　二人の言葉に安心するが、それでも優先すべきはフィリーネの気持ちだ。

　そんな話をしていると、オリヴィアが提案してきた。

「それなら、エリオットも招待してしまえばいいのでは？」

「それいい！」

「賛成です！」

　その提案に、すぐアカリが手を上げて、ティアラローズも続く。

　仮面舞踏会は、かなり楽しく賑にぎやかなことになりそうだ──。
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「フィリーネ、ちょっといいかしら」

「はい」

「今後の予定についてなのだけど……」

　ティアラローズの自室、午後のゆったりした時間……フィリーネに仮面舞ぶ踏とう会かいに関する話を切り出した。

「まあ、仮面舞踏会ですか？」

「これからしばらく忙いそがしくなると思うの」




　舞踏会が開かい催さいされるのは、オリヴィアの屋や敷しき。

　素す性じようを隠かくすことにより、相手を身分で判断しないという趣しゆ旨しであることは、参加者全員に招待状を送るときに通達済みだ。

　当日は仮面で顔を隠し身分や名を明かしてはいけないが、仮面舞踏会終了後に、お互いが希望すれば素性を明かすことも出来る。

　既き婚こん者しやか独身者かがわかるよう、独身者の仮面には男女ともにティアラローズの花が付けられることになっている。




　告げられた内容を聞いて、フィリーネは「わかりました」と頷うなずく。

「オリヴィア様とのお茶会が多かったのは、打ち合わせだったのですね」

「そうなの。当日はフィリーネにも付いてきてもらいたいのだけど……」

「もちろん、ご一いつ緒しよします！」

「ありがとう」

　ティアラローズ様の侍じ女じよですからと、フィリーネは微笑ほほえむ。

　──侍女ではなく、参加者としてだけど……。

　というのは、まだフィリーネには内ない緒しよだ。

　招待状など渡わたりそうものなら、間ま違ちがいなくフィリーネは拒きよ否ひするだろう。

「でしたら、ドレスも選ばないといけませんね。仮面舞踏会なら、普ふ段だんとは違ちがうドレスにしてみてはいかがですか？　そうすれば、ティアラローズ様だと気付かれないかもしれませんよ」

「いいわね」

　フィリーネの提案を聞き、ティアラローズは面おも白しろそうだと思いすぐに賛成する。

　普段は水色のドレスが多かったので、違うタイプにしてみるのもいいだろう。

　さっそくフィリーネがあれはどうだろう、これがいいんじゃないか？　と、ドレスのタイプをあげていく。

　楽しそうな様子に、ティアラローズは苦く笑しようする。

　もちろんフィリーネの気き遣づかいは嬉うれしいのだけれど、今回は彼かの女じよをドレスアップするのが目的の一つだ。

　──フィリーネにもとびきりのドレスをプレゼントしなきゃ。

　そして、今まで疑問に思いつつも聞けていなかったことを口にする。

「フィリーネには、好きな方はいないの？」

「え？　わたくしですか？」

　ティアラローズが問いかけると、フィリーネはきょとんとする。

　悩なやむように首を傾かしげて、「特には……」と苦笑する。

「わたくしは仕事をしているのが好きなので、結けつ婚こんしたいという思いはあまり強くないんですよね……」

「確かにフィリーネは働き者だものね。休んでって言いたくなるくらいだもの」

　むしろ、フィリーネはちゃんと休んでいるのか？　もちろん休みはとってもらっているけれど、勉強していることも多い。

　──これを機会に、フィリーネも誰か素敵な人とデートしたりしてくれたらいいなぁ。

　そう思いながら、ティアラローズはフィリーネとドレスの相談をしていく。




　しばらくして、部屋にノックの音が響ひびいた。

「あ、もしかしてアクアスティード陛へい下かではないですか？」

　フィリーネがそう言って来客の確かく認にんをすると、顔を出したのはシリウスだった。

「ティアラ姉様、お忙しかったですか？」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　シリウスを応接室へと案内し、フィリーネに紅茶を淹いれてもらう。

「突とつ然ぜん伺ってすみません。ティアラ姉様に、これを渡したくて」

「……資料？」

　渡された紙の束を見て、ティアラローズは目を見開く。それはティアラローズにとってとても喜ばしい内容のものだったからだ。

　そんなティアラローズの反応を見たシリウスも、嬉しそうに言葉を続ける。

「今のラピスラズリは、かなりいい環かん境きようになっているでしょう？」

「ええ、とっても。まさかこんな風になっているなんて、思ってもみなかったわ」

　少しくらい期待はしていたけれど……と、ティアラローズは告げる。

　シリウスが持ってきた書類に書かれていたのは、ラピスラズリにあるお菓か子し関連のお店一覧データだ。

　設立日はもちろんのこと、売り上げ推移や客層、評判なども記き載さいされている。

「ここ最近で、スイーツのお店が二十軒けんも増えてるのね」

「そうです。アカリ様も美お味いしいお店をと、奮ふん闘とうしていました」

「今度里帰りしたら、行ってみたいお店がたくさんありそうね」

　ティアラローズがうきうきしながら告げると、シリウスは苦笑しながら頷く。

「とはいえ、安価なものはまだまだ難しいんですけどね」

「そうね、さすがにそこは時間がかかるかもしれないわね」

「はい」

　帰省する機会があれば、いろいろ見て回りたい。

　ティアラローズがご機き嫌げんそうにしているのを見て、シリウスも嬉しくなる。

「それと……ダンストン家について。最近、王城での発言力が強くなっているそうですよ。あまり快こころよく思っていない貴族もいるみたいですが、なかなか……」

　金銭面での援えん助じよをすぐに申し出るらしく、あまり反発している貴族はいないらしいとシリウスが教えてくれる。

「お金の力は絶大ね」

「そうですね。私が留学している間は大人おとなしくしてくれているといいんですけど……」

　国に帰ったら面めん倒どう事ごとが待っていたでは、笑えない。

「もしそうなっていたら、わたくしも力になるわ」

「ティアラ姉様が味方なら、これほど心強いことはありませんね」




　そして、話題は仮面舞踏会の開催へと移った。

　シリウスは紅茶を飲み干して、ジト目でティアラローズを見つめる。

「私も参加したいです……」

「年ねん齢れい制限があるから、ごめんなさい」

　申し訳ないが、こればかりはどうしようもない。手を合わせて謝あやまるけれど、シリウスはどこか寂さびしげだ。

「一いつ瞬しゆんでティアラ姉様と同じまで年を取れたらいいのに」

「それは勿もつ体たいないわ。若いときは二度とこないんですから、楽しまないと」

　ティアラローズの言葉に、シリウスは首を振ふる。

「出来ないことの方が多くて、もどかしいです。立場ばかりがあって、私の手はひどく小さいですから」

「……自分にもっと力があればとは、誰だれもが思うわね。でも、その思いがあるならシリウス王子はきっといい王になるわ」

　シリウスは「そうでしょうか？」とティアラローズを見る。

「もちろんよ。わたくしが保証するわ」

「ありがとうございます、ティアラ姉様」

「それに……シリウス王子も前におっしゃったでしょ、何かあれば周りに助けを求めればいいと。ラピスラズリには、ハルトナイツ殿下やアカリ様もいらっしゃるし。今はわたくしだっているのよ？」

　ティアラローズのことばかり心配せず、自分のことも大切にするようにと言葉を添える。

　ルーカスのことをシリウスに聞きに行ったとき、力になってくれると言ってもらえたことはとても嬉しかったのだ。

「……ふふ、そうですね」

　シリウスは笑いながら頷いて、ティアラローズの隣となりへ移動した。ぽすんとソファへ沈しずみ込こんで、覗のぞき込こむ形でティアラローズのことを見つめる。

「どうしましたか？　シリウス王子」

「普段、こうしてティアラ姉様とゆっくりする時間はあまり取れませんから。なら、甘あまえられるときに甘えるのがいいかと思って」

　駄だ目めですか？　と、首を傾げて微笑む。

　もちろん駄目なわけがないし、ティアラローズからすれば嬉しいくらいだ。

「シリウス王子みたいな可か愛わいい弟がほしかったくらいですから」

　いくらでも甘えてくれと、ティアラローズはばっと両りよう腕うでを広げたのだが──それを止める声が応接室に響いた。




「何をしているの、ティアラ、シリウス殿でん下か」




　そこに立っていたのは、アクアスティードだ。

　どこかあきれたような表情で、今にも頭を抱かかえたそうにしている。

「アクア様、お仕事お疲つかれ様さまです」

「ありがとう、ティアラ。シリウス殿下が見えているなんて、珍めずらしいね」

　ティアラローズが微笑んでアクアスティードを迎むかえ入いれ、シリウスは立ち上がって礼をする。

「ティアラ姉様にお話があったので、お邪魔していました。アクアスティード陛下もお戻もどりですし、私はそろそろ失礼させていただきますね」

「ありがとう、シリウス王子。またいつでも来てちょうだい」

「ああ。いつでもおいで」

「ありがとうございます」

　ティアラローズはアクアスティードと二人でシリウスを見送り、自室へと戻る。

「アクア様、今日のお仕事は終わりですか？」

「ひと段落付いたから、終わりだね。せっかくだから、ティアラの淹れた紅茶とお菓子でもいただこうかな？」

「はい、もちろんです」




　アクアスティードは一息ついてソファへ座すわると、簡易キッチンで準備をしているティアラローズに目をやる。

　部屋でいつでもお菓子を作ったり出来るように、キッチンが備え付けられている。白色のエプロンを着けて、準備している姿は独ひとり占じめしたいくらい可愛らしい。

「ああ、そういえば……シリウス殿下の話はなんだったの？」

　気になったのでアクアスティードが問いかけると、ティアラローズが生チョコを用意しながら笑え顔がおで答える。

「フィリーネに婚こん約やくを申もうし込こんでいるダンストン家のことと、ラピスラズリのスイーツ店情報を教えてもらったんです！」

　紅茶も用意し終えたティアラローズが、隣へ座り嬉しそうに報告する。

「スイーツのお店が増えているらしいので、マリンフォレストも負けていられませんね」

「……勝負なの？」

　その言い方に思わず笑って問いかけると、「違います」とティアラローズが首を振る。

「でも、お店が増えることはとっても嬉しいです。ラピスラズリは貴族向けのお店が大半ですけど、マリンフォレストは庶しよ民みん向けのお店も多いですからね」

　そう考えると、庶民にも普及している認知度の点では圧あつ倒とう的てき勝利かもしれないとティアラローズが言う。

「ティアラがいつまでも好きでいられるように……頑がん張ばって事業を発展させないといけないな」

　離はなさない自信はあるけれど、ティアラローズを自分の下に繫つなぎとめる理由は多いにこしたことはない。

「いつまでも好きに決まっているじゃないですか。今だってこうして、アクア様と一緒に食べられるように生チョコを作ったんですよ？」

「美味しそうだね」

「少しビターなので、食べやすいと思います」

　そう言って、ティアラローズは生チョコを一つアクアスティードの口元へと持ってくる。食べると、すぐにほろ苦さが口いっぱいに広がった。

「うん、美味しい。後味は甘めだね」

「やっぱり、アクア様と一緒に食べるチョコレートが一番美味しいですね」

「そうだね」

　そう言いながらティアラローズが可愛く笑うので、アクアスティードは思わず甘く苦いキスをした。
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　楽しい準備の時間はあっという間に過ぎ去り、仮面舞踏会当日となった。

　自室の姿見に自分の姿を映して、ティアラローズはあんぐりと口を開く。まさか、こんなにも普段の印象から変わるとは思ってもいなかったのだ。

　ティアラローズは、いつもは着ないダークブルーのドレスに、白色のレースボレロを身に纏まとっている。

　髪かみはアップにしているため、普段よりぐっと色気があり魅み力りよく的てきだ。




　一人で仕上げたフィリーネは胸を張って、誇ほこらしげにしている。

「可愛らしいのも素す敵てきですけど、大人の雰ふん囲い気きのものも似合いますね。これで仮面を付けたら、誰もティアラローズ様だとはわからないと思います」

「ありがとう、フィリーネ」

　ティアラローズとフィリーネがほんわり微笑んでいると、準備を見ていたアクアスティードがくすりと笑う。

「確かにいつもとは別人みたいだ」

「それを言うなら、アクア様も同じですよ？」

「そう？」




　アクアスティードは、シルバーとホワイトのスーツだ。

　普段は濃こい色合いのものが多いので、なんだか新しん鮮せんに映る。

　さらに髪は少し後ろに流しているので、仮面を付けて顔が見えなくなったらあまりの色男ぶりに緊きん張ちようしてしまいそうだ……とティアラローズは思う。




　──どきどきしすぎて、心臓が保もたないかもしれない。

「……すごく格好いいです」

　ティアラローズはアクアスティードが座っているソファの前に行き、立ったまま首に腕を回してぎゅっと抱だきつく。

　顔が赤くて、照れているのが丸わかりだけれど仕方がない。

「ありがとう」

　アクアスティードは口元を弧こに描えがいて、「ティアラ」と少し低めの声で名前を呼ぶ。

　そのまま手を取って指を絡からめて、どこか色っぽいティアラローズをこのまま閉とじ込こめてしまいたい。

　しかも今から行く先は、仮面舞踏会だからなおのこと。きっと、ほとんどの貴族がティアラローズであることに気付かないだろう。

「変な男にひっかかったら駄目だよ？」

「ひっかかりませんよ、もう」

　──アクア様がいるのに。

「それに、既婚者は仮面に花を付けませんから。わざわざ既婚女性を口説く男性はいないと思いますよ？」

　話しかけられたとしても、ただの世間話だろう。そう単純に考えるが、アクアスティードとしては心配らしい。

「それほど、ティアラが魅力的だっていうことだよ」

「……なら、アクア様だってそうです。わたくし以外の人を、見たりしないでくださいね？」

　以前は、アクアスティードのことを狙ねらっている令れい嬢じようは多かったのだ。仮面舞踏会だから……という理由でほかの令嬢たちが擦すり寄よってきたらたまったものではない。

　妬やいてくれているらしいティアラローズのことが可愛かったからか、アクアスティードは嬉しそうに微笑む。

「もちろん、ティアラだけだよ」
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　甘い雰囲気を漂ただよわせる二人にそっと部屋を後にしたフィリーネは、ここ最近の憂ゆう鬱うつな気分も吹ふき飛とびるんるんで廊ろう下かを歩く。

「ティアラローズ様が幸せだと、わたくしも嬉しくなりますね」

　フィリーネは、今のうちに馬車の確認をしてしまおうと思っている。手配はしているので、そろそろ正面口に到着するころだろう。




「仮面舞踏会に遅おくれてはいけませんから、急がないと……」

　フィリーネが少しだけ歩あゆみを早めると──突然、ぐっと腕を摑つかまれて扉とびらの中に引きずりこまれてしまった。

「きゃあぁっ!?　な、なにっ!?」

　慌あわてて体勢を立て直そうとするも、相手の腕の力が強くてびくともしない。か弱いフィリーネでは、振りほどくことすらままならない。

　どうにかして助けを呼びたいが、魔ま法ほうを使うのは苦手だし、フィリーネを祝福してくれている海の妖よう精せいもこの場にはいない。

　まさに絶体絶命──そう思ったフィリーネだが、聞こえてきた声に目を見開く。

「別に取って食ったりはしません」

「え……っ!?　あ、あなた！」

「あまり時間はありませんから、お静かに」

　泣きそうになるほど怖こわかったのにと、フィリーネは震ふるえる体を抑えるようにして声をあげる。

「こんなことをしていいと思っているのですか、レヴィ!!」

「もちろん、許可は得ています」

「──っ!?」

　咎とがめ立てするフィリーネの言葉に、連つれ込こんだ張本人──レヴィは涼すずしい声で答える。それを聞いてフィリーネはいったいどういうことなのだと頭の中がパニックだ。

　誰の許可を得たというのか。レヴィの主人はオリヴィアだけれど、フィリーネの主人はティアラローズだ。

　でも、ティアラローズがこんな許可を出すとは思えない。

「ふざけないでください。わたくしは、ティアラローズ様の下へ戻ります」

「それはいけません。これはオリヴィアとティアラローズ様からのご命令ですから」

「な……っ!?　そのような噓うそ、わたくしが信じるとお思いですか!?」

　いい加減にしなさいと、フィリーネは怒いかりをあらわにする。自分の主人が、こんな誘ゆう拐かいまがいのことを許可するわけがないのだ。

「まあ、方法は私に一任されていたので……多少は強ごう引いんになってしまいましたが」

「…………多少？」

　それは間違いなくレヴィが悪いだろうと、フィリーネは頰ほおを引きつらせる。

　そしてふと、目の前の男が不思議な服装だということに気付く。おそらく、この誘拐まがいのことに関係しているのだろう。

「……？　なんですか、その服装は。いつもの執しつ事じ服ふくは、どうしたんですか」

「ノンノン！　今の私はオリヴィアの執事ではなく、オリヴィアの魔ま法ほう使つかいです」

「まほうつかい……？」

　レヴィがくるりと一回転すると、ローブの裾がふわりと舞まう。

「オリヴィア手製の魔法使いのローブです。いいでしょう、素敵でしょう、完かん璧ぺきでしょう」

「はぁ……」

　悦えつに入いっている執事を見て、フィリーネは冷めた目を向け心底関わりたくないと思った。

　しかし、この魔法使いの部分にティアラローズとオリヴィアの命令が関わっているのだろうということもわかる。

　フィリーネはため息をつき、いったいどうするのかとレヴィへ問う。

「もちろん私は魔法使いですから、こうするのです」

「？」

　レヴィが突然ばさっとローブをひるがえして視界を遮さえぎられてしまう。

　いったいどんな演出だ……そう思ったのは一瞬で、気付いたらフィリーネは侍女服からドレスに着き替かえさせられていた。
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「……？」

　思わず自分の全身を確認する。

「え？　うそ、どうして……」

　クリーム色とライトグリーン色のドレスに、シャンパンゴールドのレース。髪型はハーフアップになって、緩ゆるやかなウエーブまでかかっている。

　普段は髪を上げて侍女服に身を包んでいるため、自分の見慣れない姿に顔をしかめてしまう。

　最後にドレスを着たのなんて、何年も昔だ。

「……どういうつもりですか、レヴィ。というか、どうやって着替えさせて……？」

「私は魔法使いですから、それくらいは簡単です」

「…………」

　魔法使いじゃないだろう。

　そう突っ込みたくなったフィリーネだったけれど、それよりも先にレヴィが「行きますよ」と告げる。

「ああ、これを」

　そしてローブの中から取り出したものを、フィリーネに渡す。

「え？　仮面に、ティアラローズの花？」

「そうです。早く着けてください、会場に向かいますよ」

「ええぇっ!?」

　そう告げて、レヴィはフィリーネを横抱きにして足早に歩きだす。いや、競歩と言ってもいいだろう。それくらい速い。

　まさかこんなことになるなんて思ってもいなかったフィリーネは焦あせり、すぐに下ろすようにと声を荒あららげる。

「レヴィ、やめてくださいっ!!」

「私は早くオリヴィアの下へ戻りたいのですから、大人しくしていてください」

「っ！」

　なんて自分勝手な──そう告げようとするが、そういえばこの男は、これはオリヴィアとティアラローズの命令だと言っていたことを思い出す。

　つまり、やり方の指示こそ出してはいなかったけれど、ドレスで着き飾かざって仮面舞踏会に出席してほしい──というのが、ティアラローズの意思なのだろう。

　確かに、フィリーネは夜会などに誘さそわれても令嬢として出席することはなかった。ティアラローズがフィリーネに内緒で、強きよう硬こう手段に出たのもある意味頷ける。

「……わたくしが悩んでいたから、ティアラローズ様はこのような機会を設けてくれたんですね」

「貴族というのは、面倒なものですね」

　項うな垂だれたフィリーネを見て、レヴィがため息をつく。

「そうね。……わたくしも、誰かいい人を見つけないといけないのかしら」

「まあ、それもいいのではないですか？　身を固めることは、悪いことばかりではないでしょう」

　フィリーネがぽつり呟つぶやくと、意外にもレヴィから返事があった。

　それに苦笑しながら、確かにその通りだなとも思う。もし今後も似たようなことが起きたら、ティアラローズに迷めい惑わくをかけてしまうかもしれない。

　ならば、マリンフォレストの貴族の子息と結婚する未来がいいのだろう。そう考えていると、レヴィが「でも」と告げる。

「私はオリヴィアのものですから、惚ほれないでくださいね」

「惚れませんよ、何言っているんですか」

「それはなによりです」

　真ま面じ目めな顔をしてレヴィが告げるので、フィリーネは思わず笑ってしまうのだった。







　流されるままに、フィリーネはレヴィに連れられて仮面舞踏会が開催されているアリアーデル邸ていへとやってきた。

　着くとすぐにレヴィはいなくなってしまったため、今はフィリーネ一人だ。

　仮面を付けて、耳元に未み婚こんであることを示すティアラローズの花を付ける。そしてゆっくり会場へ足を踏ふみ入いれると……まずは華やかな音楽がフィリーネの耳に届く。

「わぁ……すごい」

　中は人々の活気で溢れていた。

　天てん井じようには大きなシャンデリアが輝かがやき、給きゆう仕じは黒のパンツスーツに身を包み、シンプルだけど上品な仮面を付けている。

　仮面を付けた大勢の令嬢や令息も雑談し、楽しそうにしている。中央にはダンススペースがあり、踊おどっている人たちもいるようだ。

　料理スペースは、ティアラローズが丹精込めて準備したスイーツコーナーが話題になっていた。

　噴ふん水すいからはチョコレートが溢あふれていて、見ているだけでも楽しい。その隣ではシェフがクレープを焼き、メイン料理より気合いが入っているようだ。

　思わずくすりと笑って、あとで食べようとフィリーネは思う。




　ただ突つっ立たっているわけにもいかないので、ひとまず壁かべ際ぎわに移動した方がいいのではとフィリーネは会場内を見回す。

「ティアラローズ様とアクアスティード陛下は……まだ見えていないみたいね」

　あの二人はいるだけで目立つので、きっと来たらすぐにわかるだろう。

「……でも、せっかくティアラローズ様が参加させてくださったのだから、料理をいただこうかしら？」

　壁際に立っているのを見たら、怒おこられてしまいそうだと苦笑する。

　仕方がない。ティアラローズがくるまでは、舞踏会を楽しもう。フィリーネがそう決意したとき、背後から声をかけられた。

「こんばんは、お嬢じようさん」

「！　……こんばんは」

　振り向くと、蜂はち蜜みつ色いろの髪をした男性がいた。

　フィリーネと交流を持とうとして、声をかけてくれたようだ。淑しゆく女じよの礼をすると、男性は口元を優やさしく微笑ませる。

「素敵なドレスですね。……お名前を伺うかがえないのがとても残念です」

「ありがとうございます」

「普段はよく夜会に参加されるのですか？」

　フレンドリーに接してくるのは、仮面を付けている効果だろうか。普段は身分があるからと礼れい儀ぎに厳しいが、今は相手がわからないため緩やかだ。

　フィリーネとしては、気楽なので嬉しいけれど。

「いいえ。夜会に来たのは久しぶりなんです」

「そうでしたか……もしわからないことがあれば、なんでも聞いてください」

「まあ、ありがとうございます。少し緊張していたので、そう言っていただけると安心します」

　普ふ通つうに会話をすることが出来て、フィリーネはひとまずほっとした。




　それをこっそり物もの陰かげから見ていたのは、ティアラローズだ。覗きでは？　と突っ込みたいところだが、誰もその様子に気付いていない。

「フィリーネ、男性と話してる！」

　しかも雰囲気もよさそうだと、ティアラローズは思う。

　残念ながら仮面を付けているので相手が誰かわからないけれど、真面目なフィリーネが変な男の相手をすることはないだろう。

　彼女はティアラローズの侍女というだけあって、とても礼儀に厳しい。毎回夜会に参加している令嬢や令息よりも、マナーは理解しているはずだ。

　なので、フィリーネの前で不作法をすると相手にしてもらえない。

「あと……わたくしはアクア様と合流するだけね」

　アクアスティードは、エリオットも参加するのでその支し度たくにつきあっている。

　誰かが見張っていないと、エリオットは「自分にこんなの似合いませんから!!」と、とんでもなく地味な服でやってきてしまいそうだからだ。

　つまり、アクアスティードはコーディネート係兼けん見張り役。

　アカリとオリヴィアは支度が終わり次第、会場にやってくるだろう。

　ティアラローズはというと、早くフィリーネのドレス姿が見たくて一足先に会場へやってきたのだ。

「それにしても、クリーム色のドレスがとっても可愛い。頑張って仕立てた甲か斐いがあったわ！」

「うん、とっても可愛いねぇ」

「え……っ？」

　フィリーネのドレスを満足気に見て呟いていると、ふいに背後から知らない男性の声が返ってきた。

　慌てて振り向くと、仮面を付けた褐かつ色しよく肌はだの男性が一人立っていた。

　──誰？

　突然現れた男性に、ティアラローズは仮面の下で表情をしかめる。だって、マリンフォレストの貴族に褐色肌の男性はいないし、招待した記き憶おくもない。

　ティアラローズがじっと男性を見ていると、ふわりと微笑まれる。

「もしかして、俺おれにときめいちゃった？　可愛い子こ猫ねこちゃん」

「え……っ」

　──チャラっ!!

　絶対仮面の下でウインクをしただろうと思い、ティアラローズは男性の行動に引いた。同時に、仮面舞踏会のような催もよおし物ものが大好きな人種だろう……とも思った。




　ティアラローズは盛せい大だいにため息をつきたいのをぐっと堪こらえ、「おやめになって」と告げる。

「ここは親交を深めるための場所であって、ナンパをするところではないの。ふざけるのなら、お帰りになって」

「わぉ、女性にそんなことを言われたのは初めてだ！　いいな、君！」

「……あなた、わたくしの言葉を聞いていましたか？」

　まったく堪えていない様子の男性に、ティアラローズは厄やつ介かいごとに捕つかまってしまったと心の中で深くため息をつく。

　少し厳しめに言ったというのに、男性はまったく気にしていないようだ。

「可愛らしいハニーピンクの髪に反するような、冷たい素そ振ぶりも魅力的だ。無ぶ粋すいな仮面で、君の顔を見られないのが残念でたまらないよ……」

　そう言って、男の指先がティアラローズの顎あごをすくう。

　咄とつ嗟さに、ティアラローズは持っていた扇せん子すで男性の手を払はらいのける。既婚女性である自分に、そのようなことをしてくるなんて最低だ。

「わたくしは未婚の証あかしである花を付けていませんから、そのような行為は適切ではありません。もちろん、未婚の女性にもですが……」

「んん、手厳しいね。でも、そんなところも素敵だと思ってしまうのは……俺が君に惹ひかれているからかな？」

「…………」

　さらに厳しく注意しているのに、まったく堪えていない。

　それどころか、これまで以上にティアラローズのことを熱い眼まな差ざしで見ているそんな気さえするのだから、どうしようもない。

「君に出会えたことに、乾かん杯ぱいしようか。俺の名前は──」

「お待ちください」

「うん？」

　名乗ろうとした男性に、ティアラローズは慌てて待ったをかける。名前を言ってしまったら、仮面舞踏会の意味がない。

「ああ、そうか。仮面を付けているのに、名乗ったら意味がなかったね。ならそうだな、俺のことはサラマンダー……いや、それだと長いから〝サラ〟なんてどう？」

「……サラ様ですね」

　ティアラローズが告げられた偽ぎ名めいを口にすると、サラは嬉しそうに笑む。

　──サラマンダーって、火を司つかさどる精せい霊れいの名前よね？

　チャラい男性が出してくるような名前ではないだろうと、ティアラローズは内心で苦笑する。もっとこう、女性が好む恋れん愛あい小説のヒーローの名前でも出すかと思ったのに。

　──って、今はそれよりフィリーネのことが先だった。

　どうにかして、この男性から離れる方法はないだろうか。ティアラローズがそう考えていると、男が「あっ」と声をあげる。

「君が気にしてた可愛い子、今度は別の男に声をかけられてるよ」

「え？」

　そう言われて、ティアラローズもフィリーネを見る。

　確かに、先ほど話していた穏おだやかそうな男性とは別人だ。

　こげ茶色の髪に、柔やわらかな暖色系のスーツ。一見、温和そうな印象を受けるけれど──フィリーネの様子がなんだかおかしい。

　ピリッとした雰囲気をかもし出して、嫌いやそうにしている。

　少し遠ざかろうとしていることから、男性がフィリーネに何か失礼をしたのかもしれないが……ここからでは、話の内容までは聞き取れない。

　──わたくしの侍女に失礼なことをしないでほしいわ！

　むむっと睨にらみつけていると、ティアラローズにちょっかいをかけていたサラがくすりと笑う。

「君は、あの子に随ずい分ぶん執しゆう着ちやくしているんだね。お友達か何か？」

「……ええ。小さなころからずっと一緒だったから、変な男にちょっかいをかけられたくないの。もちろん、あなたにも」

「そう？」

　ついでにサラを睨みつけてみるが、にこりと微笑まれただけだった。

「なら、もっと近くに行かないと！　二人の会話、ここじゃ聞こえないだろう？」

　そう言って、サラはティアラローズの手を取ってパーティーホールの中央へと歩んでいく。

「ちょっ！　離して！」

「まあまあ、いいじゃない」

　ティアラローズはすぐに抗こう議ぎの声をあげるが、サラは気にしていないようで自由奔ほん放ぽうに振舞っている。

　男女の二人組ということもあって、特に目立つことはなかった。もしティアラローズが一人だったら、ほかの男性から声をかけられていたかもしれない。

　ある意味、男避よけにはなるかもしれないが……。

「いっそこのままダンスでもしようか？　ほら、くる～っ」

「きゃっ！」

　男が会場に流れている音楽のリズムを捉とらえて、ティアラローズを一回転させる。ふわりとドレスの裾が舞ってとても魅力的だ。

「うん、いいね。予告しなかったのに軸じくもぶれなかったし、ダンスが上う手まいね」

「いい加減にしないと、本気で怒りますよ!?」

「それは嫌かな。せっかく子猫ちゃんとこうして楽しい時間を過ごせたんだから、怒った顔より笑顔が見たいだろう？」

　──話がまったく通じない……！

　調子を崩くずされて、ティアラローズは頭を抱えたくなった。

　どうしたものかと考える間もなく、フィリーネたちのすぐ近くまで来てしまう。小声だけれど、会話が聞こえてきた。




「フィリーネ、婚約了りよう承しようの返事、ありがとう」

「やっぱりルーカスだったの──え？　婚約？　どういうこと？」

　驚おどろいた様子のフィリーネに、ルーカスは「仮面を付けていたのに、私だってわかるなんて愛の力かな？」なんて言ってドン引きされている。




　二人の会話を聞き、ティアラローズは目を見開く。サラは、「ひゅう」と楽しそうに声をあげる。

　──どういうことなの？

　フィリーネは婚約するのを嫌がっていたので、了承の返事をするはずがない。可能性があるとすれば、実家の両親が勝手に返事をしてしまった……ということだろうか。

「というか、あの男性……ルーカス様だったの？」

　そのことに驚きだ。

　なぜなら、ティアラローズたちはルーカス・ダンストンに招待状を送ってはいない。

　それでも招待状がなくても入場する方法はある。

　知り合いに同どう伴はんさせてもらうというものだけれど、そこで騒さわぎを起こせば知人に迷惑がかかるのは明らかだ。

　最近は発言力が強くなってきているとシリウスが言っていたから、おそらく懇こん意いにしているマリンフォレストの貴族に頼たのみ込こむなりしたのだろう。

　──フィリーネが一番嫌きらいなタイプね。

「相手の男性は婚約者って言ってるけど、君がご執しゆう心しんの女性には嫌われているみたいだね」

「……そうね」

「女性の扱あつかいが下へ手たなのかな？」

　もっと上手くやらないとと、サラは笑う。

　ティアラローズは視線をフィリーネに戻す。




　心底嫌そうな声で、フィリーネは口を開く。

「どうして……？　だって、ルーカスはラピスラズリにいるはずでしょう？　今日のために、わざわざマリンフォレストへ来たというの？」

「フィリーネに会うのだから、これくらいは訳ないさ。それに、帰るときはフィリーネも一緒だ。君のご両親にだって、許可はもらっている」

「──っ!!」

　どうやら、ルーカスの中ではいろいろなことが決定しているらしい。




　それを聞いて、ティアラローズは怒りが込み上げる。なんて勝手な男性なのだろう、と。フィリーネが嫌がるのも、当たり前だ。

　ティアラローズが怒りに震えていると、フィリーネが動いた。




「あなたと話をしても仕方がないことがわかりましたので、わたくしは失礼します」

「待ってくれよ、フィリーネ。そんな勝手が許されると思っているのかい？」

　フィリーネが歩き出すと、それをルーカスも追いかける。フィリーネは心なしか速足だ。それほど拒きよ絶ぜつの色を示されているのに、ルーカスは素知らぬ顔で横を歩いている。

「ねぇ、フィリーネ。せっかくの夜会だから、一緒にダンスをしたいと思っていたんだ」

「…………」

　──しつこい。

　ルーカスがフィリーネに声をかけているが、返事はない。

　どうにかパーティーホールから抜ぬけ出だして、辿たどり着ついた先は開放されていた中庭だ。冬なので寒いが、ルーカスと一緒にパーティーホールにいるよりはいいと判断した。

　フィリーネは周囲に誰もいないのを確認してから、立ち止まる。

「いい加減にして、ルーカス！　わたくしはあなたとなんて結婚しません!!」

「そんな我わが儘ままを言わないで、フィリーネ」

「我が儘なんて……っ！」

　貴族の政略結婚なのだから、こんなものだろう？　とでもルーカスは言いたげだ。

　フィリーネとて、いつかは結婚するものだろうとは思っていた。けれど、ルーカスと結婚するのだけは絶対に嫌だ。

　政略結婚だから幸せになれない可能性があるのはわかっているけれど、ルーカスとの結婚では一パーセントも幸せになれない。それだけは、嫌だ。

　別に、ティアラローズとアクアスティードほど幸せになれなくてもいい。だけど最低限、自分も大切にしたいと思える人がいい。




　ティアラローズは唇くちびるをかみしめるようにしながら、二人を見ていた。

　間に入って仲ちゆう裁さいした方がいいのではないか、そう思い近付こうとするけれど──付いてきていたサラに止められる。

「！　な、何をするの」

「あの二人は貴族だろう？　だったら、子猫ちゃんが間に入るべきじゃない。それとも、君には何か力があるとでもいうの？　当人たちに任せないと、意味はないさ」

「そ、それは……」

　まさかこの男性に正論を言われてしまうなんてとティアラローズは思う。

　マリンフォレストの王おう妃ひである自分には、力がある。ルーカスに出ていけと命じれば、マリンフォレストから追い出すことだって出来るだろう。

　でも、それでは根本的な解決にはならないし、フィリーネの実家との関係に亀き裂れつが入ってしまうおそれがある。

　それはティアラローズとしても本意ではない。

「フィリーネ……」

　仕方なく、もう少しだけ様子を見ることにした。




　ルーカスはパーティーホールを出て人目がなくなったからか、あからさまに深くため息をつく。

「フィリーネ」

「！」

「私の方へくるんだ」

「嫌です！」

　いい子だからと、ルーカスがフィリーネの手を取る。フィリーネはそれを振りほどこうとしたようだが、思いのほかルーカスの力が強かったらしい。

　振りほどくことが出来ず、嫌そうに彼かれを睨みつける。

「絶対に結婚なんてしませんから！　早く手を離して!!」

「私はこんなにフィリーネが好きなのに？　それに、実家へはもう金を送ってあるから、拒否することは出来ないはずだ」

「そんな……っ！」

　どうやら、裏では想定しうる最悪の事態になっていたようだ。

　婚約を了承していただけではなく、すでに金銭の援助を受けていたなんて。もうルーカスから逃にげることは出来ないのだろうかと、フィリーネは惨みじめな気持ちになる。

　無言で俯うつむいてしまったフィリーネを見て、ルーカスは自分との婚約を了承してくれたと、そう思ったのだろう。

　フィリーネの頭を撫なでて、「わかればいいんだ」と上から目線で告げる。

「ほら、中へ戻ってダンスをしよう。今日は、私が泊とまっている屋敷へ来るといい」

「…………嫌です」

「な……っ！　いい加減にしないか、フィリーネ。それとも、口で言うだけじゃわからないのかい？」

「──っ!?」

　ルーカスが口角を上げて、嫌らしい笑えみを浮うかべる。

　ぐいっとフィリーネを自分の方へ引き寄せ、抱きしめて唇を奪うばおうとしたところで──ティアラローズは我が慢まん出来ず二人の前へ飛び出した。




「いい加減にしなさい！」




「……あっ、ティア……ラ……様」

　突然ティアラローズが登場したことに驚いたフィリーネとルーカスだったけれど、フィリーネはティアラローズのドレスを把は握あくしていたのでほっと息をつく。

　震えて今にも泣きだしそうなフィリーネの声を聞き、ティアラローズはルーカスに対する怒りがどんどん膨ふくれ上あがっていく。

「離して!!」

「フィリーネ！」

　力任せにルーカスの腕を振りほどき、フィリーネはティアラローズの下へ行く。それをしっかり受け止めて、落ち着かせるように抱きしめて背中を撫でる。

「大丈夫？　ごめんなさい、わたくしたちがもっとしっかり入場でお客様の確認をすればよかったんだわ……」

「いいえ、お気になさらないでください。勝手に来たルーカスが悪いのですから」

　謝罪するも、決してティアラローズのせいではないとフィリーネは首を振る。悪いのは、ルーカスただ一人だけだ。

　これで一安心かと思ったけれど、自分から離れたフィリーネにルーカスが何も言わないはずもない。

　ルーカスはティアラローズを睨みつけた。

「せっかく私がフィリーネと話していたというのに……どこの令嬢かは知らないけれど、邪じや魔まをしないでくれないか？」

「……話、ですか。ずっと見ていましたけれど、一方的なあなたの態度に、フィリーネは戸惑っていましたわよ？」

「ふん、それはあなたの勘かん違ちがいだろう。私とフィリーネは、婚約しているからね。彼女は少し、照れていただけなんだ」

　仮面を付けているので、ルーカスは相手がティアラローズだと気付かない。そのため、強気の口調も崩さない。

　所しよ詮せんどこかの令嬢……とでも見下しているのだ。

　もし相手がこの国の王妃だと知れば、すぐさま青ざめるだろうけれど──ティアラローズが権力を振りかざして助けたとしても、フィリーネはきっと喜ばないだろう。

　迷惑をかけてしまったと、己おのれを責めてしまうに違いない。

「婚約をしているから、何をしてもいいというものではないでしょう？」

「部外者は黙だまっててくれるかい？」

　ティアラローズとルーカスは睨み合い、互たがいにどうしてやろうかと考える。けれどすぐに、「駄目だなぁ」と場にそぐわない吞のん気きな声が間に入る。

　もちろん、その声の主は先ほど会場で出会ったサラだ。

「こんな可愛い子たちに、その態度はないんじゃないか？」

　ルーカスの眼前へ行き、男性はくつくつ笑う。

「……誰だ。これは私たちの問題だから、関係のない人間はしゃしゃり出てこないでほしいね」

「女の子を助けるのに、理由なんていらないさ」

　サラはティアラローズとフィリーネを背に庇かばい、ルーカスと対たい峙じする。

　それを見て、フィリーネは青ざめた。

　他人を巻まき込こんで事態を大きくするつもりはなかったのに。

「ど、どうしたら……」

「大丈夫よ、フィリーネ。それより、何かされなかった？　怪け我がはない？」

「はい、わたくしは大丈夫ですが……お二人にご迷惑を」

「迷惑ではないから、気にしないでちょうだい」

　むしろ、サラには迷惑をかけられたのでこのくらいでチャラだとすら思う。

　それにもう少しすれば、きっとアクアスティードが捜さがしにきてくれるはずだ。なので、ティアラローズはフィリーネを保護してしまえば問題ないと考えた。

　幸い、サラはこちらに味方してくれているし……。

　そう思っていたら、ルーカスが声を荒らげた。

「出てこい、お前たち！　私はこのままフィリーネを連れて帰るぞ!!」

「──噓っ!?」

　ルーカスの声に反応して、数人の男性が出てきた。

　おそらく雇やとわれた者たちなのだろうけれど……その目は、話し合いなど通じなさそうだ。

「なんて言うか、典型的というか……」

　ルーカスの起こした行動を見て、サラは呆あきれたように笑う。

　合図によって出てきたのは、五人の男たちだ。盛せい装そうして仮面を付けているので顔はわからないが、仮面舞踏会の参加者ということはわかる。

　──こんな大人数、いったいどうやって侵しん入にゆうしたのかしら？

　いくらなんでも、こんな大人数をすんなり通してしまうほど公こう爵しやく家けの警備は甘くない。

　受付でも、少数ならまだしもこれだけ予定外の人数がくればティアラローズかオリヴィアへ報告が来るようにもなっている。

　それに、招待状がなくても受付で名乗る必要がある。金で無理やり協力させている令息たちという可能性もあるかもしれない。

　……でも、それを考えるのは今じゃない。

　──ひとまず、この状じよう況きようをどうにかしないと。

　ルーカスは腕を組んで立ち、鼻で笑う。そのままフィリーネへ手を差し出した。

「さあ、フィリーネ。私だって手て荒あらな真ま似ねをするのは嫌なんだ。一緒に帰ろう」

「……っ！」

　暗に、大切な友人を傷つけられたくなければ実力行使に出てもいいと──ルーカスの顔に書かれている。

　そんなルーカスの様子に、フィリーネは唇を嚙かみしめる。

「まさか、ルーカスがここまで愚おろかだとは思ってもみませんでした」

「私だって、フィリーネがここまで聞き分けがないとは知らなかったよ」

　本当なら、今頃はダンスをしていたはずなのに。そう言ってルーカスが肩かたをすくめる。

「フィリーネが一緒に行く必要はないわ」

　ティアラローズはフィリーネをなだめる様に声をかけて、何も気にしなくていいと告げる。むしろ、自分の可愛い侍女にこんな仕打ちをした男を許しておけるわけがない。

　表情や態度には出していないけれど、ティアラローズはひどく怒っているのだ。

「ティ……ですが」

　名前を呼ぼうとして、正体がばれてしまってはいけないとフィリーネは口を閉じる。

「わたくしのせいでご迷惑をかけてしまうのは……」

「そんなこと、気にする必要はないよ。子猫ちゃんだって、君のことを助けたいと思っているんだから。ほら、甘えたらいいんだよ」

　サラは仮面の下でウインクして、「何も心配はいらないさ」と告げた。

　ルーカスは表情を歪ゆがめて、声を荒らげる。

「……どうやら、あなたたちはフィリーネを渡したくないようだ。なら、仕方がないですね。少し痛い目を見てもらいましょうか！」

「──っ!!」

　ルーカスの声を合図にして、五人の男たちがこちらに向かってきた。

　すぐにサラがそれを食い止めるため男たちの前に行き──躊ちゆう躇ちよすることなく思い切り蹴けり上げた。
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「うわあっ!!」

「女の子のエスコートの仕方も知らないやつに、俺がやられるわけないだろっ！」

「……くっ、チャラチャラしてるくせに強いなんて……騎き士しか何かかっ」

「さぁて、ね」

　まずは一人、男が伸のびて地面に倒たおれる。

　それを見たルーカスは舌打ちし、一歩後ずさるが……サラの勢いが止まることはない。あっという間に残りの四人の男も倒してしまった。

　あまりの手て際ぎわのよさと強さに、ティアラローズとフィリーネは驚く。

「すごい、強かったのね……ありがとう、助かったわ」

「どなたか存じませんが、ありがとうございます」

「女の子を守るのは男の役目だからね」

　サラはなんでもないというように微笑む。

　二人で礼を言い、あとは主犯であるルーカスを警備に突き出せば終しゆう了りようだ。そうティアラローズが考えていると、サラがはっとしてティアラローズへ手を伸ばす。

「危ない、後ろ──！」

「え？」

　もう大丈夫だろうと油断していたからか、まだルーカスの手下が潜ひそんでいるとは考えてもいなかった。ちょうどティアラローズとフィリーネの後ろから……二人の男が飛び出してきた。

　サラが助けようとするも、距きよ離りが離れていて間に合わない。

「危ないっ！」

「っ、フィリーネ!!」

　咄とつ嗟さに、フィリーネがティアラローズを庇うように前へ出る。

　男たちが持っているナイフが目に入り、息を吞のんでぎゅっと目を閉じ──しかし、なんの衝しよう撃げきもないことに気付く。




「もう指一本、触ふれさせはしません」




　その剣けんはナイフをはじき、男の喉のど元もとへ突き付けられた。「動くな」と低い声で告げたのは、仮面を付けたエリオットだ。

　普段温おん厚こうな彼とは思えなくて、一瞬本当にエリオットかと疑ってしまったほどだ。

「ひゅう、やるねぇ」

　サラが口笛を吹き、倒れた男たちをひとまとめにして縛しばり上あげる。

「よかった……大丈夫そうね」

「はい。エリオットが戦う姿は見たことがないので、驚きました」

「でも、フィリーネが無事でよかったわ。フィリーネがわたくしの前に出たときは、息が止まるかと思ったもの」

「わたくしも夢中で……」

　ティアラローズが心配したと告げると、フィリーネも咄とつ嗟さに体が動いてしまったのだと苦笑する。今は安心してしゃがみこんでしまった。

　一安心したティアラローズは、「ティアラ」と呼ばれ後ろから優しく抱き寄せられた。

　ティアラローズの大好きな人の、低く甘い声だ。

「間に合ってよかった。ごめん、遅くなったね。二人とも無事でよかった」

「アクア様」

「エリオットが駆かけつけてくれましたから、ティアラローズ様もわたくしも怪我一つありません」

　フィリーネが無事であることを伝えていると、エリオットがフィリーネの下へと駆け寄ってきた。

　その表情はほっとしていて、とても心配していたということがわかる。

「ああ、間に合ってよかった」

「エリオット……」

　まさか自分をそんなに気遣ってくれていたなんてと、フィリーネはエリオットを見る。額に汗をかいていて、急いで来てくれたのだということがわかる。

「はい。ご無事ですか？　フィリーネ」

　普段の優しい声色に、フィリーネはゆっくり頷く。

　エリオットは「もう大丈夫ですよ」と、座り込んだフィリーネに手を差し伸べて立ち上がらせた。




　フィリーネとエリオットの様子を見て、ティアラローズとアクアスティードは顔を見合わせて微笑む。

　──よかった。

　座ったままティアラローズを抱き寄せていたアクアスティードも、彼女を支えて一緒に立ちあがる。

「まさか、こんなことになっているなんてね」

「……ええ」

　倒れている男たちを確認してから、アクアスティードはサラの下へ行く。彼がいなければ、きっともっと大事になっていただろう。

「あなたが二人を守ってくれたんですね。ありがとうございます」

「女性を守るのは、男の役目だからね」

「襲おそってきた男たちは、すぐ警備の者に連れていかせましょう」

　ひとまず、騒ぎが大きくなる前に収しゆう拾しゆうがついてよかった。

　まだ、仮面舞踏会の参加者たちはこの騒そう動どうに気付いてはいない。

　フィリーネを連れて場所を移動しようと声をかけようとしたティアラローズだが、思おもい止とどまる。

　まだ少し震えるフィリーネの手はエリオットと繫がれたまま。

　そんなフィリーネを気遣い一いつ生しよう懸けん命めい声をかけているエリオットを見ると、心の底から心配しているのだということがわかる。

　──あれ？　もしかして、少しいい雰囲気？

　なんて、思ってしまうほどには。

　アクアスティードとサラも、ティアラローズにつられてフィリーネとエリオットに視線を移す。

　二人の周囲は穏やかな雰囲気で、先ほどまでの騒動が噓のようだ。

「助けていただいて、ありがとうございます。何より、ティアラローズ様にお怪我がなくてよかった……」

「ええ。ですが、私はフィリーネにも怪我がなくてよかったと思います」

「エリオットが助けてくれましたから。……わたくしのせいで、ご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありません」

　そう言って、フィリーネはルーカスをちらっと見る。

　けれどルーカスは、口元に布を当てられているため何も喋しやべることは出来ない。そしてすぐ、やってきた警備の人間に連れていかれてしまった。

　ひどく冷たい目でルーカスを睨んでいたフィリーネに、エリオットは焦る。どうやら、フィリーネの事情は何も聞いていなかったらしい。

「あの方は……フィリーネのお知り合いだったんですね」

「……はい。勝手にわたくしの両親に婚約の許しを得て、わたくしを連れ帰るためにここまでやってきたそうです」

「！　そんな、勝手な……」

　淡たん々たんと告げたフィリーネに、想像していたよりも深刻な事態だったことにエリオットが驚く。そして己の手をきつく握にぎりしめて、何も出来なかったことを悔くやむ。

　そんなエリオットを見て、フィリーネはくすりと笑う。

「優しいんですね、エリオット。仕方がなかったんです、きっと。……お恥はずかしい話ですが、わたくしの家はあまり裕ゆう福ふくではありませんから」

「それで、先ほどの貴族が……」

「ええ。お金の援助を我わが家やに申し出たみたいですね」

　フィリーネには弟てい妹まいも多く、下の妹たちのためにも金銭がほしかったのだろう。考えればわかることなのだけれど、実際勝手なことをされるのはとても辛つらい。

　寂しそうに笑うフィリーネを見て、エリオットはごくりと唾つばを飲む。

「……フィリーネ」

「はい？」

　フィリーネは何か思おもい詰つめたようなエリオットを見て、どうしたのかと首を傾げる。もしかしたら、家庭の事情を話したことで少し困こん惑わくさせてしまっただろうか。

　もしそうであれば申し訳ない。

「エリオット、わたくしなら大丈夫ですから気にしないでくださいませ」

「気にします」

　即そく答とうされてしまった。

「え、っと……」

　ぱちくりと目を見開いて、フィリーネはエリオットを見る。すると、彼もまた、フィリーネのことをまっすぐ見つめていた。

「私は、普段からフィリーネが真面目に仕事をしていることを知っています。ティアラローズ様のことが大好きで、自分のことより優先されていることも。私に対しても、小さな傷なのに手当てをしてくれました」

　その瞳ひとみが真しん剣けんで、思わずフィリーネの顔が熱を持つ。

　けれどそんなことはお構いなしに、エリオットは小さな声で言葉を紡つむぐ。

「……私は身分がないので、フィリーネに何か伝える資格なんてありません」

「え……？」

　エリオットは平民なので、家名はない。

　アクアスティードの側近という仕事柄がら、貴族社会のことに関しては下手をすれば貴族よりも詳くわしいが、そこに直接関わるようなことはない。

　今までも、もちろんこれからも、そうだと思っていた。

　主人に恵めぐまれたエリオットは、己が貴族でないことを不自由だと思ったことはない。それどころか、面倒な夜会や人間関係がなくていいとさえ思っていた。

「ですが、今は……自分が貴族であればと思います。そうすれば、すぐにでもフィリーネを助けることが出来たのに」

「！　でも、エリオットはわたくしを助けてくれました。まるで絵本に出てくる、お伽とぎ噺ばなしの王子様みたいに」

　きちんと助けてもらっているし、気にすることはないとフィリーネは告げる。けれど、エリオットは納なつ得とく出来ていないようで、首を横に振る。

「フィリーネ」

「は、はい」




「……もし望みが叶かなうのであれば、私が功績を上げて貴族の地位を手に入れるまで待っていてくれますか……？」




「──っ！」

　予想していなかったエリオットの言葉に、フィリーネは大きく目を見開く。

　貴族位を持たない人が、貴族へ告白をすることなんて……ほとんどない。あったとしても、それが叶うことなんてゼロに近いのに。

　しかし、エリオットの場合は彼が告げた通り少し特とく殊しゆだ。

　アクアスティードの側近であるエリオットは、信しん頼らいのおける人物だ。何か大きな手て柄がらを立てることが出来れば、貴族の地位を得られる可能性は高い。

「わ、わたくし……」

　どくどくと、フィリーネの心臓が加速していく。

　なんて返事をすればいいかなんて、考えても答えが出てこない。

　まさか自分が、政略結婚ではなく本当に告白される日がくるなんて考えたこともなかったからだ。

　地面を見て、戸と惑まどい、フィリーネは小さく深呼吸してエリオットを見る。先ほどと同じように、真剣な眼差しでフィリーネを見つめたまま。

　……エリオットは、フィリーネの同どう僚りようだ。

　普段は優しくて、穏やかで……しかも魔法や剣が得意で頼たよりになる。

　若じやつ干かん間の悪いところもあるけれど、そこもギャップがあって可愛いと王城のメイドたちから人気なのも知っている。

「……ありがとうございます。エリオットのお気持ちは、とても嬉しいです」

「フィリーネ……」




「わたくし、待っています。エリオットがもう一度、わたくしに手を差さし伸のべてくださるのを」




「……はい、必ずっ！」

　フィリーネの返事を聞いて、エリオットは破顔する。仮面は付けたままだけれど、互いに嬉しそうだということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。




　安心したように微笑むフィリーネとエリオットを見て、ティアラローズはほっと息をつく。まさか、こんなとんとん拍びよう子しに丸く収まるとは……。

「よかった」

「エリオットは、これからが頑張りどころか」

「そうですね」

　アクアスティードがティアラローズの隣で、自分の側近を応おう援えんするように微笑む。

　どうにか力になってあげたいけれど、こればかりはエリオットに頑張ってもらわなければ仕方がない。

　これにて一件落着！

　さあ帰ろう──と、ティアラローズが思ったところで後ろから肩に腕を回された。

「きゃっ！」

「ところで子猫ちゃん……この男、誰？」

　サラが近くにやってきていて、面白くなさそうにティアラローズへ問いかける。──が、それを黙って許すアクアスティードではない。

「私の妻に触れないでもらおうか？」

「あ、そうか……そういえば子猫ちゃんは未婚の証である花を付けてなかったね。綺き麗れいなハニーピンクの髪が花のようで、花の有う無むなんてまったく気にしなかったよ」

　アクアスティードがサラを睨みつけて、ティアラローズの肩に回された手を払いのける。

　ティアラローズが花の有無で独身か既婚か確認できると伝えたのに、サラは花なんてまったく気にしていなかったらしい。

　ある意味チャラ男らしいけれど、貴族としてはいただけない。

「助けてくれたから、今までの態度は気にしないように……と思ったけれど、いい加減にしてちょうだい。これ以上言動がすぎるようなら、無条件で追い出しますよ」

「それは嫌だなぁ……」

　サラは肩をすくめながら、苦笑した。
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「子こ猫ねこちゃんは既き婚こん者しやかぁ……」

　サラはため息をつくように言って、ティアラローズを見る。

　けれど仮面の下の瞳ひとみはあきらめる色を見せておらず、アクアスティードはサラを警けい戒かいしながらティアラローズを抱だきよせた。

　しかし、そんなことはサラにとって問題ではなかったようだ。

「今どき、離り婚こんだって珍めずらしくはないだろう？　ねえ、その男とは別れて俺おれのところにおいでよ」

「え……っ」

　さらりと言ってのけたサラに、ティアラローズの頰ほおは引きつる。

　既婚者であればあきらめてもらえると思っていたのに、別れて俺の下へ来いと言われるとは考えてもみなかった。

　とはいえ、ティアラローズはサラの下へ行くつもりはないし、アクアスティードと別れるなんて絶対にありえない。

「嫌いやです。そもそもわたくしは一いち途ずな方が好きですし、貴方あなたのように多くの女性に手を出しそうな方は受け付けませんもの」

　ティアラローズはすぐさま首を振ふり、拒きよ否ひを示してアクアスティードの後ろへさっと隠かくれる。

「私の妻を怖こわがらせないでくれないか？」

「別に怖がらせるつもりはないんだけどなぁ……もっと、親密になりたいだけで」

　にこりと、サラが笑う。

　まったく引き下がろうとしない相手に、ティアラローズはどうしたものかと考える。




　アクアスティードはといえば、相手にするだけ無む駄だだと判断したのか、ティアラローズの腰こしに手を回して「行こうか」と静かに告げる。

　確かに、ここで仮面舞ぶ踏とう会かいに参加してくれた人と揉もめるのはよくない。ティアラローズが小さく頷うなずいたのを見て、サラがストップをかけた。

「ちょっとちょっと、待ってよ。さすがにそれはつれないんじゃない？」

「…………」

　サラが首を傾かしげるような動作をすると、付けていた装そう飾しよく品ひんがしゃらりと音を立てて揺ゆれる。

　ティアラローズの横にいたアクアスティードは小さくため息をついて、「私の妻だと言っただろう？」と、もう一度忠告した。

　何があってもティアラローズを手放すつもりはないし、こんな奴やつには見せるのだって嫌だというのに。

　けれど、それを聞いていたのかいなかったのか──返ってきたのは、とんでもない提案だった。

「どうせだから、勝負をしよう。それなら、この仮面舞踏会も盛り上がっていいとは思わないかい？」

「勝負？」

　アクアスティードは怪け訝げんな表情で、サラを見る。

「俺が勝ったら、子猫ちゃんを口説く時間をくれよ」

「……そんな勝負を、私が受けるわけないだろう？」

　冗じよう談だんもいい加減にしろと、アクアスティードは内心で思う。勝負する以前に、ティアラローズを賞品のように扱あつかわれることが気に入らなかった。

　もう話すことは何もない。そう思い立ち去ろうとしたところで、パンと手を叩たたく音が響ひびいた。

「勝負！　いいではありませんか!!」

「……っ、レヴィ!?」

　突とつ然ぜん現れた執しつ事じを見て、その場にいた全員が目を見開く。

　その後ろには、目をきらきら輝かがやかせたアカリとオリヴィアもいる。

　さしずめ、『イケメン二人に取り合いされる悪役令れい嬢じようイベント!?　見み逃のがせない!!』といったところだろうか。

「催もよおしがあれば、オリヴィアの仮面舞踏会も盛り上がるでしょう。正体を明かさないとはいえ、アクアスティード陛下が出てくだされば箔はく付づけにもなりますし、ここは快かい諾だくするのが好ましいと思います」

　すべてはオリヴィアのためにと、レヴィの顔に書いてある。

「フィリーネ様とエリオットの仲も上う手まくいったようですし、怪あやしい貴族令息を入場させたかいがあり……おっと、失礼。これは不要な情報ですね」

「え……っ」

　レヴィの言葉を聞き、ティアラローズは顔が引きつるのを感じる。

　まさかあの男たちを招き入れたのが、身内の作戦だったなんて。助かったからいいようなものの、一歩でも間ま違ちがえば大だい惨さん事じだったというのに。

　……それとも、この執事は何かあればすぐに動けるよう、どこかでずっと見張っていたりしたのだろうか。

　確かに、フィリーネとエリオットに関してはいい雰ふん囲い気きになったけれど……そうじゃないと思いたいティアラローズだった。

　アカリとオリヴィアがティアラローズのところへやってきて、無事を確かく認にんする。

「ティアラ様、大だい丈じよう夫ぶですかっ？」

「会場内にいらっしゃらなかったので、心配しました」

「ありがとう、二人とも。わたくしは大丈夫……なんだけど」

　気がかりなのは、勝負に賛成しているアカリ、オリヴィア、レヴィの三人だろうか。

　隣となりにいるアクアスティードは、どうしたものかと疲つかれた表情を見せている。

「おや……その三人は勝負を希望してくれてるようだよ？　それとも、俺には勝てないと見こして逃げるかい？」

「ちょっと、ふざけたこと言わないで！　あなたが誰だれかは知らないけれど、アクア様が負けるわけがないでしょう！　その勝負、もちろん受けるわ!!」

「ちょ……っ!!」

　挑ちよう発はつするようなサラの言葉に反論したのは、当事者でもなんでもないアカリだ。いかにも彼かの女じよらしい言い分に、ティアラローズは焦あせる。

　ちらりとアクアスティードを見ると、深くため息をついたのがわかった。そして仕方がないと呟つぶやいてから、「わかった」と了りよう承しようの返事をする。

「そうこないと！」

　嬉うれしそうにしているサラを見て、ティアラローズを不安が襲おそう。「アクア様……」と彼かれを見て、心配そうな瞳を向ける。

「勝手に受けてしまってごめんね、ティアラ」

　苦く笑しようしながらも、アクアスティードはティアラローズの髪かみを優やさしく撫なでる。大丈夫だよと言われているようで、少し安心する。

　──確かに断りにくいものね。

　アカリが勝負を受けてしまったので、承しよう諾だくせざるを得なかった。彼女はラピスラズリの第二王子であるハルトナイツの妃きさきとしての身分と、聖なる祈いのりを使える人物だ。

　ここで揉もめ事ごとは起こしたくない。

「それで、勝負内容はどうするんだ？」

　アクアスティードが男性を見て、問いかける。

「……そうだね、舞まいはどう？」

「踊おどり……か」

　チャラいサラの提案とは思えない内容に、一同は驚おどろく。そして同時に、アクアスティードが踊るのであればそれを見てみたいという欲がわいてくる。

　夜会などでダンスを披ひ露ろうすることはあるけれど、舞は見たことがない。

　──でも、アクア様は踊れるのかな？

　そんな当然の疑問が、ティアラローズの脳のう裏りをよぎる。

　けれど、ティアラローズの心配を一いつ蹴しゆうするように、アクアスティードが言葉を返す。

「わかった、それでいい」

　アクアスティードの了承を聞き、全員でパーティー会場へと戻もどった。
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　煌こう々こうと輝くシャンデリアの下でダンスを楽しむ仮面を付けた招待客たち。素す顔がおがわからないので、今日は貴族としてのしがらみは何もない。

　会場に流れていた音楽が、ぴたりと止まった。

　談だん笑しようしていた人たちは話をやめて、いったい何事かとざわつく。

　きょろきょろ周囲を見回していると、照明の明かりが落ち──ある一点にスポットライトが当てられた。




『──さて、ご来場の紳しん士し淑しゆく女じよの皆様方。これより、催しを一つ行わせていただきます』




　パーティー会場に響くのは、司会をするレヴィの声だ。

　アクアスティードとサラは準備のため、この場にはティアラローズ、アカリ、オリヴィア、フィリーネ、エリオットが一いつ緒しよにいる。

　フィリーネがティアラローズの横にきて、心配そうに顔を覗のぞき込こむ。

「ティアラローズ様、大丈夫ですか？」

「ええ、わたくしは問題ないけれど……アクア様が心配で」

「そうですよね……」

　まさか、舞勝負をするなんて誰が考えただろうか。

　アカリとオリヴィアはとても楽しみにしているようで、二人でどんな舞が見られるのだろうかと盛り上がっている。

　ちょっと無責任では……とティアラローズが思っていると、エリオットがすぐ側そばへやってきた。

「大丈夫ですよ、アクアスティード様なら」

「エリオット！　でも、わたくし……」

　安心させるように微笑ほほえみながら、エリオットが告げる。

「あの方は、割となんでもそつなくこなすんですよ」

　側近の彼がそう言うということは、おそらくアクアスティードは何かしらの舞を踊れるのだろうとティアラローズは安あん堵どする。

　──でも、きっとあの男性も得意なはず……。

　そう考えると、安心とまでは言い難にくい。

『さあ、準備が整いました』

　再びレヴィが声をあげると、会場がわっと盛りあがる。

『今こ宵よい、皆様方は運命的な瞬しゆん間かんに立ち会うのです！　なぜなら、一人の女性を巡めぐって──二人の男性が競きそい合うのですから』

　そう宣言し、レヴィが仮面を付けたまま会場の壁ぎわに立っているティアラローズを示す。すると大きなどよめきとともに、「素す敵てき！」と令嬢たちが胸をときめかせる。

　ティアラローズは内心で焦りつつも、優ゆう雅がに淑女の礼をして挨あい拶さつとした。

『その勝負方法は、舞でございます。勝敗は、皆様方の拍はく手しゆの大きさで決めたく存じますので、舞のあとにはぜひ拍手をお願いいたします』

　レヴィがそう告げると、仮面を付けたままのアクアスティードとサラが出てきた。サラの衣い装しようは、さきほどと違ちがい布を幾いく重えにも重ねた民族衣装のようなものになっている。

　最初に舞まうのは、サラのようだ。

　一礼して前へ出て、踊りだす前に──その視線を、一いつ瞬しゆんだけティアラローズに向ける。バチンとウインクをされたのが、仮面越ごしだけれどはっきりとわかった。

　──やっぱりチャラい。

　ティアラローズは頰が引きつるのを感じながら、そんな男性の舞はいったいどんなものなのかと視線を中央へと向ける。




　しんと静かになった会場に流れるのは、軽かろやかで、けれどそれでいて低音の太たい鼓この音。

　叩いている人物を見ると、褐かつ色しよくの肌はだに銀色の髪の人物で、おそらく彼の連れなのだろうということがわかる。

「え──？」

　サラが踊りだしたのを見て、ティアラローズは息を吞のむ。

　タンタタン、タン、音楽に合わせてその体がしなやかに動く。

　先ほどまでのチャラかった印象は消えて、舞うその姿は指先までも美しい。一つ一つの動作がとても洗練されていて、思わず見み惚ほれてしまうほどだ。

　右足を軸じくにして体を回転させ、床ゆかへつくぎりぎりまで反り返る。手首に付いた鈴すずが動くたびにシャンと音を立て舞に色を添そえていく。

　交じり合う太鼓と鈴に、男性とは思えないほど繊せん細さいな仕草。とてつもなく惹ひきつけられて、目が離はなせない。

　同時に、ティアラローズはこの舞に当てはまるものを一つだけ知っていた。

　──もしかして、サンドローズの巫み女この舞？




　サンドローズは、砂さ漠ばくにある帝てい国こくだ。

　その砂漠の巫女が神事で行う舞に、サラの踊りはとても似ている。

　ティアラローズは実際にサンドローズに行ったことはないけれど、各国の伝統的な習わしは知識として学んでいる。

　もちろん、砂漠の巫女が踊る舞のことも。そのため、見たことはないが同じものではと推測した。




「わあ、すごい。てっきりブレイクダンスでも踊るのかと思ったけど、綺き麗れいですね！」

「え、ええ」

　はしゃぐアカリに相あい槌づちを打って、ティアラローズも微笑む。

　しかし今、ティアラローズの頭の中はあのサラが何者かということでいっぱいになっている。

　──砂漠の巫女になれるのは、女性だけのはず。

　そのため、男性がそれを舞うことはない。けれど、例外が一つだけある。

　サンドローズでは、神々のために舞を奉ほう納のうするという習慣がある。本来であれば砂漠の巫女が行う神事であるが、皇こう帝ていも舞うことが出来る。

　──ということは、サラ様はサンドローズのサラヴィア皇帝陛へい下か!?

　もしそれが事実ならば、とんでもないことだ。

　他国の皇帝が、マリンフォレストの王おう妃ひであるティアラローズをほしいなんてもってのほかだ。

　──サラマンダーのサラ、なんて言ったくせに！

　言い方が違うだけで、サラヴィアの愛あい称しようではないかとティアラローズは頭を抱かかえる。他国の皇帝を、知らないとはいえそんな気軽に呼んでいたなんて……。

　シャンと鈴の音が響き、サラ──サンドローズの皇帝サラヴィアの舞も佳か境きように。

「……あ」

　サラヴィアが布を操あやつるように舞って、それが翼つばさのように宙を飛ぶ。静かに床ゆかへ手をついて、祈りを捧ささげるようにポーズをとって終わる。

　その姿は本当に神事を行っているようで、ひどく荘厳だと思ってしまった。




　舞が終わってすぐに、観客からどっと拍手が沸わき起おこった。誰もが称しよう賛さんし、割われんばかりの拍手を贈おくる。

「わあああ、すごい！」

「こんな素す晴ばらしい舞を見られるなんて、驚きだ！」

　さすがアリアーデル家が主しゆ催さいしているだけあると、絶賛の嵐あらしだ。

「……はぁっ、ありがとう」

　サラヴィアは呼吸を整えながらも笑えみを浮うかべ、お辞じ儀ぎをして後ろへ下がる。そして、次に舞うアクアスティードとすれ違う。
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　己おのれの得意分野でアクアスティードに勝負をしかけるのは大人おとな気げないと思ったけれど、サラヴィアは自分で思っていたよりティアラローズに興味を抱いてしまった。

「あの子猫ちゃん……本気でほしくなりそう」

「させるわけがないだろう」

　アクアスティードとサラヴィア、二人だけにしか聞こえないやりとり。けれどそれも一瞬のことで、アクアスティードはもう会場の中央へと歩みを進めていた。

　サラヴィアはひどく楽しそうにアクアスティードへ視線を向けて、口に弧こを描えがく。

「マリンフォレストの王は温和だと思っていたけれど……そうでもなかったか」

　お手並み拝見だとでもいうように、サラヴィアはアクアスティードの舞が始まるのを静かに待った。




　会場の中央に立ったアクアスティードを見て、アカリが黄色い声をあげる。

「きゃー！　素敵!!　ティアラ様、ついにアクア様の出番ですよ!!」

「いったいどんな舞を見られるのかしら。公式設定にはなかったから、要チェックですわ!!」

　すぐ隣にいるオリヴィアも鼻息を荒あらくして、扇せん子すでにやけそうになる顔を隠しながらわくわくしている。

　逆に、ティアラローズはといえばアクアスティードのことが心配で仕方がなかった。

　サラヴィアの、静かで、それでいて存在感のある舞を見てしまったら冷静でいることなんて出来ない。

　──勝ってください、アクア様！

　ティアラローズは祈るような気持ちになりながら、アクアスティードを見守る。




　先ほどのサラヴィアと違い、アクアスティードには音がない。

　無音のままでいったいどうするつもりかと、見守る招待客たちが思っていると、聞こえてきたのは風を切る音だ。

「え……っ！　剣けん舞ぶ!?」

　自分の愛あい剣けんを使い、アクアスティードはしなやかな動きで舞う……けれど、ときおり力強く剣が音を立てる。

　静かだけれど勇ましい舞に、アクアスティードはこんなことも出来たのかと、ティアラローズは驚いた。

　見惚れてしまい、口元に手を当てうっとりした表情でアクアスティードを見つめる。

　己の一部のように剣を操る姿は、まるで武神のようだ。

　日ごろから剣に触ふれていなければ、このように舞うことは到とう底てい出来ないだろう。

　──教えてくれてもよかったのに。

　ティアラローズはそう思いつつ、ある意味サプライズイベントのようだと苦笑する。

　招待客たちからもわっと興奮の声が上がった。静かに美しく舞ったサラヴィアよりも、力強さはアクアスティードの方が上だろう。

　最後に剣へ口づけを落とし、アクアスティードの舞が終わった。




　瞬間、いっせいにわああっと拍手が贈られる。

　それはサラヴィアにも負けないほど力強い拍手で、感動のあまり視線を逸そらせない令嬢たちもいるほどだ。

　予定になかった勝負だけれど、仮面舞踏会として最高の盛り上がりになったことは間違いないだろう。

　そして勝負の判定へと移る。

『……ふむ。どちらも盛せい大だいな拍手ですね。これは甲こう乙おつつけがたい』

　レヴィがどちらにしようか悩なやむ素そ振ぶりを見せると、招待客たちからどっちの方がよかったという意見が飛んでくる。

　それを聞いていると、アクアスティードとサラヴィアの舞は両方とも同じくらい人気のようだ。

　レヴィは『ならば』と言葉を続け高らかに宣言する。

『引き分け、といたしましょう！　改めて、舞を披露してくださったお二人に盛大な拍手をお願いします!!』

　結果を聞き、さらに大きな拍手が会場を包つつみ込こんだ。

　そして同時に、えっ引き分け!?　と、ティアラローズは声をあげそうになる。勝負していたというのに、決着がつかなくていいのだろうか。

　けれどそれよりも──。

　──アクア様の剣舞、すごく素敵だったのに。

　アクアスティードが勝てなくて、残念な気持ちになる。しかし相手がサンドローズの皇帝サラヴィアであることを加味するならば、波風立たず引き分けでよかったのかもしれない。

　──引き分けだったから、わたくしは口説かれなくていいのよね？

　確か、サラヴィアが勝負に勝つことがティアラローズを口説くという条件だったはずだ。そのことにほっとしつつも、サラがサラヴィアだったということを早くアクアスティードに話したい。

　──早く戻って来てください、アクア様！

　ティアラローズはそう心の中で叫さけび、アクアスティードが戻ってくるのを待った。
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　舞を終えたアクアスティードとサラヴィアは、二人で別室にいた。

「あーあ。舞なら絶対に俺が勝つと思ったのに、引き分けなんて」

「そう簡単に勝たせたりはしないさ。でもまさか、マリンフォレストに来ているなんて……どういうつもりですか？」

　仮面を外しながら、訪問の連れん絡らくなんて受けていないとアクアスティードは告げる。

　サラヴィアはくすりと笑い、同じく仮面を外してどかっとソファへ腰かけた。華やかな赤色の瞳が細められて、そっけなく「別に」と告げる。

「公務ってわけじゃないから、いいだろう。それに、正体を晒さらすつもりはなかったんだぜ？」

「隠すつもりもなかっただろう？」

　よく言うと、アクアスティードはため息をつく。

「こうして直接会うのは、私が以前サンドローズに行ったとき以来か」

「そうだな。あのときは互たがいに王なんて立場じゃなかったのに、月日が経たつのは早い」

　二人が若くして王になったということもあるが、出会ったのはアクアスティードがラピスラズリへ留学するよりも前のことだ。

　まだ、アクアスティードが十五歳さいのときだったろうか。

「それで？　……場をかき乱すのが、サンドローズの礼れい儀ぎか？」

「ははっ、まさか！　でも、あの子に惹かれたのは事実だ。まさか、お前の妃だとは思わなかったけど」

　あっけらかんと告げるサラヴィアに、頭を抱えたくなる。

　自由奔ほん放ぽうな皇帝ほど面めん倒どうな人物なんて、きっとこの世にいないだろう。

「でも、仮面を取った素顔を見たかったなぁ。絵姿は見たけど、それだけだし。きっとすごく可か愛わいいんだろうなぁ。なあ、子猫ちゃんここに連れてこない？」

「くるわけないだろう。私の妃に指一本でも触れてみろ、許さないからな」

　同じ空気だって吸わせたくはない。

「わあ、怖い。出会ったときは礼儀正しいいい子だったのにさ」

「誰のせいだと思ってるんだ」

「俺か～！」

　あははと笑うサラヴィアに、アクアスティードは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。こほんと咳せき払ばらいを一つして、砕くだけた口調を正す。

「私はこの国の王に、貴方はサンドローズの皇帝になったんです。おふざけはもう十分、いったいなんの目的があってこの国へ？」

　皇帝という身分で身勝手をするなと、アクアスティードはサラヴィアに告げた。これ以上はもう、マリンフォレストの国王として容よう認にんしない。

　ティアラローズのことはもちろんだが、相談もなしに厄やつ介かいごとを持ち込まれてはたまらないのだ。

「…………目的、ねえ。強しいていうなら、可愛い子猫ちゃんを見つけるため？」

「よく言う」

　一蹴したアクアスティードを見て、サラヴィアは「仕方ない」と言ってワインを飲む。

「引き分けだったから、今日のところは引き下がることにするよ」

　早く国へ帰ってくれと思いながら、アクアスティードは本日何度目かのため息をつくのだった。
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　仮面舞踏会が終わり、数日。

　ようやく落ち着きを取り戻し、アクアスティードはティアラローズを甘あまやかしたいと考えていた。

　サラヴィアに変なちょっかいをかけられたし、準備や後片付けもあってきっと疲れてしまっているだろう。

　とはいえ、ティアラローズは恥はずかしがり屋なのでそんな頻ひん繁ぱんに甘えてきたりはしない。まあ、そこが可愛いのだけれど……と、アクアスティードは思う。







　そんなことを考えている、昼下がり。




　いつもより真しん剣けんな表情で何を考えているかと思えば、ティアラローズのことばかり。

「アクアスティード様、どうかされたんですか？」

「エリオットか……」

　執しつ務む室しつで思案していたアクアスティードの下に、エリオットがやってきた。

「いや、ティアラを甘やかそうと思ってたんだ」

「ティアラローズ様をですか？　やだなぁ、いつも甘やかしているじゃありませんか」

「それは……」

　確かにそうなのだけれど。

「仮面舞踏会でいろいろあったから、ゆっくり出来ればとも思ったんだがな」

「ああ、なるほど」

　大変でしたもんねと、エリオットが苦笑する。

　一方、エリオットはフィリーネにきちんと求きゆう婚こん出来るよう、より一層仕事に励はげんでいる最中だ。

　アクアスティードもそれをわかっているので、何か大きな仕事があればエリオットに頼たのもうと思っている。

　エリオットは考える仕草をしてから、ぽんと手を叩く。

「でしたら、一緒に買い物をしてみては？」

「買い物？」

「はい。この後、ティアラローズ様の下に商人が来るという話をフィリーネに聞きました。ドレスも何着か購こう入にゆうするそうなので、装飾品などをプレゼントするのもいいと思いますよ」

「買い物……か。そうだな、そうしてみよう」

　ティアラローズは普ふ段だん、あまりものを買わないのでちょうどいいとアクアスティードは頷いた。

　そして贈るのであれば、頭からつま先まで一式揃そろえたいと考える。

　自分の好きなように、ティアラローズを着き飾かざらせるのはとても楽しい。彼女は自分だけのものだという独どく占せん欲よくが満たされるし、喜ぶであろう姿を想像するとたまらない。

　さっそく同席する旨むねをティアラローズに伝えるよう、エリオットに頼むのだった。
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　ティアラローズの下には、商人やパティシエがよく訪おとずれる。

　新しい商品やスイーツを持ってきて、ティアラローズとフィリーネは一緒に買うものを検討して楽しい時間を過ごす。

　ドレスやアクセサリー類はフィリーネが決めることが多く、ティアラローズは「そんなにいる？」と横で首を傾げていることも多々あるけれど。

　いつも、フィリーネが「足りないくらいです」と告げるのがお約束になっているのだ。




　今日はティアラローズ専用のゲストルームに商人たちを迎むかえ入いれるのだが、その前にフィリーネがストップをかけた。

「どうしたの？　フィリーネ」

「アクアスティード陛下もご一緒したいそうです」

「そうなの？」

　フィリーネの言葉を聞いて、ティアラローズはぱあっと表情を輝かせる。

「もちろん構わないわ、すぐに呼んでちょうだい」

「はい」

　アクアスティードは執務で忙いそがしいため、同席することはあまりないのだ。うきうきしながら、ティアラローズはやってきたアクアスティードを招き入れた。

「突然ごめんね、ティアラ」

「いいえ。アクア様と一緒にお買い物が出来るのはとても嬉しいです」

「そう？」

　ティアラローズが微笑みながら告げると、アクアスティードも柔やわらかく微笑んだ。

　フィリーネが場所のセッティングをしてくれたので、ティアラローズとアクアスティードは並んでソファへ座すわった。

　アクアスティードはフィリーネに声をかけて、今日の予定を確認する。

「フィリーネ、何を購入するの？」

「はい。本日は、冬用のドレスと装飾品がメインですね。それから、春用のドレスのデザインを打ち合わせます。こちらがリストですので、ティアラローズ様と一緒にご覧になってくださいませ」

「なるほど、ありがとう」

　アクアスティードはリストを受け取り、それに目を通す。そこには最低限必要なドレスや装飾品などが、細かく書かれていた。

　これからやってくる商人たちは、基本的に冬ものを取とり扱あつかう。

　もちろん、それ以外にパティシエたちがスイーツの売り込みにもやってきている。

　ティアラローズはといえば、フィリーネのリストに対して苦笑をもらす。アクアスティードに贈ってもらったものも含ふくめ、ドレスは山のようにあるのだ。

「冬用のドレスはたくさんあるけれど、新しいものがまったくない……というのもね」

　そう、王妃であるティアラローズがドレスを着まわすわけにもいかない。

　大国マリンフォレストの王妃として、常に相応ふさわしいドレスをと民衆は求めるし、流行の最さい先せん端たんとして令嬢たちの憧あこがれの的にもならなければいけないのだ。

「では、最初にドレスと装飾品を見ましょう」

　そう言って、フィリーネは商人を部屋へ入れた。




　品のいいスーツに身を包んだ、代表を務める初老の男性。それから、針子が数人。ティアラローズたちへ一礼してドレスを並べていく。

　明るい色のドレスから、ダークでシックな色合いまで一通り揃えられている。

　本来であれば買い手の好きな色合いのものを持参するのだが……ティアラローズは何を着ても似合ってしまうので、持ち込まれる数や種類が多いのだ。

「わあ、どれも可愛らしい」

「ファーが付いてるものもいいね。ティアラに似合いそうだ」

「そうですか？」

　もこもこのファーがついているものを指さして、アクアスティードは楽しそうにしている。何種類かあるので、色違いも含めて何着かあるといいなとティアラローズも思う。

　その横では、フィリーネが真剣にデザインに目を光らせている。そして針子の一人に、ドレスに関することを聞いた。

「このデザインは、最新のものですか？」

「もちろんです。ティアラローズ様の美しさを際きわ立だたせるように仕立てておりますから」

　針子は微笑んで、「こちらのファーはティアラローズ様の髪色にもお似合いになると思います」と告げた。

　ティアラローズとアクアスティードがまったりドレスを見ている横で、フィリーネが必要だと判断したものを何着も購入していく。

　それに加えて、ティアラローズが気に入ったものも購入していくスタイルだ。

　今回に限っては、アクアスティードがいいと思ったものも追加されるのでいつもより多くなっている。

　──相変わらずフィリーネは頼たよりになるわね。

　自分では、こんなにぽんぽん買うものを決められないとティアラローズは苦笑する。

「では、ドレス五着と装飾品をお願いします」

「あ、待ってくれフィリーネ。このドレスとファーも一緒に買うから」

「かしこまりました」

　ドレスの購入を終えようとしたところで、アクアスティードが待ったをかける。

　選んだのは、淡あわい水色とピンクのリボンが付いた可愛らしい外出用のドレスに、ヘッドドレス。それから、首に巻くタイプの動物のかたちをしたお洒落しやれなファーだ。

「え、アクア様？」

　思ってもみなかった買い物に、ティアラローズはアクアスティードを見る。

「私からのプレゼント。これを着て、一緒にデートしよう？」

「デート……っ！　どうしよう、すごく嬉しいです」

　アクアスティードの提案を聞いて、ティアラローズははにかむように笑う。

「では、アクア様の服はわたくしがコーディネートしますね。……いいですか？」

「もちろん。楽しみだ」

「はい」

　二人で微笑み合い、ティアラローズはアクアスティードに少し甘えるように寄りかかった。アクアスティードは、デートに誘ってよかったと頰を緩ゆるめる。




　ドレスの購入が終わり、次の商人を呼び──ティアラローズたちは目を瞬しばたたかせた。

「え……サラ、ヴィア陛下？」

「やあ、子猫ちゃん。また会えたね」

　商人としてゲストルームへ入って来たのは、なんとサンドローズの皇帝であるサラヴィアだった。

　後ろには、太鼓を演奏していた銀ぎん髪ぱつの青年が控ひかえている。

　仮面舞踏会でアクアスティードと勝負をして、その結果は引き分けとなったはずだ。

　そのため互いにもう関わることはないだろうと思っていたのだけれど──どうやら、その考えは甘かったようだ。

　アクアスティードはため息をつくも、姿勢を正してサラヴィアへ挨拶する。

「まさか、商人として王城へ来られるとは思いませんでした。何かあるなら、私に直接連絡いただいてもかまいませんが……？」

「いえいえ。今回の旅は、公務ではなくお忍しのびなものでして。アクアスティード陛下のお心こころ遣づかい、お気持ちだけいただいておきます」

「そうでしたか」

　アクアスティードとサラヴィアは微笑んでいるけれど、二人の間には火花が見える。

　ティアラローズはどうしたものかと頭を悩ませるが、二人とも大国のトップだから大おお事ごとになるようなことはしないだろう。

　ひとまず立ち上がり、淑女の礼でサラヴィアへ挨拶をする。

「ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストです。よろしくお願いいたします」

「やっと素顔が見られて嬉しいな。なるほど、アクアはこういう子が好みだったのかぁ」

「え……っと、アクア様とお知り合いなのですか？」

　仮面舞踏会が初対面だったにしては馴なれ馴なれしい言い方で、ティアラローズが疑問を抱く。それに答えたのは、サラヴィアだ。

「うん。昔、アクアがサンドローズに来たとき少し話す機会があってね」

「そうだったのですか……」

　まったく知らなかったと、ティアラローズは驚く。

　アクアスティードはといえば、小さくため息をついていた。

「サラヴィア陛下はこういう性格だから、関わり合いになってティアラと会わせたくないから黙だまっていたというのに……」

「おいおい、そんなつれないことを言わないでくれよ」

　アクアスティードの言い様に、サラヴィアは肩かたをすくめる。

「まあ、そんなわけだ。今日は子猫ちゃんに似合いそうな宝石をもって来たんだよね」

　そう言いながらサラヴィアが指を鳴らすと、後ろで控えていた銀髪の男性が宝石を取り出しティアラローズとアクアスティードへ差し出した。

「これは、サンドローズで取れる砂漠の宝石だ。ほら、綺麗な赤色が、子猫ちゃんによく似合うだろう？」

　しかしティアラローズがその宝石を受け取るよりも早く、アクアスティードがサラヴィアの物言いに口をはさむ。

「サラヴィア陛下。私の妃を子猫ちゃんと呼ぶのはやめていただきたいんだが？」

「まあまあ、可愛い子は子猫ちゃんでしょ」

　アクアスティードがサラヴィアを窘たしなめるけれど、呼び方を訂てい正せいするつもりはないようだ。

　それに多少もやっとしながらも、アクアスティードはサラヴィアの持ってきた宝石を見て息を吞む。

　確かに、それはとても美しい宝石だった。

　大きさは、ビー玉くらいだろうか。深く、黒に近い赤色。けれど宝石の中心からはぼんやりと光がさしている。







　どうやら魔ま力りよくかなにかを帯びているようで、その価値はとても高そうだ。

　──わたくしの魔力を、少しずつ吸い取っている？

　魔力を吸収されているように感じるのも、きっとこの宝石の特性だろうとティアラローズは考えた。

　──この世界には、まだこんなにもすごいものがあるのね。

「こんな綺麗な宝石、初めて見ました」

「そうだね。マリンフォレストでも、これほどの宝石はそうそう発はつ掘くつ出来ないだろう」

　ティアラローズが目を輝かせ、アクアスティードもそれに同意する。

　鉱石なども多く産出するマリンフォレストだけれど、魔力が灯ともるようなものは本当に極ごくまれにしか見ることは出来ないし、サラヴィアが持ってきたものほどの大きさはそう簡単に見つかるものでもない。

「さすが、見る目があるな。サンドローズはいい国だろう？　子猫ちゃん、来たくなったんじゃない？」

「なりません！　なぜそんな話になるのですか！」

　褒ほめられたのをいいことに、サラヴィアはにんまり笑って「俺の妃になれよ」とティアラローズに告げてくる。

　もちろん、そんなものは即そくお断りだ。

「嫌です。わたくしには、アクアスティード陛下だけですから」

「つれないなぁ……。俺のことをきっぱり拒きよ絶ぜつしたのは、子猫ちゃんが初めてだよ。なんだか、いけない感覚に目覚めそう」

「…………」

　ぱちんとウインクしたサラヴィアを見て、ティアラローズはアクアスティードの袖そで口ぐちを摑つかんで無言で首を振る。

「わぉ、女の子にそんな冷たい目で見られたのは初めてだ」

「あ……っ、申し訳ありません、わたくし──」

「ごめんごめん、怒おこっているわけじゃないよ。ただ、今まで周囲に子猫ちゃんみたいなタイプがいなかったから新しん鮮せんで楽しいんだ」

　焦るティアラローズに、サラヴィアは笑って首を振る。逆に、アクアスティードがサラヴィアに文句を言う。

「私の妃をからかわないでくれ」

「はいはい。じゃあ、今日はここらで帰ろうかな」

　これ以上長居をして、アクアスティードに国から出て行けと言われてしまってはたまったものではないとサラヴィアは告げる。

「えっ」

「ん？　寂さびしい？」

「違います！　その宝石、かなり希少なものじゃないですか……」

　サラヴィアが席を立ったのはいいけれど、宝石が置かれたままだったのでティアラローズは慌あわてる。

　最上級の品質で、そう簡単に値ねを付けられるような代しろ物ものではない。

　さすがにぽんと受け取るわけにもいかない。けれど、サンドローズの皇帝からの贈り物となれば外交面を考えても受け取らないのはよろしくない。

　マリンフォレストがサンドローズを拒絶したと受け取られてしまうからだ。

　そんなティアラローズを見て、サラヴィアはくくっと笑う。

「ああ、気にしないでくれ。これは、子猫ちゃんに持っていてほしいと思って俺が勝手に持ってきただけだからさ」

「……はい」

　サラヴィアの言葉に、ティアラローズは頷いて赤い宝石を受け取る。

　それを見て、アクアスティードはティアラローズを優しく抱き寄せて「綺麗だね」と感想を言い、サラヴィアへ視線を向ける。

「大国であるサンドローズから妃への贈り物、ありがとうございます。私からも、サラヴィア陛下と妃ひ殿でん下かへ贈り物をさせていただきます。ぜひ、楽しみにしていてください」

「……ああ。楽しみにしているよ、アクアスティード陛下」

　アクアスティードの言葉を聞き、ティアラローズはほっとする。

　プレゼントをもらってしまいどうしようかと思ったけれど、アクアスティードがお返しをしてくれるようだ。

　そして、どうせならサラヴィアの妃たちには美お味いしいスイーツを付けるのもいいかもしれないと思うティアラローズだった。
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「うぅ～ん」

「難しいですねぇ……」

　ティアラローズは唸うなり声をあげるようにして、昼間から頭を悩ませていた。それに相槌を打つのは、マリンフォレストに滞たい在ざいしているアカリと訪ねてきたオリヴィアだ。

　ティアラローズの自室で、いつものように三人で女子会という名の作戦会議を行っている真っ最中だ。

　ここ最近はいろいろあったため、ティアラローズはやらなければならないことがたくさんある。




　第一に、サンドローズの皇帝であるサラヴィアの件。

　ティアラローズに贈り物をしてきたため、そのお返しをアクアスティードがすることになっている。とはいえ、贈り先は彼の妻たち。なので、ティアラローズがお礼の品を選ぶことになった。




　そして第二に、フィリーネのことだ。

　一度実家へ戻りたいため、休みがほしいと相談を受けた。

　仮面舞踏会後に、両親とは婚こん約やくとルーカスに関する手紙を何度かやり取りしたらしいのだが……平行線でらちが明かないのだという。

　フィリーネははっきりしないままなのが嫌で、直接話をしたいそうだ。

　もちろんそれは問題ないのだが、せっかくだからティアラローズも里帰りを兼かねて一緒に行こうと思っている。もちろん、アクアスティードも。




「サンドローズへの贈り物ですから、マリンフォレストの特産である珊さん瑚ごや真しん珠じゆが王道でしょうか」

「そうね。でも、それだとありきたりなような気がしてしまって……」

「確かに、面おも白しろみはありませんわね」

　提案してくれたのは、オリヴィアだ。

　珊瑚の装飾品はティアラローズも考えたけれど、王族からの贈り物なのだからもう少し工く夫ふうしたものを……と、思ってしまう。

　それを聞き、アカリも「難しいですねぇ～」と言ってソファへ沈しずみ込こむ。

「サラヴィア陛下も、妃であるティアラ様にプレゼントなんてしなきゃいいのに！　ちゃちゃっと決めちゃいましょう」

「そうね」

　ぷんぷんするアカリに苦笑しつつも、ティアラローズは頷く。

　とはいえ、そう簡単には決まらない。

　──ほしがっていたのは、ティアラローズの花よね。

　でも、それをあげるのは難しいと判断済みだ。

　……そうだ。

「珊瑚と真珠を使って、ティアラローズの花のかたちのアクセサリーを贈るのはどうかしら？」

「いいですね！　私は賛成です！」

「わたくしもいいと思います。ティアラローズの花のかたちをしたアクセサリーは、まだどこも作っていませんから」

　これならば、ティアラローズの花をほしいと言っていたサンドローズ側の思いを汲くむことも出来ていいだろう。

　あとは、いつも頼んでいる装飾品店にデザインからお願いすればいい。この問題が解決したので、かなり胸のつかえがとれたような気がする。

「あとは、悪役令嬢の侍じ女じよの恋れん愛あいですね！　ゲームをしてたときはただのモブだと思ったのに、まさかこんなに存在感を出すとは思いませんでした!!」

「フィリーネ・サンフィストに関しては、情報がほとんど開示されていませんでしたからね。わたくしも、あまり知りません」

　アカリはここからが本番だ！　とでも言いたげに、ゲームキャラクターのゲームでは起こらなかったイベントに胸をときめかせる。

　オリヴィアも、アカリの言葉に頷いている。

「メインキャラ以外だと、攻こう略りやく本ぼんもあまりページがありませんでしたし……フィリーネは確か、半ページでしたわ」

「そうそう！　少ないんですよね！」

　ぐっとこぶしを握にぎり締しめて、「楽しみ～！」とアカリが叫ぶ。

　するとそこへ、ノックの音がしてアクアスティードがやってきた。

「ああ、来ていたのか」

「アクア様！」

「お邪じや魔ましています、アクアスティード陛下」

　アカリがぱっと笑え顔がおを作り、オリヴィアは優雅に礼をした。

　アクアスティードは二人に「楽にして」と告げて、ティアラローズの隣に座る。向かいに、アカリとオリヴィアが並んで座っているかたちだ。

　ティアラローズはサンドローズへの贈り物が決まったことを告げて、のちほどデザインの打ち合わせをアクアスティードと一緒に行う約束をする。

　それを微笑ましそうに見ながらも、アカリは先ほどから気になっていたことをアクアスティードへ直球で投げた。

「それでアクア様、エリオットはどれくらいで貴族になれるんですか？」

「……こればかりは、わからないな。エリオットがただ頑がん張ばればいいというものでもないからね」

「そうなんですか？」

　残念そうに言うアカリに、アクアスティードは苦笑しながら頷く。

「平和で何もないときほど、功績をあげるのは難しいからね」

「あ、なるほど……」

　アカリは頷いて、タイミングが悪いのかと呟く。そして手を叩き、「それなら──」と言おうとしたところをティアラローズが遮さえぎる。

「アカリ様、ずるは駄だ目めですよ」

　彼女の性格を考えると、とんでもない提案をしてきそうだ。なので、ティアラローズはいけませんと先手を打った。

「ちぇー。ちょっと事件を起こして、エリオットにちゃちゃっと解決してもらえばいいかなって思ったのに」

「駄目に決まってます……」

　やらせかよ。と、思わず突つっ込こんでしまったのは仕方がないだろう。

「というか、アカリ様。事件を起こすなんて問題外です。エリオットは真ま面じ目めですから、きっと悲しみますよ」

「はぁい」

　そんなことをしてもフィリーネとエリオットは喜ばないし、何よりあくどい。

　ティアラローズが注意しているのを見て、アクアスティードはやれやれと苦笑している。




　そして話は、ラピスラズリにあるフィリーネの実家へ行くという流れへ移った。

　せっかくなので、アカリも同じタイミングで帰るという。

「フィリーネの実家へは、わたくしも挨拶に伺うかがいたいと思っています。滞在中は、アクア様もわたくしの実家へいらしてください」

「お願いするよ」

「え、私もティアラ様の家にお泊とまりしたい！」

「無理です」

　はいはいとアカリが手を上げて主張するけれど、ティアラローズは首を振って却きやつ下かする。

「ええええぇぇ、どうしてですか……」

「どうしてって……わたくしに何をしたかお忘れですか？　お父様がアカリ様の滞在を許すはずがありません」

「！」

「アカリ様……忘れてた、みたいな顔をしないでください」

　金輪際、父親がアカリを許すことはないだろう。

　とはいえ、ティアラローズと仲良くしていることは知っているので表面上はにこやかだけれど。

「なら、ティアラ様の家はあきらめます。でも、お父さんがまだ怒っているなら近いうちに謝あやまりにいきたいです」

「ありがとうございます、アカリ様」

　それで父親の怒いかりが解けるかどうかはわからないけれど、きっと誠意は伝わるだろう。そう考えると、少しだけ気持ちがほっとする。

　オリヴィアもアカリを見守るようにしていて、上手くいけばいいですねと微笑む。

「あとは、サンフィスト家の問題だけですね。金銭問題が大きく関わってくるみたいなので、フィリーネからはエリオットに相談し難いでしょうね。エリオットも援えん助じよの手助けをしてくれると嬉しいんですが」

　フィリーネの給金は、かなりの額を実家に送っているとティアラローズは聞いている。大きな問題だが、お金のことというのはどうしても人に言い難いものだ。

　それを伝えると、アクアスティードは「ああ」と声をあげた。

「その点に関しては、なんの問題もないだろう。エリオットは、蓄えなら下へ手たな貴族より潤うるおっているからね」

「えっ!!」

　エリオットの給金は手当なども含め、かなり多い。

　そして仕事が忙しく、お金を使う暇ひまがほとんどないのだ。だから、そうは見えないが懐ふところ事情はかなり温かい。

　フィリーネはルーカスと結婚するくらいならば、離縁し貴族位を捨てる覚悟もあるという話だった。

　おそらくフィリーネにとって、貴族かどうかは大きな問題ではない。もちろん貴族であるに越したことはないのだろうが、エリオットであれば構わないと言うだろう。

　エリオットが貴族位を得られたら一番いいが、それが叶わなかったとしてもフィリーネの家は金銭面の援助が受けられれば納得するはずだ。




「もしかして、このまま結けつ婚こんすることも出来るんじゃないかしら」

「確かに貴族にこだわらないのであれば、それもありかもしれませんね」

　ティアラローズが告げると、オリヴィアも有りだと判断する。

　オリヴィアのように公こう爵しやく家けの令嬢ともなると無理だが、先の見えない男だん爵しやく家けのフィリーネならば爵しやく位いのない男性と結婚することも選せん択たく肢しの一つとしては有りだろう。




　けれど、それにストップをかけるのはアクアスティードだ。

「エリオットは貴族になるとフィリーネに誓ちかってしまったから……おそらく、撤てつ回かいするようなことはしないだろう」

「確かに……」

　お金だけでいいならすぐ結婚しよう！　なんて、エリオットが言うわけがない。真面目で誠実な彼は、首を縦には振らないだろう。

　二人がくっつくのではと考えた一同だったけれど、まだまだ先は長そうだ……。
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「ふう、これで仕事はひと段落ですね」

　エリオットはぐっと伸のびをして、もう誰もいないアクアスティードの執務室を片づける。あとは部屋に鍵かぎをかけて退出すれば、今日の仕事は終しゆう了りようだ。

　執務室を後にして、夜風の吹ふく中庭を歩いて自室へと向かう。

　アクアスティードの側近であるエリオットは、王城の敷しき地ち内ないに一室を与あたえられている。何かあればすぐに駆かけ付つけることが出来るし、食事も食堂を使えるのでかなり便利だ。

「ん？」

　ふいに何かの気配を感じて、エリオットは足を止める。

　まさか王城に侵しん入にゆう者しや？　そう思い周囲を見回すと──建物の陰かげから姿を現したのは、サラヴィアとその側近だった。

「やあ、いい夜だね」

「サラヴィア陛下!?　なぜ、このような場所に……」

　特に王城に招待しているわけではないので、エリオットは戸と惑まどう。けれど、他国の皇帝に無礼があってはいけないので、腰を低くして対応する。

「何かございましたか？　アクアスティード様への取次ぎでしたら──」

「いや、今日は君に用があって来たんだ」

「私に……ですか？」

　予想もしていなかった言葉に、エリオットはどういうことかと内心冷や冷やする。ここで何か不用意な発言なりをして、アクアスティードに迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。

「ねえ、エリオット。俺がサンドローズの貴族位をあげるよ」

「え────」

　軽く投げかけられた言葉に、エリオットは思わず幻げん聴ちようかと自分の耳を疑う。

「ほら、そうすれば彼女を迎えに行けるだろう？　俺、そうやって頑張る二人を応おう援えんするのが好きなんだよね」

「サラヴィア陛下……」

　今のエリオットにとって、その言葉はまるで魔ま法ほうのような甘い蜜みつだろうか。

　どろどろとまといつくように、サラヴィアの言葉がエリオットを蝕むしばんでいく。早く迎えに行きたいというエリオットの心に、サラヴィアが揺さぶりをかける。

「男として、彼女をずっと待たせるのは嫌だろう？　あの子だって、長くなればなるほど不安になってくるんだから」

「……でも、何か条件があるんですよね？」

　さすがに無条件でなんて、思わない。

　エリオットの告げた言葉に、サラヴィアは笑みを深める。

「まあ、そうだな。話が早くて、助かるよ」

　いったいどれほどの無茶を吹っ掛けようとするのだろうか。もしかしたら、エリオットにマリンフォレストの情報を流せと言ってくるかもしれない。

　けれどサラヴィアが告げたことは、エリオットが予想した中で一番最悪なものだった。

「最初は本気じゃなかったんだけど……どうしても子猫ちゃんがほしくなっちゃったから、協力してよ」

「……ティアラローズ様をあなたに渡わたせということですか？　そんなこと、出来るわけありません」

　いったい何を言っているのだと、エリオットは理解に苦しむ。自国の王妃を他国に売るなんてこと、出来るわけがない。

　それはサラヴィアもわかっていたようで、「違う違う」と手を横に振った。

「してほしいのは、デートのセッティング。ほら、アクアスティード陛下とデートを……みたいに言って呼び出してくれたらいいんだ」

「そんなことに、何の意味があるんですか」

　あきれるような提案に、エリオットは思わず聞き返してしまう。

「もちろん、子猫ちゃんを落とすためさ。デートすれば、俺の魅み力りよくに気付いてくれるさ。な？　悪い条件じゃないだろ」

　むしろ、それで貴族位を賜たまわることが出来るのであれば好条件だろう。

　エリオットは少し考えてから、口を開いた──。
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「わたくしの個人的な帰省にティアラローズ様も巻まき込こんでしまって、申し訳ございません……」

「いいのよ、フィリーネ。気にしないで？」

「ティアラローズ様……ありがとうございます」

　しゅんと項うな垂だれるフィリーネに、ティアラローズは微笑ほほえむ。

　今は、ラピスラズリに向かう馬車の中だ。

　ティアラローズを中心に、左にフィリーネ、右にアカリが座すわっている。向かいの席にいるのは、アクアスティードとエリオットの二人だ。




　アカリは花でも飛ばしそうな勢いではしゃいでいて、ラピスラズリに出来た美お味いしいスイーツのお店に案内しますねと嬉うれしそうだ。

「みんなで旅行しているみたいで、いいですね！　とっても楽しいです！」

「楽しいのはわかりますけど、最初からはしゃぐと疲つかれますよ？」

　ティアラローズが苦く笑しようしながら告げると、アカリは笑って言う。

「やだ、ティアラ様ってば。まだそんな年じゃありませんよ～！」

「そ、それもそうね……」

　前世から換かん算さんするといい年なので忘れがちだが、ティアラローズは十九歳さいだ。地味に長く生きている記き憶おくがあるので、たまに年寄りめいた思考になってしまう。

　同時に、アカリはいつも元気で羨うらやましいなと思うティアラローズだった。
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　馬車での旅は順調に進み、何事もなくラピスラズリへ到とう着ちやくした。

　アカリは王城へ戻もどり、ティアラローズたちは実家であるクラメンティール邸ていへ向かう。




　屋や敷しきに着くと、執しつ事じが出で迎むかえるよりも先に勢いよく父親が玄げん関かんホールまでやってきた。

「ティアラ、会いたかったぞ～っ!!」

「お父様、お久しぶりです。お元気そうで、よかった」

「ああ。私も、母さんも元気だ。アクアスティード陛へい下かも、お元気そうで何よりです」

　父のシュナウスは、ティアラローズを抱だきしめたあとアクアスティードに挨あい拶さつをする。

　順番が逆ではないのか？　と突つっ込こみを入れたいところだが、いかんせんこの父親は娘むすめであるティアラローズラブなため仕方がない。

　アクアスティードも、そんな娘思いのシュナウスを好ましく思ってくれている。

「はい。クラメンティール侯こう爵しやくもお元気そうで、安心しました」

「まだまだ現げん役えきですからな。国のためにも、休んでいるわけにはいきません」

「ラピスラズリは、侯爵がいれば安あん泰たいですね」

　たわいのない雑談を交かわしていると、奥おくからティアラローズの母親であるイルティアーナが顔を出す。

　ティアラローズに似ていて、おっとりとした優やさしい雰ふん囲い気きの女性だ。

「おかえりなさい、ティアラ。アクアスティード陛下も、遠いところ足を運んでいただきましてありがとうございます。どうぞ、ごゆっくりしていってくださいね」

「ただいまかえりました。お母様」

「お久しぶりです。短い間ですが、お世話になります」

　両親との再会は、だいたい二年ぶりくらいだろうか。

　二人が元気なことにほっとする。

　一通り挨拶が終わったところで、フィリーネとエリオットが入って来た。使用人に馬車へ積んである荷物の手配をしてくれていたのだ。

　シュナウスとイルティアーナは、フィリーネを見つけて嬉しそうに声をかける。

　幼いころからずっとティアラローズの侍じ女じよをしていたため、二人にとってフィリーネは娘と同じように大切な存在だ。

「フィリーネも元気そうでよかった」

「おかえりなさい、フィリーネ」

「旦だん那な様、奥様、ご無ぶ沙さ汰たしております。お会い出来るのを楽しみにしておりました」

　フィリーネが微笑みながら、挨拶をする。

　イルティアーナはフィリーネの側そばまで行って、「大だい丈じよう夫ぶ？」と少し心配そうに顔を覗のぞき込こむ。今回、フィリーネの実家に行くということは理由と一いつ緒しよに伝えてある。

「奥様、お気き遣づかいいただきありがとうございます。ティアラローズ様にも同じように心配していただいて……わたくしは幸せですね」

「わたくしもティアラローズも、もちろんシュナウスも、フィリーネの味方だもの。何か困るようなことがあれば、いつでも相談してちょうだいね」

「はい、ありがとうございます」

　イルティアーナの言葉を聞いて、フィリーネは目に涙なみだを浮うかべる。こんなにも大切に思ってもらえて、とても嬉しいのだ。

　続いて、エリオットもアクアスティードの側近として改めて挨拶をする。

　シュナウスとは何度か顔を合わせて会話もしたことはあるが、イルティアーナとは話したことがない。

「彼かれはとても真ま面じ目めな青年だよ。アクアスティード陛下はよい部下をお持ちで、羨ましい限りですな」

「ティアラローズの母、イルティアーナです。どうぞゆっくりしていってくださいね」

「ありがとうございます。アクアスティード陛下の側近を務めております、エリオットです」

　玄関で全員の挨拶が終わってしまい、ティアラローズは笑う。

　本当は、応接室かどこかで行うのだけれど、今回ばかりは仕方がない。

　シュナウスがティアラローズに会いたくて会いたくて会いたくて仕方がなかったから、大人おとなしく応接室で待っていられなかったのだ。

　前回ラピスラズリに来たときは、実家へ来る予定だったのだがそれが出来なくなってしまったので、シュナウスはさらに待ち切れなかったのだろう。

　イルティアーナははしゃいでいるシュナウスを微笑ましく思いながらも、ティアラローズたちに部屋へ行って少しゆっくりするよう促うながす。

「楽しい話は、夕食のときに聞かせてちょうだい。持ってきた荷物の整理や支し度たくもあるでしょうから、部屋へ案内させましょう」

「はい、そうさせてもらいますね。わたくしは、自室を使っていいですか？」

「もちろんよ。ティアラの部屋はいつでも使えるようにしてあるから、自由にしてちょうだい」

　荷物だけは使用人に運んでもらうことにして、ティアラローズはアクアスティードを連れて部屋へ向かう。

　フィリーネとエリオットにも、それぞれゲストルームが用意されているので各自しばらく休きゆう憩けいだ。




　久しぶりの自室に入り、ティアラローズはきょろきょろと中を見回す。

「どうしたの、ティアラ」

「なんだか懐なつかしくて。あ、ぬいぐるみもそのまま飾かざってある……！」

　チェストの上にあるうさぎのぬいぐるみを見て、ティアラローズは目を細める。

　小さなころ、父親にもらった誕生日のプレゼントだ。赤いチェックのリボンが巻かれていて、可か愛わいらしい。

　まだぬいぐるみを飾っているのかと思われると、少し恥はずかしいけれど。

「可愛いね。帰ったら、私もティアラにぬいぐるみをプレゼントしようかな？」

「もうっ、そんな子供じゃないんですから……」

「そう？　ベッドに置いておいたら、抱きしめて寝ねてそうで可愛いけど」

　くすくす笑いながら告げるアクアスティードに、ティアラローズは顔を赤くする。しかしすぐに、アクアスティードが「でも」と話を切った。

「それだと、私が抱きしめて寝れないから駄だ目めだ」

「あ、アクア様！　もう……」

　神しん妙みような顔で何を言うのかと思えば……と、ティアラローズは呆あきれる。

　けれどその反面嬉しくて、なんと反論したらいいかわからない。いや、この場合は出来ないというのが適切だろうか。

　熱くなった頰ほおを手で扇あおぎながら、ティアラローズは窓を開ける。すると、アクアスティードが「懐かしいな」とティアラローズを見た。

　今ティアラローズが開けた窓は、バルコニーが付いている。

　以前、まだ二人が婚こん約やくする前。アクアスティードが、ティアラローズに会うためこの窓から接せつ触しよくを図はかったことがあるのだ。

　アクアスティードの力で妖よう精せいの星祭りを見せてもらい、バルコニーでお茶をした。今思い出しても、とても懐かしい。

「アクア様、せっかくなので一緒にお茶をしませんか？　もちろん、バルコニーで」

「それはいいね」

　ティアラローズはティーポットを用意して、窓からバルコニーに出て角を曲がった。外からも死角になる場所に、ローテーブルとソファが設置してある。

　ここはティアラローズが読書をしたりお菓か子しを食べたり、ゆっくりくつろぐことの出来るお気に入りの場所だ。

　二人でソファに並んで座ろうとするが、冷えた風が頰を撫なでる。

　雪こそ降ってはいないけれど、季節は冬。外でお茶をするのは無む謀ぼうだったかもしれない。

「思ったより、外は冷えますね」

　とはいえ、せっかくなのでソファへ座る。

　アクアスティードも、ティアラローズの横へ腰こしかける。しかし、寒さでティアラローズが風か邪ぜを引いてしまわないか心配だ。

　冬用のドレスなので多少は暖かいけれど、外はコートがなければ辛つらいだろう。

　はく息が、白い。

「ティアラ、手を」

「はい？」

　言われるがまま、ティアラローズは差し出されたアクアスティードの手に自分の手を重ねる。触ふれ合あった部分が、温かい。

「ああよかった、まだ完全に冷たくなってはいないね。ティアラはすぐ指先が冷えるけど、こうしていれば冷えないだろう？」

「アクア様……」

　繫つないだ手を見ながら嬉しそうに微笑むアクアスティードを見て、ティアラローズはきゅんとする。

　確かにずっと手を繫いでいれば、冷えることはないだろう。

「私の体温は高いからね。それを理由にこうやってティアラに触れられるんだから、役得だ」

「そんなの、わたくしだって同じです。アクア様は温かいので、ずっと触さわっていたいですし……それを理由に冬はたくさんくっつけます」

　ふふっと笑いながらティアラローズが触れていると、アクアスティードもくすりと笑う。指同士を絡からめるようにして、アクアスティードがむにむにとティアラローズの手で遊ぶ。

「冷たくなかったら、触ってくれないの？」

「え……」

「私はそんなの関係なしに、冬でも夏でもずっとティアラに触れていたいけどな」
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　アクアスティードの容よう赦しやない甘あまい台詞せりふに、恥ずかしくなって縮こまる。

　もちろんティアラローズだって、理由なく、毎日いつでも、アクアスティードに触れていたいし、触れられていたら嬉しいと思う。

「私だって、そうです！　えいっ!!」

「！」

　ティアラローズはアクアスティードの言葉を肯こう定ていして、その腕うでの中にぽすんと飛び込む。ぎゅうう～っと抱き着いて、アクアスティードの温ぬくもりにほっとする。

　──アクア様、ぬくぬくだ。

　これは一度味わったら離はなれられないなと思ってしまう。

　──あ、そうか。外ではあんまり抱きしめられたりしないからだ。

　普ふ段だんは温かい部屋の中にいるので、外でイチャイチャすることはほとんどないのだ。したとしても、手を繫ぐくらいだろうか。

「……アクア様が温かくて、離したくないです」

「またそうやって、可愛いことを言うんだから……」

　ティアラローズの無防備さが、堪たまらない。

　それにぐっと耐たえ、自分にしがみつくように抱き着いてくるティアラローズを包つつみ込こむように抱きしめ返す。

　そして確かにこれは温かくていいなと思う。

　アクアスティードは抱きついてきているティアラローズを、そのままひょいっと抱き上げるようにして自分の膝ひざの上に座らせる。

「きゃっ！　アクア様、いきなり持ち上げないでくださ──」

「──ん」

　反論しようとティアラローズが口を開いたけれど、それをすべて言い終わる前にアクアスティードによって塞ふさがれてしまった。
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　ちゅっと優しく口づけをされて、何度もついばむようにキスをされる。小さなリップ音にティアラローズの肩かたが揺ゆれ、少し離れて、互たがいの視線が合う。

　嬉しそうな金色が、ティアラローズを見ている。

　ティアラローズが恥ずかし気に瞳ひとみを閉じると、再び唇くちびるが重なった。外の空気は寒いのに、互いの吐と息いきはひどく熱い。

「可愛い、ティアラ」

「ん、アクア様……」

　アクアスティードが離れていくのを見て、ティアラローズはいやいやと首を振ふる。ぎゅっと抱きしめる腕に力を込め、目を閉じてもう一度キスされるのを待つ。

　その愛らしさに、もしかして自分は何かを試ためされているのだろうか──と、アクアスティードが考えてしまうほどだ。

　もう一度口づけて、再び互いの体温を分け合う。誰だれの目もないのをいいことに、どんどんアクアスティードの口づけが深くなっていく。

　長いキスのあとティアラローズは酸素を求めるように息を吸う。

「はぁ……はふ……。アクア様、ここ……外です」

「ティアラだって、もっとって……ねだったろう？」

「そ、それは……!!」

　いきなり外でキスは駄目ですと言いたかったけれど、ティアラローズの言葉にはまったく説得力がないとアクアスティードは微笑むのだった。
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　ティアラローズの実家に帰省した翌日、休む間もなくフィリーネの実家へ行くことになった。

　嫌いやなことはさっさと済ませてしまいたいという、フィリーネの希望だ。

　さすがに隣りん国ごくマリンフォレストの国王であるアクアスティードが一緒に行くわけにはいかないので、ティアラローズとフィリーネの二人で実家であるサンフィスト家へ行くという話になった。




　屋敷の前に停まった馬車の前で、アクアスティードはどこか心配そうにティアラローズを見詰める。

「何も問題がなければいいんだけど」

　何かあれば、すぐ連れん絡らくするようにとアクアスティードが言う。

「大丈夫ですよ、アクア様。フィリーネの実家へご挨拶に行くだけですから」

「……それもそうか」

　アクアスティードは納なつ得とくするも、今度はシュナウスがハラハラしていた。

「やっぱり私が一緒に行くのがいいんじゃ……」

「お父様はお仕事でしょう？　ちゃんと登城してくださいませ」

「そ、そうだな」

　ティアラローズは心配しすぎだと苦笑するが、それだけ自分とフィリーネのことを考えてくれていて嬉しく思う。

　とはいえ、アクアスティードも納得はしたけれどシュナウスと同じように一緒に付いていけたら……という気持ちがあるのも事実。

　どうしようか考えて、後ろに控ひかえていた側近に声をかける。

「エリオット」

「はい？」

　どうかしましたか？　そう告げながらやって来たエリオットに、アクアスティードは視線でティアラローズの方を示す。

「一緒に行ってこい」

「え？　ですが、それは……」

「私は一人でも問題ない。でも、ティアラが心配だからな。それに、エリオットもフィリーネが心配じゃないのか？」

　だから同行するよう告げるアクアスティードに、エリオットは苦笑する。自分の主人を一人にするのは憚はばかられるが、気遣ってもらえたことはありがたい。

　エリオットは少し悩なやみながらも頷うなずいて、一緒に行くことを了りよう承しようした。

「わかりました。ですが、お一人での行動はお控えくださいね」

「ああ、わかっている。……ティアラ、エリオットも一緒に連れていってくれ」

「アクア様！」

　突とつ然ぜんの申し出にティアラローズは驚おどろくも、笑え顔がおで了承する。

「お気遣いありがとうございます、アクア様。エリオットも、フィリーネをよろしくね」

「はい。私でお力になれるといいのですが」

「ティアラも無茶はしないこと。何かあれば、持ち帰って私に相談をして」

　アクアスティードはティアラローズに念押おしし、エリオットは少し自信なさげに頷く。

　主人であるアクアスティードの付つき添そいで貴族の屋敷へ行くことはよくあるけれど、まさか同どう僚りよう……しかも告白をして恋こい人びと未満の女性の実家へ行くとは思ってもいなかったのだ。

　もちろん、心配だし力になれるなら協力を惜おしんだりはしないけれど。

　粗そ相そうがないよう気を付けようと、エリオットは気を引ひき締しめる。

　隣となりでそのやり取りを見ていたフィリーネは、くすりと笑う。

「わたくしの家は、緊きん張ちようするようなところではないですよ。あまりおもてなしは出来ないかもしれませんが、ゆっくりしていってください」

「ありがとうございます」

　フィリーネの言葉にエリオットは礼を言い、少し安あん堵どするように微笑む。

　こうして、ティアラローズとフィリーネはエリオットと三人で、フィリーネの実家へと向かった。
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　きらきら瞳を輝かがやかせるルーカスと、氷の女王のように冷たい眼まな差ざしのフィリーネ。

　両者の温度差が激しすぎる。

　──というか、どうしてルーカス様がここにいるの？

　ティアラローズの主しゆ催さいした仮面舞ぶ踏とう会かいで騒さわぎを起こし、ラピスラズリへ強制送そう還かんされている。

　そして、マリンフォレストからフィリーネには近づかないよう警告したのだが……どうやら意味がなかったらしい。

　ティアラローズは小さくため息をつく。

　この世界には身分制度などはあるが、それ以外の細かな法律が現代日本ほど設定されてはいない。

　マリンフォレストであればルーカスがフィリーネに近づかないよう強制出来たかもしれないが、自国へ戻った後のことはラピスラズリ側に任せるほかない。




　ティアラローズはフィリーネの隣まで歩いていき、困ったような表情でルーカスを見る。

「ルーカス様。わたくしの侍女を、あまり困らせないでくださいませ。それに、玄関前の庭先でそのように呼び止める……なんて。少し配はい慮りよが足りないのではなくて？」

「え……っ、ティアラローズ様!?」

　なぜここに、という表情のルーカスに、ティアラローズは構わず言葉を続ける。

「フィリーネはわたくしの大切な侍女ですもの。里帰りの際に、ご両親へ一緒にご挨拶にきてもおかしいことはないでしょう？」

「それは、そうかもしれませんが……今や、ティアラローズ様はマリンフォレストの王おう妃ひではありませんか。それが、わざわざ挨拶になんて」

　男だん爵しやく家けであるフィリーネの立場を見下すようなルーカスの物言いに、ティアラローズは怒いかりが込み上げる。

　自分の大切な侍女をそんな風に言われて、好感など持てるはずがない。まあ、元から好感なんてなかったけれど。

　フィリーネはルーカスを無視し、ティアラローズとエリオットに声をかける。

「とりあえず、中へどうぞ。今日は父もいるはずですから」

「ええ。ありがとう、フィリーネ」

　三人が中に入ろうとすると、「待ってくれ!!」とルーカスが声を荒あららげる。

「フィリーネ、結けつ婚こんしよう。もう、ウエディングドレスだって準備をしているんだ」

　この男はいったい何を言っているのだろうか──と、ティアラローズたちは思う。

　確かに貴族間の政略結婚であれば、家同士が準備を進めることもある。けれどフィリーネは何度も断り、了承していない。

　力のない貴族の令れい嬢じようであれば抗あらがえないこともあるかもしれない。けれどフィリーネは、「生まれがラピスを賜たまわった侯こう爵しやく家けの令嬢であり、現在はマリンフォレストの王妃」であるティアラローズの唯ゆい一いつの侍女。

　ある意味、父親であるサンフィスト男爵よりも、権力者との繫がりが強く立場がしっかりしている。

　フィリーネは大きなため息をついて、嫌そうな姿勢を崩くずすことなく告げた。

「それは何度もお断りしていますが？」

「フィリーネ、ああ、そうか。ほかに人がいたから恥ずかしかったんだね。私としたことが、配慮にかけてしまってごめん」

「違ちがいます」

　これは切りがなさそうだなとティアラローズが思っていると、屋敷の奥からサンフィスト男爵が「何の騒ぎだ？」とやってきた。

　まさか玄関先で役者が揃そろってしまうなんて。

「いったい何事だ！　……フィリーネ、帰ってきたのか。ルーカス様、応接室でお待ちいただいていたはずでは──ティアラローズ様!?」

「お久しぶりです、サンフィスト男爵」

「足を運んでいただきまして、申し訳ございません。いつもフィリーネがお世話になっております」

　全員を見回したサンフィスト男爵は、ティアラローズを見て慌あわてて礼をする。なんども頭を下げて、とても腰の低い男性だ。

「いいえ。わたくしの方が、いつもフィリーネに助けられていますから」

「お役に立てているようであれば、幸いです。さあ、こちらへどうぞ」

「ありがとう」

　サンフィスト男爵は、ティアラローズを屋敷の中へと招き入れる。そしてその途と中ちゆうで、一緒にいるエリオットに気付く。

「こちらの方は？」

「彼は、アクアスティード陛下の側近のエリオットです。本日は、一緒に来られない陛下の代わりに来てくださいました」

「エリオットです。よろしくお願いいたします」

　ティアラローズがエリオットを紹しよう介かいすると、サンフィスト男爵はなるほどと頷いた。そして笑顔で握あく手しゆを交わし、挨拶をする。

「大したおもてなしは出来ませんが、ゆっくりしていってください」

「ありがとうございます」

　少し穏おだやかな雰囲気になったと思ったのだが、ルーカスがエリオットを睨にらみつけている。どうやら、フィリーネの近くにいたエリオットが気に食わなかったらしい。

「フィリーネは私と結婚するのだから、そんな不用意にほかの男に近付かないでくれ」

「…………」

　ルーカスの言葉を聞き、フィリーネはこれ以上の会話は無意味だと判断したのだろう。顔を背そむけるようにして、そのままティアラローズとエリオットの間に立つ。

　それを見て慌てたのは、サンフィスト男爵だ。

　仮にも己おのれの家より爵しやく位いが上の貴族だし、資金の援えん助じよだって受けている。あまり機き嫌げんを損そこねたくないというのが、正直なところだろう。

「フィリーネ、そのような態度を取るものではない。ルーカス様は我わが家やのことをとても考えてくださっているんだ」

「そうだよ、フィリーネ。それに、私ならフィリーネを世界一、幸せな花はな嫁よめにしてあげられる！」

　いったいどこからそんな自信が出てくるのだろうか。

　絶対零れい度どのようなフィリーネの視線に、さすがのルーカスもびくりと体を震ふるわせた。

「フィリーネ？　……君は、そんな冷たい表情をする子ではなかっただろう？」

　可愛い笑顔を見せてくれと、ルーカスは告げる。

　けれど、フィリーネに笑顔が浮かぶはずもなく。

　サンフィスト男爵も、そんな様子のフィリーネに焦あせりつつ言葉をかける。

「フィリーネはいつも良い子だっただろう？　あまり我わが儘ままを言って、私を困らせないでくれ。ね？」

　どうやら、父親は完全にルーカスの味方のようだとフィリーネはあきらめる。

　昔から、この父親は自分より上の立場の者には絶対に逆らえないのだ。常に相手の顔色を窺うかがい、自分が不利になる条件でも一つ返事で引き受けてしまう。

　だからこそ、フィリーネとルーカスの結婚話にも頷いてしまったのだ。

　でも、この結婚にお金というメリットがあることはフィリーネにもわかっている。

　フィリーネがルーカスと結婚すれば、幼い弟てい妹まいたちを金銭的な意味でも守ることが出来るし、辛い思いもさせなくて済むだろう。

　ただ、そのメリットを考こう慮りよしてもルーカスが嫌だった。

　フィリーネは、父親とルーカスへ視線を向ける。

「もういいのです。わたくしの人生を勝手に決める実家も、嫌だと言っているのにしつこいあなたも……」

「フィリーネ……」

　その静かなフィリーネの声に、本気で怒おこっているということがわかった。

　普段、フィリーネは本気で怒ることがほとんどないと言ってもいい。

　ティアラローズに何かあれば怒りをあらわにするが、自分のことに関してはその感情が表に出ることはあまりない。

　──どうしよう、本気で怒ってる！

　これは絶対に、解決して帰らなければならないとティアラローズは思う。

　フィリーネがここまで辛そうにしているのに、そこそこ話し合いをして次回に持もち越こし……なんてことは、駄目だ。

　けれど、フィリーネはティアラローズが王妃という立場を使い、この話に無理やり決着をつけることは望まないだろう。

　ならばどうすればいい？　ティアラローズは考えるが、それを待たずに、フィリーネが動きを見せた。

　フィリーネは、ぐいっとエリオットの腕を引っ張る。

　そしてはっきりと、告げたのだ。




「この方が、わたくしの婚約者ですから！」




　フィリーネの爆ばく弾だん発言に、全員が驚いた。だってまさか、彼かの女じよがそんなことを言うとは誰も思っていなかったのだ。

　でも、一番驚いているのはエリオットだろう。

　目と口を大きく開けたままで、動どう揺ようしているのがわかる。

「ああああの、フィリーネ？」

「…………」

　困こん惑わくしながらエリオットがフィリーネの名前を呼ぶが、フィリーネは腕を摑つかむ手に力を込める。よく見ると小刻みに震えているようで、エリオットははっとする。

　両親はルーカスの味方をし、婚約話を進められて、辛い思いをしているのに……今ここでちゃんと味方にならないでどうするのだ。

　エリオットは自らフィリーネの手を取って、サンフィスト男爵へ向く。
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「フィリーネ様のことは、お慕い申し上げております。……私のような若じやく輩はいがとお思いでしょうが、この気持ちに噓うそ偽いつわりはありません」

「エリオット……」

　フィリーネの勝手な行動を窘たしなめるわけでもなく、この一いつ瞬しゆんでエリオットは身の振り方を決めた。

　フィリーネを、自分の持てるすべてを使って守ろうと。

　サンフィスト男爵は驚いたまましばらく呆ほうけていたけれど、すぐにはっとする。そして少し視線をさ迷わせた後、フィリーネを捉とらえた。

　フィリーネは先ほどまでの強気の態度とは違い、どこか不安そうにしているのがわかる。

　けれどその手はエリオットを摑んだままで、彼のことを信しん頼らいしているのだということがサンフィスト男爵に伝わった。

　自分の娘が、いつのまにかこんなにしっかりして婚約者を連れてくるなんて……そう考えると嬉しいが、なんだか寂さびしくもある。

　けれどそうなってしまった原因は……いい婚約を結ぶことが出来なかった、頼たよりない父親である己のせいなのだろうとサンフィスト男爵は心が痛くなる。

「君は、エリオット殿どのといったね。いやあ、フィリーネはあまり人に気を許すような子ではないから、とても驚いたよ」

「いえ……」

「アクアスティード陛下の側近であれば、身元もしっかりしているし、何の問題もないだろう。それに、フィリーネがこんなにも君に想おもいを寄せているんだ。私は、それに反対することなんて出来ないよ」

　優し気に微笑むサンフィスト男爵に、エリオットとフィリーネは驚く。

「サンフィスト男爵……」

「お父様……」

　エリオットのことはあきらめて、すぐルーカスと結婚するように言われるのだと思っていたのだ。それなのに、あっさりエリオットのことを認められてしまった。

　やり取りを見ていたティアラローズも、驚いてしまう。けれど、無事に丸く収まりそうなことに関しては安堵する。

　……のだが、そう簡単に終わるわけはなかった。

「ふざけるな！　フィリーネは、私の婚約者だぞ！　ウエディングドレスだって、用意している！　お金だって、渡わたしてあるんだぞ!!」

「そ、それは……本当に申し訳ありません。ルーカス様への謝罪は、私から誠心誠意させていただきます」

　サンフィスト男爵は頭を下げて、フィリーネのためにどうすればいいか考えている。

「ですが、私はフィリーネの気持ちを汲くみたいといいますか……」

　ルーカスが怒ど鳴なり、サンフィスト男爵は精せい一いつ杯ぱい謝罪するが次し第だいに声が小さくなっていく。普段から受け身の彼に、強気のルーカスを突っぱねるなんて無理な話だったのだ。

　本来であれば、きっとこのままルーカスに押し切られてしまっていただろう。

　けれど今は、エリオットがいる。

「エリオット殿は、フィリーネをこうして大切にしてくれている。……本来であれば、父親である私がまっさきに味方にならなければいけないのに。恥ずかしい限りです」

　フィリーネが自分の意志で幸せになるために、一歩を踏ふみ出だしたのだ。それを父親である自分が足を引っ張ってはいけないと、そう強く思ったのだろう。

「ルーカス様のお考えはもっともかもしれませんが、どうかフィリーネの気持ちをわかってあげてください」

「……ふざけるな、援助されている分際で!!　それほど私とフィリーネの婚約を破は棄きしたいのなら、私がサンフィスト家に払はらった金と慰い謝しや料りようをお前に払ってもらおうか！　そうすれば、私は手を引いてやろう！」

「ちょっとルーカス、なんてことを言うの……っ!!」

　ルーカスはエリオットを指さして、「すぐに支し払はらえ」と怒鳴りつける。

「私がどれほどフィリーネを愛しているか、お前にわかるのか!?　子供のころからずっと、ずっとずっと、結婚する日を待ちわびていたんだぞ!!」

　ルーカスは息を切らして叫び、イラつく様子を隠そうともしない。そして息をついて、何かを閃いたように顔をにやつかせる。

「そうだな……」

　内ポケットから取り出した紙にペンを走らせて、エリオットに差し出した。

「ほーら、この金額を払えよ！　そうしたら、フィリーネを解放してやるよ！　まっ！　お前には無理だろうがな!!」

「ちょ、こんな金額！」

　エリオットの受け取った紙を覗き見て、フィリーネは顔を青くする。

　フィリーネが払える額でないのはもちろんだが、家名を持たないエリオットが払うことだって不可能だろう。

　フィリーネはぎりっと唇を嚙かみしめ、自分の愚かさに表情を歪ゆがめる。ルーカスが逆上して怒鳴り散らすことなんて、少し考えればわかるはずだったのに。

　優しいエリオットを巻き込んでしまったことに、後こう悔かいしかない。泣きたいのをぐっとこらえて、どうしたらいいだろうと考える。

　しかしぽんと頭に手が載のせられて、「心配いりません」とエリオットに優しく告げられた。

「大丈夫ですよ、フィリーネ。泣かないでください」

「泣いてなんて……」

「でも、泣きそうです。フィリーネに似合うのは、笑顔ですから」

　だから笑ってくださいと、エリオットはフィリーネに微笑む。

「では、少々お時間をいただきますね」

　エリオットは涼すずしい顔で、内ポケットに入れていた紙と封ふう筒とうに何かを書いていく。簡単に封ふうをして、一通の手紙にして魔ま法ほうをかける。

「羽ばたき、雲を突き抜けて飛び行け！」

　すると、手紙は一瞬にしてその姿を鳥に変えた。大きな翼つばさを羽ばたかせて、飛んで行く。

「な、なんだって……そんな高度な魔法、私だって使えないのに……」

　あり得ないと、ルーカスは首を振る。

　そんな彼に、エリオットはにこりと微笑む。

「これですぐに支払い手続きがなされますから、どうぞ確かく認にんしてください」

「な、な、なっ！　そんなことが、信じられるわけないだろう！　おい、すぐに調べろ!!」

　余よ裕ゆうのエリオットに、ルーカスはすぐさま従者へ調べに行くよう命じた。




　怒ど濤とうの展開にティアラローズは感かん嘆たんの息をもらす。

　普段はあまり自己主張することのないエリオットは影かげが薄うすいように見えるけれど、非常に優ゆう秀しゆうで頼りになる。それは、アクアスティードがずっとエリオットを側近にしていることからも容易に想像できる。

　優秀でなければ、アクアスティードの側近を続けることなど出来はしない。

　自らが提示した無理難題をエリオットに難なく解決され、鼻息を荒くし怒り心頭のルーカスを鎮しずめるのは……自分の役目だろう。そう考え、ティアラローズはルーカスの前へ出る。

「ルーカス様、これ以上は見苦しいのではありませんか？」

「ティアラローズ様……！　ですが、平民に払えるような金額ではありません。適当に、支払ったと告げてフィリーネを連れていく気かもしれません」

　ルーカスの言葉に、呆れてものも言えない。

「エリオットはアクアスティード陛下の一番の側近です。それを否定することは、アクアスティード陛下を侮ぶ辱じよくしていることと受け取りますが？」

「そ、そういうわけでは……」

　ティアラローズが厳しい口調で告げると、ルーカスは黙だまってしまう。大国であるマリンフォレストを敵に回すなんて、恐おそろしくて誰も出来はしない。

　これ以上は、もう何も言ってはこないだろう。ティアラローズはそう判断し、フィリーネとエリオットに微笑みかける。

「ひとまず落ち着いたようで、安心ね。フィリーネも、上う手まくまとまってよかったわ。エリオットも、フィリーネを守ってくれてありがとう」

「ティアラローズ様、ありがとうございます」

「私ではまだまだ力不足ですが、精いっぱい頑がん張ばります」

　フィリーネもはにかむように笑い、エリオットも笑顔をつくる。

　ルーカスが悔くやしそうにしているけれど、この後の処置はサンフィスト男爵が上手くやってくれるだろう。
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　ティアラローズは応接室に案内され、やっと落ち着くことが出来た。

　サンフィスト男爵はエリオットのことをすっかり気に入ったらしく、歓かん迎げいモードになったようだ。

　フィリーネが別室で両親と話をしているので、今は、ティアラローズとエリオットの二人で座って待っている。




　エリオットは落ち着かない様子でティアラローズに話しかけた。

「あの……ありがとうございました。フォローしていただかなければ、もっと長引いてしまったと思います」

「わたくしこそ、フィリーネを守ってもらって感謝しているもの。……そういえば、さっきの手紙はアクア様に？」

「はい、そうです」

　予想はしていたけれど、気になっていた手紙の飛んでいった先。どうやら、ティアラローズが考えていた通りアクアスティードの下へ送られていたらしい。

　──それなら、きっとアクア様が迎えにきてくれるわね。

「なら、しばらくここで待ちましょう……あら？」

「子供……？」

　ドアが少し開いて複数の目がこちらを覗き込んでいた。

「もしかして、フィリーネの弟妹たちかしら。いらっしゃい」

「わー、ティアラローズ様だ！」

「こんにちは」

　挨拶をしながらわらわら入って来た子供は、五人。

　ティアラローズはフィリーネに弟と妹がいることを聞いて知っていたけれど、いざ目の前にすると圧巻だ。

　中でも一番年上だと思える少年が、代表して前に出た。

「すみません、妹たちがどうしてもと聞かなくて……」

「別に構わないわ。わたくしは、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレスト。あなたは？」

「私はサンフィスト家の長子、アランです。年は、十六になります」

　礼れい儀ぎ正ただしい姿に、好感が持てる。

　フィリーネと同じ黄緑色の髪かみで、穏やかな雰囲気の優しそうな少年だ。

「わたくしはエレーナ、十五歳です」

「ルナ、十二歳」

「僕ぼくはルナの双ふた子ごの弟のルイです」

「わたくしはナディア、十歳です」

　全員が自己紹介して、最後にエリオットも挨拶する。

「私はエリオットです。マリンフォレストのアクアスティード陛下の側近をしています」

「ご丁てい寧ねいに、ありがとうございます。まさか、姉にこんな素す敵てきな殿との方がたがいるとは存じあげませんでした」

　苦笑しながら告げるアランだが、その表情は晴れやかだ。フィリーネが幸せになれそうだということが、嬉しいのだろう。

「お恥ずかしい話ですが、当家は資産にあまり余裕がありませんから……。妹たちが今後嫁とつぐことを考えると、父もルーカス様に強くお断りの返事が出来なかったのです」

　なので、フィリーネを助けてくれたことにとても感謝しているのだという。

「長子の私がもっとしっかりしていればよかったのですが……」

「アラン様はまだ学生でしょう？　仕方がないわ」

「ティアラローズ様……ありがとうございます。ですが、今後はフィリーネ姉様はもちろん、妹たちにも好きな男性の下へ嫁げるよう、私も事業を盛り上げていくつもりです。まだまだ、未熟者ではありますが」

　十六歳といえば、学園を卒業する年だ。

　卒業後、アランはサンフィスト男爵の下で事業を手伝うことになる。それに意い気き込ごみを見せるが、そう簡単に盛り返すことは難しいとティアラローズは思う。

　──業績をいきなり、しかも十六歳のアラン様が伸のばすのはきっと厳しい。

　何か新しい策でもあればいいけれど──と思ったところで、ティアラローズは閃ひらめいた。

「そうだ、新しくスイーツのお店を開けばいいのよ！」

「え……？」

　突然の提案に、アランはもちろん、エリオットや下の弟妹たちも驚く。

　これは名案だと、ティアラローズは思う。

「勝率は高いと思うわ」

　以前、シリウスから見せてもらったスイーツ関連の事業報告書。それを見る限りでは、お菓子やデザートを取とり扱あつかう店は業績が右肩上がりになっている。

　アラン一人だけでは厳しいけれど、バックにティアラローズやクラメンティール家が付けばそれほど難しくはないはずだ。

　スイーツを取り扱うお店が増えるに越したことはないし、まだそこまで出店数が多いわけでもないので参入するなら今がチャンスだろう。

　さらにサンフィスト家であれば、貴族向けよりも、庶しよ民みん向けに事業を拡ひろげていくのも悪くはないだろうとティアラローズは考える。

　──いい作戦じゃないかしら？

　ティアラローズが脳内で計画を立てていると、アランが困惑した表情で自分を見ていることに気付く。

「ああ、突然でごめんなさい。アラン様、実はわたくしスイーツがとても好きなんです」

「は、はい……フィリーネ姉様に聞いたことがありますので、存じております」

「フィリーネが？　そうなの……。なら、話は早いわね」

　まさかスイーツ好きを知られているとは……と、少し恥ずかしくなりながらもティアラローズは話を進めていく。

「庶民向けのスイーツ店を開きましょう！　そのためのレシピは、わたくしがとっておきのものをお教えしますから」

「え、庶民向けのスイーツ店……ですか？」

「今のラピスラズリにも、もちろん店てん舗ぽはいくつかあるわ。けれど、もっとあってもいいとわたくしは思っているの」

　材料の質は落とすことになるかもしれないけれど、仕入れなどを安くしてコストを抑おさえ、庶民でも気軽に購こう入にゆう出来る値段で販はん売ばいしてみてはどうかとティアラローズは提案する。

　とはいえ、アランが嫌だと首を振ればこの話はここまでだ。

「どうかしら」

　ティアラローズが問いかけると、どうするべきかとアランが思案する。

　いろいろと考えることがあるのだろう。人手はもちろんだが、店舗のための土地や施せ工こう費、材料などの仕入れルートも必要だし、手続きもしなければいけない。

　というよりも。

「それは学生である私が判断していい事案ではないと思うのですが……」

　まずは父親であり当主であるサンフィスト男爵の許可が必要ではと、アランが告げる。

　確かにそれもあるけれど、ティアラローズは新事業として立ち上げるのであればサンフィスト男爵の手は入らない方がいいと思っている。失礼かもしれないが。

「確かに、男爵に許可をいただくことは必要でしょう。けれど、もしも事業を立ち上げるのであれば、アラン様に頑張ってほしいとわたくしは思うの。もちろん、バックアップはさせていただくわ」

「ティアラローズ様……！」

　想像以上に自分たちのことを気にかけてくれていることに対して、アランは驚きを隠かくせない。しかしそれが嬉しいのは事実で、即そく座ざに頷き己の意思を示した。

「私自身としては、ぜひそのお話を受けたいと思っております」

「わたくしはもちろんだけれど、クラメンティール家も力になるわ。わたくしは、いつもフィリーネに支えてもらっていたから」

「ありがとうございます」

　幼いころから侍女として仕えてくれたフィリーネは、ずっとティアラローズのことを支えてきてくれた。

　ハルトナイツにアカリという女性の影がちらついたときや、婚約を破棄されたとき……そして、アクアスティードとの恋こい仲なかが上手くいくようにと、いつも一番側で応おう援えんしてくれたのだ。

　──わたくしも、フィリーネの力になれるのなら。

「頑張りましょう、アラン様──」

「何を頑張るんですか？　ティアラローズ様」

「フィリーネ……！」

　ティアラローズがアランの手を取って気合を入れようとしているところへ、両親との話を終えてフィリーネがやってきた。

　自分の主人がまた何かやらかそうとしていることに気付き少しあきれた様子だけれど、その表情はどこかすっきりしている。

「実はね、サンフィスト家の新事業として、アラン様とスイーツ屋さんを開く話をしていたの」

「ティアラローズ様!?　わたくしたちは、マリンフォレストへ帰るのですよ？」

「もちろんわかっているわ。滞たい在ざい中ちゆうにレシピを伝えて、またラピスラズリに来たときお店に行くのよ」

　とても楽しそうで、今からわくわくしてしまう。

　それに、ティアラローズが絡んでいるお店となればアカリも目をかけてくれるはずだ。そうすれば、ルーカスのような変な男がちょっかいをかけてくることもないだろう。

　フィリーネはこめかみに手を当てて、ため息をつく。

「またそんな無茶を……」

「無茶ではありません、フィリーネ姉様！」

「アラン？」

　止めようとしたフィリーネの声を遮さえぎったのは、アランだ。

　その瞳には強い意志が込められていて、絶対に成なし遂とげてみせるのだという信念が窺える。

「私は、ルーカス様を止めることが出来ませんでした。すごく後悔していますし、二度と同じ過あやまちは犯おかしたくありません。だから、妹たちを守る力が必要なのです。早さつ急きゆうに！」

「そんなことを……考えていたのね。アランがいつのまにか、こんな立派になっていたなんて」

　フィリーネは弟の成長に涙を浮かべながら、ティアラローズへ頭を下げた。

「ティアラローズ様、弟をどうぞよろしくお願いいたします」

「もう、フィリーネったら。頭を上げてちょうだい。わたくしだって、何から何まで出来るわけではないわ。手を貸して、レシピを教えてあげるだけ。実際に頑張るのは、アラン様よ」

　もうすぐマリンフォレストへ帰るので、レシピだってゆっくり教えることは出来ない。

　ティアラローズは滞在日数などを計算して、「よしっ」と気合を入れた。

「今からレシピを教えるわ！　みんな、時間はあって？」

「よろしくお願いします！」

　ティアラローズの問いかけに、全員が頷き勢いのある返事をした。







　場所は変わり、サンフィスト家の厨ちゆう房ぼう。

　アランをはじめとした、フィリーネの弟妹たちが勢ぞろいだ。

「じゃあ、レシピを教えるわね。本当は事業計画を先に進めないと……なんだけど、教えられる時間が限られているから」

「いえ、とても嬉しいです。ありがとうございます、ティアラローズ様！」

　事業計画書や店舗の選定などすべきことは多いが、それ以上にティアラローズには時間がない。なので、先にレシピを伝授することにしたのだ。

　教えるのは、以前ティアラローズがスイーツ大会で作ったホールケーキだ。販売するときは、このままでも切り分けてもどちらでも問題はない。

　味はもちろんなのだが、ケーキの上に載せる飴あめ細ざい工くとチョコレートのデコレーションリボンが重要になってくる。

　きらきら輝く飴細工に、生クリームとチョコレートリボンのデコレーション。難しいけれど、コツを覚えて数をこなせば作れるようになるだろう。

　まずはティアラローズが一つ作り上げて、手本を見せる。

「うわああぁぁ、ティアラローズ様すごい!!　こんな素敵なお菓子、初めて見ました」

「ありがとう、ルナ様。まずはみんなで食べて味を確認してみて」

　お皿に取り分けて食べると、とたんに全員が表情を輝かせて絶賛する。

「美味しい」

「甘い」

「幸せ」

「絶対に売れる……！」

　と、かなり希望を持ったようだ。

　それを見て、ティアラローズは嬉しく思う。

　ひとまず自分もケーキを食べていると、後ろから声をかけられた。

「ティアラローズ様」

「エリオット？」

　ティアラローズがひとりでどんどん話を進めていっていたので、エリオットは空気のような存在になっていたのだ。

　ちょっと申し訳ないことをしてしまったと反省しながらも、どうしたのか問いかける。

「スイーツ店出資の話ですが、私にも協力させてください」

「え？　でも、エリオットは先ほどルーカス様にも支払いをしたでしょう？」

　ここからさらに新規事業の出資となると、かなり厳しいのではないか。

　エリオットの貯金があとどれくらいあるのかは知らないけれど、かなり高額になってしまうことは間ま違ちがいないだろう。

　ティアラローズが悩んでいると、エリオットは「大丈夫ですよ」と笑う。

「この事業はティアラローズ様のケーキですから、間違いなく成功します。これは、未来への投資です」

「エリオット……」

　絶対に成功することを疑っていないようで、にこにこ笑っている。

　普段は穏やかなのに、こういうときにエリオットの芯しんがぶれることはない。ティアラローズは苦笑しながら、「そうね」と呟つぶやく。

「それじゃあ、エリオットにもお願いしようかしら」

「はい、お任せください！」

　ティアラローズが承しよう諾だくすると、エリオットはぱあっと表情を明るくする。

　しかしすぐに、話を聞いていたフィリーネが「でも」と待ったをかけた。

「さっきのルーカスのことといい、これ以上金銭面でエリオットに負担をかけてしまうのは嫌です」

「フィリーネ、そんなに気にしないでください。私が好きでやったことです」

「ですが……」

　するとそこへ、サンフィスト男爵に案内されてアクアスティードがやってきた。

　フィリーネとエリオットの話は、一時中断だ。

　男爵はアクアスティードが隣にいるためとても緊張して、ガチガチになっている。

「遅おそくなってしまったね、ティアラローズ。エリオットも、連絡をありがとう」

　アクアスティードは二人を見て、丸く収まってよかったと微笑む。

「ありがとうございます、アクアスティード陛下」

「とても助かりました。ありがとうございます、アクアスティード陛下」

　今はサンフィスト男爵がいることもあり、ティアラローズは愛称ではなく陛下の敬称を付けてアクアスティードのことを呼ぶ。

「……なんだか、美味しそうな匂いがしてるね」

　ティアラローズが何かやろうとしているのではと、アクアスティードは室内を見回した。

　その隣では、事情を知らないサンフィスト男爵が困惑している。そんな二人の前に出てきたのは、アランだ。

「ティアラローズ様、私から父様に説明させてください」

「わかったわ」

　申し出たアランに頷いて、説明しようとしていたティアラローズは後ろへ下がる。

　フィリーネとエリオットも横へ来て、一緒に見守る。

「私の卒業後について、ティアラローズ様に助言と援助のお申し出をいただきました。エリオットさんも援助を申し出てくださいました」

「アランは、私の事業を手伝うものだと思っていたが……？」

　いったい何を？　と、サンフィスト男爵が問いかける。

「新しい事業を、サンフィスト家で始めたいと思っています！　計画書などの用意はまだこれからですが、かならず成功させてみせますので許可をください」

　そう言って、アランは頭を下げた。

　男爵もなんと返事をしたらいいのか困ってしまったようで、視線を泳がせる。

　自分でも上手くいかないことを、まだ若いアランが一人で行うのは無謀なのでは？　そう、彼は思っているのだ。

　けれど同時に、自分に経営の才能がないということも、痛いほど自覚している。

　アランを見て、ティアラローズを見て、フィリーネとエリオットを見る。

　そこで、サンフィスト男爵の肩の力がふっと抜ぬけた。

　息子むすこには、こんなに味方がいるのだ……と。

　サンフィスト男爵はアランの肩に手を置いて、力強く頷いた。

「私はお前を信じよう」

「ありがとうございます、父様！」

「だが、一つだけ約束してくれ。もし、どうしようもなくなったときは……真っ先に私に相談してくれ。あまりいいアドバイスは出来ないかもしれないし、頼りないが、父親としても精一杯力になれるよう頑張ろうと思う」

「はい、必ず……！」

　今度は力強くアランが頷いたのを見て、サンフィスト男爵はほっと心の底から嬉しそうに笑う。

　きっと、長年彼を追おい詰つめていたいろいろな鎖くさりが少し解ほどけたのだろう。

　その中でも一番重かったルーカスという鎖は、もう二度と絡まることはない。

「私が行っている事業はもちろんですが、アランもサンフィスト家のために頑張ってくれるでしょう。エリオット殿、先ほどのお金は、時間がかかるかもしれませんが……きちんとお返しさせていただきます。そうした方が、フィリーネも健すこやかな気持ちで貴方あなたと結婚出来るでしょうから」

　娘のためにお願いしますと言われてしまっては、エリオットも断れない。

「わかりました。私もまだまだ未熟者ですから、返済が終わる前に一人前になれるよう精しよう進じんいたします」

「ああ、楽しみにしているよ」

　安心したところで、サンフィスト男爵は「そういえば」とアランを見る。

「いったいなんの店をやるつもりなんだ？」

「はい、スイーツ店です！　今は貴族向けの店舗が多いので、材料の原価を抑えて庶民向けのものを作ります！」

「スイーツ!?　さすがに、アランには厳しいのではないのか？」

　サンフィスト男爵のその言葉を聞いて、思わず笑ってしまったのはアクアスティードだ。慌てるサンフィスト男爵に、アクアスティードは首を振って問題ないことを伝える。

「ティアラのレシピで作るお店なら、問題はないだろう。私も保証するよ」

「アクアスティード陛下がそうおっしゃるのであれば、私としても異論はございません」

「ああ。私も期待し……ああ、そうだ。どうせならマリンフォレストにも店舗を出して、姉し妹まい店にすればいい」

　なんて、本気か冗じよう談だんかわからない提案をアクアスティードがする。

　けれどティアラローズがそれを本気で受け取ったらきっと実現のために動くだろう。

　現に、ぱぁっと顔を輝かせて嬉しそうにしているのだから。

　さらにアクアスティードは、もう一つ提案をする。

「私がスイーツ大会で作ったデニッシュケーキの作り方も教えるから、それも店に置いたらいい」

「それはいいですね、アクア様！」

　ティアラローズはすぐに手を叩たたいて、「採用です！」と嬉しそうに笑った。

　こうして、その日は夜よる遅おそくまでスイーツ教室が続いたのだった。
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　十日ほどの滞たい在ざいを終えて、ティアラローズたちはマリンフォレストへ帰ってきた。

　スイーツ店計画に関しては書簡でやり取りを進めることになっているし、アランの意い気き込ごみを見ていると成功間ま違ちがいなしだと思える。

　そもそも、ティアラローズのお墨すみ付つきという触ふれ込こみだけでも話題が集まるだろう。




　ちなみに、フィリーネとエリオットはまだ婚こん約やくしていない。

　エリオット自身が定めた『貴族位を授じゆ与よされてから結けつ婚こんする』という誓ちかいは、やはり取り下げないらしい。

　ティアラローズとしてはとっとと結婚してしまえばいいのにと思うのだけれど、エリオットは自分の考えを曲げたりはしないようだ。

　真ま面じ目め過ぎるのも……と思ったけれど、あまり口を出すのもよくないだろう。ということで、ティアラローズはアクアスティードと一いつ緒しよに見守ることにした。




　ティアラローズは自室のソファに座すわって本を読んでいたが、それを閉じて机の上へ置く。紅茶に手を伸のばして、ふうと一息ついた。

「お疲つかれですか？　ティアラローズ様」

「フィリーネ。そうね、ずっと本を読んでいたから、体が固まってしまったわ」

　くすくす笑いながらそう告げると、フィリーネは「散歩でもしますか？」と提案してくれた。

　少し考えて、部屋にばかりいるよりも……とティアラローズは頷うなずく。

「外は寒いですから、羽織るものを持ってきますね」

「ありがとう」




　フィリーネに準備をしてもらって庭園へと出た。

　忙いそがしい毎日を過ごしていたためだろうか。気がつけば冬ももう終わりに近づき、春が近い。まだ花は咲さいていないけれど、満開の色を見るのもそう遠くはないだろう。

　今日は、庭園に妖よう精せいたちの姿はない。

「冬だから、家でゆっくりしているのかしら？」

「妖精たちも、寒さを感じるのかもしれませんね」

「確かにそうね。今度、温かい紅茶をプレゼントしようかしら」

　妖精のことを話して、それからティアラローズはフィリーネのことに話題を移す。

「それで、エリオットとはどうなの？」

「どうって……どうもいたしません。わたくしは待つと決めたのですから、待つだけです」

　こちらも頑がん固こだったと、ティアラローズは苦く笑しようする。

　けれどフィリーネの表情は嬉うれしそうで、このまま上う手まくいってくれたらいいなと思う。

「わたくしは、幸せですね。ルーカスと結婚しなくていいだけではなくて、家のことまで援えん助じよしていただいて。エリオットには、感謝してもしきれません」

　だから、彼かれのことは何があっても信じるのだとフィリーネは微笑ほほえむ。

　──そうね。エリオットには、頑がん張ばってもらわないといけないわね。

　なんといっても、ティアラローズの大切な侍じ女じよを手に入れるのだから。生半可な覚かく悟ごではなく、最上級に幸せにしてほしい。

　フィリーネのことをないがしろにしたら許さないぞと、今はここにいないエリオットの姿を思おもい浮うかべる。

「……これからが楽しみね。もし困ったことがあったら、絶対わたくしに相談してね？　今までフィリーネにたくさん助けてもらったから、今度はわたくしが力になるわ」

「はい、ティアラローズ様。何かありましたら、最初に相談しますね。でも、エリオットに限ってそんな心配はないように思います」

「ふふ、それもそうね……」

　エリオットは、第一印象からして〝いい人〟だった。

　それは数年経たった今でも変わらず、きっとこれから先もそうなのだろう。

　のんびり庭園を歩いていると、ざわついた声がティアラローズたちの耳へと届く。それは王城に勤めているメイドと騎き士したちのもので、何かあったのだろうかと心配になる。

「一度、部屋へ戻もどりましょう。気になるようでしたら、わたくしが確かく認にんしてきますから」

　フィリーネは足を止めて、ティアラローズにそう提案する。

「そうね。何かあったのであれば、騎士たちの邪じや魔まになってもいけないでしょうし」

　しかし、部屋へ戻るよりも早く呼び止める声が聞こえてきた。




「子こ猫ねこちゃん！」




「えっ、サラヴィア陛へい下か!?　な、なぜここに……」

　騎士とメイドがどうにかしてサラヴィアを止めようとしていたらしいが、自由奔ほん放ぽうな彼は庭園まで来てしまったようだ。後ろには、側近の男性も連れている。

　さすがに、騎士たちも他国の王族へ強く出ることは出来なかったのだろう。

　ティアラローズは苦笑しつつ、「大だい丈じよう夫ぶよ」と騎士たちに微笑む。

　サラヴィアの相手をするため、フィリーネにお茶の用意を頼たのみ、騎士の一人にはアクアスティードを呼びに行ってもらう。

「あまり騎士たちを困らせないでください、サラヴィア陛下」

「ごめんごめん、どうしても子猫ちゃんに会いたかったから。でも、ここで会えてよかったよ」

　少し無茶をした甲か斐いがあったと、サラヴィアは悪びれもせず笑う。

　にこにこと楽しそうに見つめられているが、ティアラローズには嫌いやな予感しかしない。

　いったい何をしに来たのか、目的は何なのか？

「ひとまず、場所を移動しましょう。ここは寒いですから……」

「ああ、そうだね。サンドローズはここまで寒くはならないから、凍こごえそうだったんだ」

　サラヴィアの言葉に苦笑して、ティアラローズは王城内にあるゲストルームへと案内する。




　室内は温かく、外の気温を忘れてしまうほど心ここ地ちよい。

　サラヴィアはソファへ座り、出された紅茶に口を付けてほっと一息ついた。とても上じよう機き嫌げんだ。

「あ、そうそう。馬を飛ばしてサンドローズへ帰ってたんだけど、贈おくり物ものは無事に届いていたよ。ありがとう」

「いいえ、喜んでいただけたのなら嬉しいです」

「それはもう。みんな、喜んでいたよ」

　珊さん瑚ごなどを加工して作ったティアラローズの花の装そう飾しよく品ひんは、とても素す晴ばらしい出来だったとサラヴィアは告げる。

　──でも、どうして一時帰国を？

　サンドローズは馬車で十五日の距きよ離りがある。そのため、どんなに馬を飛ばしても早くて十日ほどだろうと想像できるが……わざわざまたマリンフォレストへ戻って来なくても。

「子猫ちゃん、俺おれの贈った宝石はどう？」

「さすがに物がよすぎますので、大切にしまってあります」

「身に着けてほしいんだけどなぁ」

　装飾品にしてからプレゼントすればよかったかなと、サラヴィアは苦笑する。

　──たとえそうでも、アクア様が着けることを許さないと思います。

　王族とはいえ、ほかの男からの贈り物をティアラローズが身に着けることをアクアスティードが許可するとは思えなかった。

　もし例外があるとすれば、サンドローズへ訪問するときくらいだろうか。

「機会がありましたら、そのときはぜひ」

「そうだね。見ることが出来るのを、楽しみにしているよ」

　ひとまず曖あい昧まいに微笑み、さてどうしようかと考える。

　アクアスティードが来るまでは、本題に入らず雑談しているのがいいだろうか。

　ティアラローズがちらりと視線を向けてサラヴィアの様子を探さぐろうとすると、残念なことに目が合ってしまった。

「どうしたの、子猫ちゃん。あ、もしかして見み惚ほれちゃった？」

「違ちがいます。あまりからかわないでくださいませ、サラヴィア陛下」

「ええぇ、いいじゃないか。かしこまりながら話をしたって、楽しくないだろう？　ほら、可か愛わいいんだからもっと笑ってよ」

　にこにこーっと笑えみを浮かべるサラヴィアに、ティアラローズも苦笑しつつ笑え顔がおを返す。

　どうにかして話題を逸そらそうとして、スイーツに視線を移す。

「サラヴィア陛下、ぜひお菓か子しを召めしあがってください。パティシエが腕うでによりをかけて作っていますから、とても美お味いしいですよ」

「ありがとう。仮面舞ぶ踏とう会かいのときも思ったけれど、マリンフォレストのデザートやお菓子は美う味まいだけじゃなく見た目も美しい。我わが国くにも見習いたいよ」

「そう言っていただけると、とても嬉しいです。ありがとうございます」

　スイーツ関係は、ティアラローズが率そつ先せんしてアドバイスをしているのでパティシエの腕はめきめき上がっているのだ。

　国内はおろか、どこの国へ出しても恥はずかしくないだろう。今ではもう、マリンフォレストを代表する一つの事業と言ってもいいほどに。

　自分の好きなスイーツを褒ほめられて、ティアラローズは喜ぶ。

「わたくしもお菓子が大好きで、パティシエと話をすることも多いんです」

「へぇ、作れたりするの？」

「パティシエには負けてしまいますが、嗜たしなむ程度には」

　サラヴィアは少し驚おどろき、「すごいな」と口にする。

「普ふ通つう、王族は自分で料理をしたりしないのに。ぜひ、俺にも手作りのお菓子を振ふる舞まってほしいな」

「いえ、さすがにサラヴィア陛下へお出し出来るほどの腕ではありませんから」

「えぇぇ～？　子猫ちゃんの手作りっていうだけで、美味しそうなのに」

　本当に駄だ目め？　と、サラヴィアが見つめてくる。

　いくらなんでも他国の王族へ振る舞うことは出来ないので、ティアラローズは首を振る。仲の良よいアカリたちであれば別だけれど、さすがにサラヴィアは無理だ。

　スイーツの話題になると口が軽くなってしまうので、気を付けなければとティアラローズは気合いを入れ直す。

　すると、その様子を見ていたサラヴィアがくつくつ笑う。

「いいね、本当に」

「……？」

「普ふ段だんは凜りんとして美しいのに、こうやって少し油断した姿を見るとすごく可愛いって思う。俺にも物もの怖おじしないし、媚こびも売ってこないし、ますますほしくなる」

　サラヴィアの瞳ひとみが細められて、ティアラローズを見つめる視線に熱が籠こもる。思わず一歩後ずさりたくなるも、他国の皇こう帝てい相手にそれは出来ない。

　どうやって言葉を躱かわそう。

　そう考えたティアラローズだったが、続けられたサラヴィアの言葉に耳を疑う。

「子猫ちゃんを手に入れるために、側室全員と別れてきたんだ」

「は……？」

「最初は、ただの可愛い子猫ちゃんだと思ってたんだけど……俺に対する態度がほかの女の子と違って、次はどんな反応をしてくれるんだろうって、予想するのが楽しくて仕方がないんだ」

　すっかりティアラローズの虜とりこになってしまったのだと、サラヴィアは言う。

「これからは子猫ちゃん……いや、ティアラローズ……ローズだけを愛すると誓うよ。だから俺の妻になって、サンドローズへおいで」

　一度国へ帰っていたのは、まさか側室たちと別れるためだった!?　それほどまでに自分を望むのかと、背筋に嫌な汗あせが流れる。

　ティアラローズをローズと呼び、もう自分のものにするのだという意思の強さが伝わってくるかのようだ。

「だって、ローズは一いち途ずな男じゃないと駄目だって、仮面舞踏会のときに言っていただろう？　今ならローズ一人だけを愛せるんだから、迷わず俺の手を取ればいいんだよ」

　いやいやいやいや。

　いったい何を言っているのだ、この男は。

　開いた口が塞ふさがらないとは、まさにこのことだろう。

　そもそも、ティアラローズにはアクアスティードという大切な夫がいるというのに。

「もちろん、俺の妻になってくれるだろう？」

「いやいやいやいや、わたくしはアクアスティード陛下の妻ですから!!」
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　サラヴィアがぱちんとウインクするのを見て、思わず声を荒あららげてしまい、ティアラローズは慌あわてて口元を押おさえる。

「そうそう、そういう反応されるのすごく好き」

「[image: ][image: ]っ！」

　いくら本人が喜ぶとはいえ、サラヴィアは他国の皇帝だ。断るにしても、もっと違う言葉があるだろうと心の中で自分を叱しつ咤たする。

　けれど、サラヴィアはそんなティアラローズの仕草を気にするような男ではない。

「いいよ、楽にして。素すの雰ふん囲い気きの方が好きだし」

「……いえ。わたくしはマリンフォレストの王おう妃ひですから」

　失礼いたしましたと、ティアラローズは口調を正す。

　──というか、サラヴィア陛下が不真面目すぎるのがいけないのに。

　王族同士が顔を合わせているのだから、もっと緊きん張ちよう感かんを持ってほしいとティアラローズは思う。

「サラヴィア陛下のお気持ちは嬉しく思いますが、わたくしはアクアスティード陛下の下を離はなれるつもりはありません」

「まあ、長期戦は覚悟の上さ」

「そういう問題ではありません……」

　どうしたものかとティアラローズが焦あせったところで、アクアスティードがやってきた。

「お待たせしました、サラヴィア陛下。本日はどうなさいましたか？」

「ああ、アクアスティード陛下。いやあ、実はあなたの妃きさきと話をしたくてね」

「ティアラとですか？」

　笑みを崩くずさないまま、アクアスティードはティアラローズの隣となりへと腰こしかける。

「どういった話ですか？　ぜひ、私もご一緒させていただきたいですね」

「まあ、陛下の了りよう承しようが必要になる話でもあるからな。まだ色よい返事はもらえていないが、ぜひ、ティアラローズを私の妻に迎むかえたいと思っているんだ」

　側室とも別れたことを告げるサラヴィアに、アクアスティードは面めん倒どうな……と、心の中でため息をつく。

「アクアスティード陛下、わたくしは……」

「わかっているよ、ティアラ」

　ティアラローズは申し訳なさそうにしながらも、断固拒きよ否ひという思いを込めてアクアスティードを見つめる。

　もちろんそれはアクアスティードも同じ気持ちなので、サラヴィアの返事に頷くようなことはしない。

「たとえサンドローズを敵に回したとしても、ティアラローズを渡わたすつもりはありません。お引き取り願えますか？　サラヴィア陛下」

「いい目をするなぁ、アクアスティード陛下は。でも、私だって諦あきらめたくはない。だから、しばらくマリンフォレストに滞在させてもらおうと思う。もちろん、野や蛮ばんなことは一いつ切さいしないと誓おう」

　加えて、サラヴィアが滞在している期間はサンドローズからの流通も融ゆう通ずうすると申し出られる。ティアラローズが目的ということを除けば、悪い条件ではなく、むしろ好条件と言ってもいいだろう。

　アクアスティードは露ろ骨こつにため息をついて、サラヴィアを見る。

「断る……と言ったら、どうするのですか？」

「そうだなぁ。どこかの宿にでも泊とまりながら、ローズにアプローチを続けるよ」

　サラヴィアの言葉に、アクアスティードの眉まゆがピクリと動く。

「……ローズ？」

「そう。子猫ちゃんのことだけど、いい愛あい称しようだろう？」

「不快なので、やめていただきたいですね」

　きっぱりアクアスティードが拒きよ絶ぜつすると、サラヴィアは愉ゆ快かいそうに笑う。

「本当に、ローズのことが好きなんだな」

「だからお帰りをと、願ったはずですが？」

「それはしない」

　とっとと帰れとアクアスティードが言うも、サラヴィアは引かない。

　これ以上の会話は無意味だと判断したアクアスティードは、ため息交じりに返事をする。

「部屋は用意しますが、ティアラを愛称で呼ぶ許可は出しませんから」

「それは残念。可愛くて気に入った呼び方だったのに」

　どう説得してもサンドローズに帰る様子のないサラヴィアに、それならいっそ目の届くところにいてもらった方がいいと許可を出す。

　王城内に滞在するのであれば、護衛と称しようしてこちらからも見張りの騎士を配置することが出来る。

　落ち着いた日々を過ごすのは、しばらく無理そうだ。
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「ティアラローズ様、気持ちはわかりますが……はしたないですよ」

「……だって、サラヴィア陛下があんな方だなんて思わなかったから！」

　ティアラローズが声をあげながらベッドの上をころころ転がっていると、苦笑するフィリーネに注意されてしまう。

　長期戦は覚悟の上だと言ってティアラローズにアプローチしてきたサラヴィアは、貴き賓ひんとして王城に滞在することになった。




　そのため、ティアラローズはため息が絶えない日々を送っている。

　お茶をしていると絶対に遊びにくるが、相手はサンドローズの皇帝なので蔑ないがしろにすることも出来ない。

「確かに、チャラチャラした男性はわたくしも好きではありません。ティアラローズ様にはアクアスティード陛下がいらっしゃるというのに、いったいどういうおつもりなんでしょう」

「そうよね」

　フィリーネの言葉に頷きながら、ティアラローズは体を起こしてベッドの上に座る。

「そもそも、わたくしのことをローズって呼ぶのもやめてもらいたいのに!!　やめてって言っても、アクア様のいないところではそう呼ぶし!!」

　むきーっと、ティアラローズが怒おこる。相手は皇帝なので強く注意出来ないのだが、最近は容よう赦しやなく嫌ですと告げられるようになった。

　……まあ、止やめてはくれないのだけれど。

　──というか、皇帝のくせにこんなに長期間他国にいてもいいの……!?

　ティアラローズたちがラピスラズリに行っている間に側室と別れたのなら、自国だって多少はごたごたしているのではないだろうか……と考える。

　そもそも、そんなあっさり離り婚こん出来るのだろうか。

　むむむと考え込んでいると、フィリーネが紅茶とマカロンを持ってきてくれた。

「甘あまいものでも食べて落ち着いてください、ティアラローズ様」

「ありがとう、フィリーネ」

　さっそくマカロンを口に含ふくむと、その甘さに頰ほおが緩ゆるむ。食べていると、苛いら立だっていた気持ちも落ち着くというものだ。

　そしてふと、疑問が湧く。

　そもそもどうして、サラヴィアはマリンフォレストに来たのだろうか。

　ティアラローズの花が欲ほしいということはアクアスティードから聞いていたけれど、皇帝自らが出向いて手に入れるほどの価値があるとは思えない。

　──スイーツの材料としては最上級だけど……。

　サラヴィアがスイーツのためだけに花を求めるとも思えないし、側室全員と別れたのであれば、女性に贈るための花を……というのも考えられない。

　今の目的はティアラローズなのかもしれないが、一国の皇帝が女性を手に入れるのに本当にそこまでするだろうか。

「…………」

「ティアラローズ様、どうかしましたか？」

　じっと考え込んでしまったティアラローズを見て、フィリーネが心配そうに首を傾かしげる。

　つい先ほどまで幸せそうにマカロンを頰張っていたというのに、いったいどんな心境の変化があったのか……と。

　ティアラローズは苦笑しながら、今考えたことをフィリーネに話す。

「サラヴィア陛下はわたくしを口説くと言っているけれど、本当の目的は別にあるんじゃないかと思って」

「それは、ティアラローズ様を都合のいい理由にしているということですか？」

「ええ。だって、わたくしを妻にするなんて……現実的ではないもの」

　ただの我わが儘ままで、本気でティアラローズを手に入れたいと思っている可能性だってもちろんあるだろう。けれど、もしかしたらサラヴィアの真意は違うところにあるのかもしれない。

　ティアラローズの言葉を聞いて、フィリーネも「確かに……」と言葉を続ける。

「サンドローズも大だい帝てい国こくですが、マリンフォレストだって大国です。アクアスティード陛下が温おん厚こうだからいいようなものですが、一歩間違えれば国際問題ですよね？」

「もし争いになったら、サラヴィア陛下はどうするつもりなのかしら」

　女性を手に入れるために、大国相手に喧けん嘩かを売る？　そう考えると、ますますサラヴィアのティアラローズを手に入れたいという言葉が噓うそのように思えてくる。

　──少し、調べてみるのがいいかもしれないわね。

「フィリーネ、サンドローズの現状を少し調べてみた方がいいかもしれないわ。誰だれか詳くわしい人はいないかしら？」

「それでしたら……エリオットが調べているのではないでしょうか？　アクアスティード陛下が、サンドローズに何も手を打っていないとは思えませんもの」

「エリオットが？　そういえば、ここ数日は姿を見ていないわ」

　どうやら、サンドローズを調査するために走り回っていたようだ。

「アクア様の執しつ務む室しつに行ってみましょう。きっと、エリオットもいるはずだわ」

「はい。すぐにご準備いたしますね」

「お願いね」

　フィリーネにストールを用意してもらい、ティアラローズたちは部屋を後にした。
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　アクアスティードの執務室へ行くと、アクアスティードとエリオットのほかにアイシラがいた。

　最近は忙しかったため、アイシラと顔を合わせるのは久しぶりだ。

「お久しぶりでございます、ティアラローズ様」

「アイシラ様、お久しぶりです。お元気そうで、お顔が拝見できて嬉しいです」

「わたくしもです」

　ティアラローズの言葉に、アイシラは嬉しそうに微笑む。




　アイシラ・パールラント。

　淡あわい水色の髪かみに、オレンジ色の瞳。可愛らしいピンク色のドレスを身にまとった、十六歳さいの女の子。

　乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編のヒロインであり、公こう爵しやく家けの令れい嬢じようだ。海の妖精に愛されていて、マリンフォレストの海を管理している。

　アクアスティードのことが好きで、手に入れるために惚れ薬を飲ませたこともある。けれど、それを乗り越えアクアスティードはティアラローズのことを選んだ。




　そんな過去もあり、アイシラはあまり王城を訪おとずれなくなっていた。

　なので、アイシラがここにいるのはとても珍めずらしい。いったいどうしたのだろうとティアラローズが考えていると、アクアスティードが口を開く。

「実はサンドローズのことで、気になることがあってね」

「サンドローズのことですか？　わたくしも、そのことを相談に来たんです」

　どうやらアイシラがここにいるのは、ティアラローズの目的に関係するらしい。

「ティアラも？　それならちょうどよかった。今、呼びに行こうと思っていたところだから。とりあえず、座って」

「はい」

　ティアラローズがアクアスティードの隣に座り、向かいのソファにアイシラが腰を落ち着ける。

　フィリーネが全員分の紅茶を用意し、エリオットはティアラローズたちに数枚の書類を渡す。

「エリオットに、サラヴィア陛下とサンドローズのことを調べてもらっていたんだ。どうやら、サンドローズでは深刻な問題が発生しているみたいだ」

「……問題、ですか？」

「それに関しては、わたくしから説明いたしますわ」

　真しん剣けんな表情で、アイシラが手をあげる。

　アイシラはわかりやすいように自分の手にしていた書類を並べて、話を進めていく。

「海の妖精たちがざわついているような気がして、少し前から調べていたんです」

「妖精たちが？」

「はい。ティアラローズ様もご存じの通り、わたくしは海に潜もぐり妖精たちと話をすることが多いのです。そのときに、気になることを聞きまして……」

　アイシラの情報源は、海の妖精のようだ。確かに、彼らならば人間の知りえない情報を持っていたとしても不思議ではない。

　妖精たちはマリンフォレスト内で暮らしていて、他国の領土へ行くことはないが……海は水で繫つながっている。そこから何かを知りえたのだろうか。

　一呼吸置いて、アイシラの口から衝しよう撃げき的てきな一言が告げられる。

「……サンドローズのオアシスが、少しずつ涸かれ始めているそうです」

「え、オアシスが？」

　国土の多くが砂さ漠ばくであるサンドローズでは、オアシスの存在はとても大きい。オアシスの周辺に村や街が作られていることがほとんどで、砂漠の恵めぐみだと言っていいだろう。

　それが本当ならば、ティアラローズの想像以上に深刻な状態だ。

　──そんな状じよう況きようで、皇帝が国を留守にする？

　何か打開策がない限り、身動きを取ることも難しいのでは？　ティアラローズはそう考えて、すぐにはっとする。

「もしかして、サラヴィア陛下がわたくしを求めるのは……海の妖精王の加護を得ているから……？」

　ティアラローズの力を使い、オアシスに水を戻そうとしているのかもしれない。そう考えれば、皇帝自らが強ごう引いんにやって来たことも頷ける。

「そう捉とらえるのが自然だと、私は思う……が、本気でティアラを手に入れようとしているようにも見える」

「アクア様……」

　最初の目的はオアシスの復活だったかもしれないが、ティアラローズと出会い魅み了りようされたとしてもおかしくはないと、アクアスティードは告げる。

　サラヴィアはチャラチャラしているように見えるため、その本心がどこにあるのかがわかりにくい。

　アクアスティードの手がティアラローズの髪を優やさしく撫なでて、「大丈夫だよ」と微笑む。

「ティアラをサンドローズに渡しはしないさ。エリオットに、いろいろ調べてもらったからね」

「さすがに他国を調べるのは骨が折れましたけどね」

　エリオットが苦笑しながら、サンドローズの様子を説明する。

「アイシラ様からお話があった通り、サンドローズのオアシスは涸れ始めています。ただ、水位が少し下がっているだけで、気付いている人はほとんどいないようですね。おそらく、現実を把は握あくしているのはサラヴィア陛下とごく一部の人だけでしょう」

「だから、公おおやけに動くことが出来ないのね」

　調査のために大勢の人員を投入すれば、国民にばれてしまう。けれど、サラヴィア個人が動く分には何をしているかなんてわからない。

　普段から女好きのチャラ男おであれば、他国の女を追いかけていると国民も思うだろう。

　とはいえ、サラヴィアの行動に関しては推測なので事実はわからない。

　エリオットが苦笑しながら、自分の推測を告げる。

「確かにサラヴィア陛下は一見だらしないように思えますが、サンドローズ帝国が力を持っていることもまた事実。即そく位いしたのは三年前ですが、前皇帝のときから衰おとろえているということもありません」

「ああ見えて、仕事は出来るのね……」

　子猫ちゃん、ローズ、なんてティアラローズのことを呼んでいるが、アクアスティードとの対話や勝負時にはギャップが見て取れた。

　──ますます、サラヴィア陛下がどんな人なのかわからない。

　しばらく様子を見る必要がありそうだと、ティアラローズは小さくため息をつく。

　それとも……。

「わたくしが、少し探りを入れてみた方がいいですか？　サラヴィア陛下は、ほとんど毎日訪ねてきますから」

　自分が聞けばすんなり教えてくれるかもしれないと思いティアラローズが提案するも、すぐにアクアスティードが「却きやつ下か」と首を振った。

「ティアラ、自分がどういう状況にいるかわかってる？　サラヴィア陛下の目に触れないように、私の部屋に閉とじ込こめておきたいくらいなのに」

「……っ！」

「それなのに自分から近づいていくなんて、駄目に決まってるだろう」

　ずずいっと、アクアスティードの顔がティアラローズの眼前に迫せまってくる。唇くちびるが触れそうな距離で、思わず息を吞のむ。

「許可出来ないよ、わかった？」

「は、はい……っ！」

　目を細めながらそう告げられたアクアスティードの言葉に、ティアラローズはただただ必死で頷くことしか出来ない。

　どきどきしてしまうし、自分のことをそんな風に思ってもらえていることが嬉しくて……今回こそはちゃんと大人おとなしくしようとティアラローズは決意する。

「ですが……このままだと、オアシスの水が減っていることの解決が遅おそくなりませんか？　サンドローズは大帝国ですから、助けて恩を売っておくのも得策だと思いますが」

「まあ、確かにそれはあるけれど……ひとまず後で考えるよ。ティアラは大人しくしていること」

「はい……んっ！」

　アクアスティードにもちゃんと考えがあるようだ……そうティアラローズが納なつ得とくしたところで、唇が触れた。

「あああああアクア様!?　こんなところで、いきなり……っ!!」

　執務室で、みんなもいるのに！　ティアラローズがそう声を荒らげると、アクアスティードはくすりと笑う。

　そして室内を見回して、「そう？」と告げる。

「だって──って、誰もいない!?」

「エリオットは別件、フィリーネは下がって、アイシラ嬢じようも妖精へ話を聞きに行くからと会え釈しやくして出ていったよ」

　最近は日中サラヴィアが訪ねてきて二人でゆっくりする時間があまりなかったので、エリオットたちが気を利きかせたのだろうとアクアスティードは言う。

　確かにそれはティアラローズも思っていたけれど、重要な話の途と中ちゆうだったのでは!?　しかし、あれ以上話し合ったとして結論が出るものでもない。

　ティアラローズはむむむと眉を寄せながらも、アクアスティードの肩かたへ甘えるように寄りかかる。

「なら、遠えん慮りよなく甘えます！　わたくしだって、サラヴィア陛下の相手をするのは大変なんです」

　好意を持たれているし、サンドローズの皇帝だしで、一つ一つの対応にとても気を遣つかう。何度、「いい加減にしてください！」と、怒ど鳴なりたくなったことか。

　もしかしたら、一度くらいは無意識で叫さけんでしまっているかもしれない。

　そんなティアラローズの様子を見て、アクアスティードは「追い出してしまおうか？」と口にする。

「えっ」

「ティアラが不快になるほど好き勝手を許すつもりはないよ。サンドローズは確かに大帝国だけど、マリンフォレストだって劣おとってはいないからね」

　アクアスティードの言葉が、冗じよう談だんなのかはたまた本気なのかわからない。

　──だって、実現出来そうだし。

　というか、これ以上ティアラローズにちょっかいをかけたりエスカレートするのならば……本気でやりそうだなと思う。

　──そう言ってくれるのは、とても嬉しいけれど。

「わたくしを大切にしてくださるのはわかりますけれど、国を巻まき込こんでは駄目です」

「……ティアラらしい答えだね。わかってるよ、私がティアラを守るから問題ない。でも、何かあったり嫌だと感じたらちゃんと言うこと」

「はい」

　アクアスティードが守ると告げたのだから、それは必ず実行される。微み塵じんも不安には思わない。

　きっとアクアスティードは、こうやってこの国と自分を守り続けてくれるのだろう。

　──そんなアクア様を、ずっと隣で支えられるように頑張りたい。

　そう思いながら、ティアラローズはそっとアクアスティードの手を握にぎる。

「……もし、もしも」

「うん？」

「わたくしたちの身分が違っていたら、どうなっていたんでしょうね。出会うこともなかったかもしれません」

　アクアスティードはそんなティアラローズの言葉を聞いて、「そうじゃないだろう？」と子供を窘たしなめるように告げる。

「え？」

「そこは、『絶対見つけてください』って言ってほしいなぁ」

「──っ！　そ、それはもちろん嬉しいですけど……難しいかなって」

　焦りながら言うティアラローズに、アクアスティードは優しく微笑む。

「たとえティアラがティアラじゃなくても、絶対に見つけるしわかる自信があるよ」

　あまり舐なめないでと、アクアスティードに言われてしまう。

「……わたくしも、たとえアクア様が王子様じゃなかったとしても、必ず見つけ出します！」

「それは頼もしいな」

　だから何があっても、絶対に出会いましょうなんてふざけた約束を交かわす。

「……それに」

　ティアラローズが小さな声で呟つぶやいて、アクアスティードを見る。

「アクア以外は、嫌ですから」
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「…………」

　不意打ちで呼んでくるティアラローズに、アクアスティードはやられっぱなしだ。

「普段からそうやって呼んでほしいんだけどな」

「努力はしてますよ？」

「全然、足りないよ」

　そう言って、アクアスティードはティアラローズの唇を奪うばう。柔やわらかな感かん触しよくを味わって、優しく抱きしめる。

　もっともっと甘やかして、自分以外目に入らないようにしてやりたい──そう、アクアスティードは思うのだった。
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「はぁ～上う手まくいかないなぁ」

「そう簡単にいくものではありません。国王の側近を取とり込こんだり、ましてや溺でき愛あいしている妃きさきを奪うばうなんて生半可なことではないですよ」

　与あたえられた王城内のゲストルームで項うな垂だれるサラヴィアに、彼かれの側近であるイゼットが呆あきれたようにため息をつく。

「エリオットはいけると思ったんだけど、なかなかに忠誠心が高かったな」

　思い返すのは、貴族位を与えると告げたときのエリオットのことだ。




　サンドローズの皇こう帝てい自らの提案だというのに、迷うことなく断ってきた。

「サラヴィア陛下のお気持ちだけ、いただいておきます。私はアクアスティード様の側近であることに、誇ほこりをもっていますから」

「そうか、残念」

「お帰りになるのでしたら、馬車の手配をいたしますが……」




　というような流れがあったのだが、やはり物事とはそう簡単に上手くはいかないものだ。

　サラヴィアは「ちぇーっ」とつまらなさそうにしている。

　もしもアクアスティードの側近を取り込むことが出来たら、面おも白しろかったのに。なんて。

　逆にサラヴィアの側近は、ひどく冷静だった。

「そもそも、私は最初から無理だと言ったではありませんか」

「やる前からあきらめるのは俺おれ、嫌きらいだなー」

「まったく……」

　どんなに難しそうなことでも、とりあえずやってみるのがサラヴィア流だ。もし無理だったとしても、次は作戦を変えてまた挑ちよう戦せんすればいい。

　あきらめない限り、可能性を持ってもいいではないか。

「エリオットを貴族にして、そのお礼にローズとの仲を取り持ってもらおうと思ったのにさ」

「それこそ無理です。というか、彼かの女じよがアクアスティード陛下から離はなれるとは思いませんが？　サラヴィア様、馬ば鹿かですか？」

「イゼットは頭が固いな。恋こいに落ちたら、俺のところへ来てくれるさ」

「あ、そういえば小腹が空すいてたんでした」

「おい無視するなよ」

　主人の話に疲つかれたのか、イゼットは軽くあしらうような返事をする。けれど、それに気を悪くするサラヴィアではない。

「時間だってそんなにあるわけじゃないんだから、お前も協力しろよな」

「一番早い解決法は、アクアスティード陛下へ頭を下げてお願いすることでは？」

「それは嫌いやだ」

　イゼットの提案を、サラヴィアは即そつ行こうで却きやつ下かする。

「だって俺、ローズのことだって本気でほしい。早く面と向かって、ローズって呼びたいなぁ」

　誰に憚はばかることなくローズと呼びたいとサラヴィアは思う。

「アクアスティード陛下が許すわけないでしょうが」

　この腕うでの中に落ちてこないかなと言うサラヴィアに、イゼットは苦虫を潰つぶしたような顔をする。

「あきらめた方がいいのに……」

「聞こえませーん」

「はぁ。馬鹿な主人を持つと、配下は苦労しますね。エリオットが羨うらやましいです」

「お前はもう少し俺を敬うやまってもいいと思うぞ？」

「はいはい」

　さらりと流すイゼットに、サラヴィアは「そうそう」と話を変える。

「ローズにあげた宝石だけどさ、やっぱり身に着けてくれてないんだよな」

「……はあぁ。アクアスティード陛下が、ほかの男が贈おくった装そう飾しよく品ひんを身に着けさせるわけがないでしょう？」

「だよなぁ。わかってたんだけどさ」

　かといって、違ちがう形で渡わたすのも嫌だったので仕方がない。

「そもそも、私はあれを国から持ち出すことだって反対していたんですよ。『サラマンダーの涙』を、まさか他国の妃に贈るなんて……信じられません」

　サラヴィアのしでかしたことに、イゼットは大きくため息をつく。けれど、当の本人はあっけらかんとしたままだ。

「身に着けてはいなくても、近くに置いていればローズの力を受けて多少は変化があるだろうさ。たぶん」

「また頼たよりないお言葉ですね。本当にそれで、我わが国くにの精せい霊れいが助かると？」

「辛しん辣らつだな。俺だって、こればかりは初めてだから手て探さぐりなんだ。どうしようもない」

　笑いながら言うサラヴィアに、イゼットは何度目かわからないため息をつく。きっとこの主人には、何を告げても意味はないのだろう。

　だって、本人の信念が曲がらないのだからどうしようもない。

「たとえローズを手に入れられなくても、俺の命と引ひき換かえならサンドローズを救うことは出来るさ」

「その信念、へし折りたいんですが？」

「無理むり。もう決めてるんだ」

　飾かざらないサラヴィアの言葉に、イゼットは唇くちびるを嚙かみしめる。

「いいんだよ、俺は皇帝だから」

「…………」

　イゼットは何も言い返すことが出来ず、ただただティアラローズがサラヴィアの手を取ってくれることを祈いのるばかりだった──。
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　新年、あけましておめでとうございます。ぷにです。今年も楽しい話を作れるように精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　そして年明けから『悪役令嬢は隣国の王太子に溺でき愛あいされる７』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　嬉うれしいことに、七巻までくることが出来ました！　これもひとえに、応おう援えんしてくださる皆みなさまのおかげです。何度でもお礼を言いたいです。ありがとうございます！

　去年はやっと念願の旅行（北海道・京都）に行けました。そう、二回行きました！　しかし北海道の雲海が見られなかったので、今年もチャレンジの予定です。晴れ女になりたい。




　本編もどんどん話が進み、今回から新しん章しようスタートといったところでしょうか。

　七巻だというのに、まだまだ書きたいことがたくさんあります。サラヴィアが出たのでサンドローズのことはもちろんですが、フィリーネやオリヴィアのことも書きたいです。

　なんというか、サラヴィアは今まで出てきたキャラとは違ちがって……チャラいですね。

　とはいえ男らしいところやいい面もあるのですが、この一冊ではまったく書ききれなかったので次回頑張りたいところです。

　今回の見せ場は、やっぱり仮面舞ぶ踏とう会かいでしょうか。

　アクアスティードの仮面姿とか、絶対間ま違ちがいないだろうと個人的に思います。おそらくなんとも言えない色気があることでしょう。

　そしてフィリーネとエリオットのコンビが、大進展です。影かげが薄うすめだったエリオットに、やっと見せ場がきた！（一巻から出ているのに……）

　彼かれにはこれからどんどん頑張っていってもらいたいので、ぜひ応援してあげてください。




　最後に、皆さまに謝辞を。

　担当してくださった編集のＹ様。いつも内容を褒ほめてくださるので、とても嬉しい私です。そして比例し増えていく本文のイチャラブ（笑）。ありがとうございます！

　イラストを担当してくださった成なる瀬せあけの先生。初の三人表紙で、なんだかドキドキしています。いつも魅み力りよく的てきなキャラクターデザインとイラストをありがとうございます。

　本書の制作に関わってくださった方、お読みいただいた読者の方、すべての方に感謝を。




　それではまた、皆さまにお会い出来ることを願って。


　ぷにちゃん
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　フィリーネの実家へ行くために帰省したラピスラズリで、ティアラローズは時間を見つけてアクアスティードとデートへ出かけた。

　外出用のドレスは、アクアスティードがプレゼントしてくれたものだ。

　淡い水色とピンクのリボンが付いている可愛らしいワンピースドレスに、防寒も兼ねているヘッドドレス。それから、首に巻く猫のかたちのふわふわなファーだ。

　アクアスティードの服は、プレゼントしてもらったとき約束したようにティアラローズが用意した。

　濃い黒色なのはいつも通りなのだが、赤色のストライプを入れて普段とは違うデザインで新鮮だ。




　今日は二人で手を繫つないで、街中をゆっくりショッピング。

　シリウスに聞いた通りスイーツ関連の店が増えているので、歩いているだけでも新しい発見があって楽しい。

「あのお店も、あっちも、新しく出来たみたいです。わたくしがマリンフォレストへ行く前は、まだありませんでしたから」

「なら、買って帰ろうか」

「はいっ！」

　アクアスティードの提案に顔をほころばせて、ティアラローズはクッキー専門店へ入る。すぐに香ばしい匂いが漂ってきて、全部買って帰りたいくらいだ。

　プレーン、チョコレート、ナッツ入り、セサミ、紅茶、いろいろな種類の味が用意されている。さすがは専門店を謳うたうだけはある。

「いらっしゃいませ。当店は王室御ご用よう達たしで、味には自信がありますし、種類も多く取り揃そろえていますよ。気になるものがありましたら、お申しつけください」

「ありがとう」

　店内で買い物をしている人が数人いるが、全員貴族のようだ。

　──値段的にも、裕福じゃないと手を出すのが難しそうね。

　数枚買っただけで食事一回分の金額がかかるので、かなり高級な部類に入るだろう。ぽんぽん購入していたら、破産してしまう。

　──でも、買えない値段でもないのよね。

　ティアラローズだったらお昼を我が慢まんしてクッキーを買ってしまいそうだけれど、普通の人はあまりそんなこともしないだろう。

　じっとクッキーを見ながらそんなことを考えていると、アクアスティードが「これは？」と指をさした。

　苺いちごの形をした、ピンク色のクッキーだ。

「とっても可か愛わいいです。味も苺って書いてありますね」

　説明書きを見て、ティアラローズは「買って帰りましょう」と微笑ほほえむ。

「フィリーネやお母様にもお土産みやげとして渡したいですし、あとはこれと、あれと、それと……あ、あれもいいですね」

　どんどん選んでいくティアラローズに、アクアスティードは思わず目を見開く。選んだクッキーの種類は十種類で、その合計枚数はゆうに三十枚を超えている。

　考えることはただ一つ、そんなに食べられるのか──？　ということだ。

「まあ、ティアラが幸せそうだからいいか」

　それに、ぺろりと食べてしまいそうでもある。

「アクア様？」

　店員に包んでもらっていたら、アクアスティードがくすりと笑った。ティアラローズが振り向いてどうしたのか問いかけても、首を振るだけで教えてはくれない。

「ほら、次のお店に行くんだろう？」

「そうですけど……」

　アクアスティードが大量のクッキーを受け取り外に出ようとしたところで、ちょうどやってきたアカリとハルトナイツにばったり出くわした。

「！」

　両者ともに一瞬言葉を失うけれど、真っ先に声をあげたのはアカリだ。

「ティアラ様にアクア様じゃないですか！　まさか街でお会い出来るなんて思ってもみなかったから、嬉うれしいです！　一緒にカフェへ行きませんか？　私のお気に入りがあるんですよ～!!」

　テンションの高いアカリは矢や継つぎ早ばやにそう言って、ティアラローズの腕を取って勝手に歩き出す。

「アカリ!?　まだティアラは返事もしていないだろう！」

　それを止めたのは、ハルトナイツだ。




　ティアラローズの元婚こん約やく者しや、ハルトナイツ・ラピスラズリ・ラクトムート。

　乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』のメイン攻略キャラクターで、今はヒロインであるアカリの夫だ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、見るからに王子様なのだが──まあいろいろあって、王位継承権を剝はく奪だつされた第一王子だ。




　ティアラローズはどうしようと、アクアスティードへ視線を送る。今日はせっかくのデートだったので、二人で過ごしたいという気持ちもあるのだ。

　とはいえ、アカリもラピスラズリの人間なので気軽に会うことは出来ない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ティアラ様。一時間くらいお茶をして、そのあとはアクア様とデートを続けていいですから」

「え、ええ」

　どうやら考えていたことはアカリにばれていたようで、ティアラローズは苦笑する。それなら……と、四人でお茶をすることになった。







　プレートの上に載のっているのは、可愛らしい雪ダルマと、木のお家。

　一皿の中に世界を描くと話題を呼んでいるこのカフェは、アカリ一押しだ。

　暖だん炉ろの火が燃える店内は温かく、動物の置物や絵があちこちに飾ってある。木製の椅い子すとテーブルに、赤と白のチェック柄のテーブルクロス。

　店内の一番奥に案内されたティアラローズたちは、運ばれてきたスイーツに夢中だ。




　目の前のデザートを見て、ティアラローズの体は歓喜に震ふるえる。まさか、こんな素す敵てきなスイーツを出すお店が出来ていたなんて！　と。

「どうです？　気に入りましたか？」

「とっても！　さすがアカリ様のお勧すすめのお店なだけありますね」

　パーフェクトですと、叫さけびたいくらいだ。

　以前はラピスラズリにここまでのカフェはなかった。

「昔、こういうのをウエディングフェアでよく見かけたんですよね。でも、行く機会もなくていつも羨うらやましく見ていたんですよね」

「あぁ、やってましたよね～！　彼氏がいたら行けたかもしれませんけど、私はゲームばっかりでしたから」

　そんな機会はなかったし、そもそも結婚するような年齢でもなかったとアカリは笑う。

　しかしそれはティアラローズも同じで、いつもカップルが美お味いしそうな限定メニューなどを食べているのを羨ましく見るだけだった。

　もちろん似たようなメニューはあるのでそれを食べたらいいのだけれど、そうではない。そうではないのだ……。

「今はアクア様がいるから、二人で限定スイーツを食べ放題ですね」

「そうですけど……ここには限定品なんてないですからね」

「あ、それもそうですね」

　そういった特別感に焦点を当てたメニューを扱っている店なんてほとんどない。

　貴族であれば、限定どころか専用メニューだ。

「でも、限定品はいいわね。その案はいただきだわ」

「いただきって、何かやるんですか？」

「実は、わたくしたちがスイーツ大会で作ったケーキを販売するお店を作るの」

　まだ発表はしていないし、企画の初期段階だけどと……口元に指を立て、ティアラローズはアカリに「内緒ですよ？」と教える。

　早くても出店には数ヶ月が必要なので、目め途どが立ったらアカリに手紙を送るのがいいだろう。

「ああもうっ、とっても楽しみ！　飛んでいくので、絶対にすぐ教えてくださいね!!」

「もちろん」




　女子二人が盛り上がる横で、男子二人はもくもくとデザートを食べる。

　しかしすぐ、沈黙の辛つらくなったハルトナイツがアクアスティードへ話しかけた。

「あの二人はいったい何を話しているんだ？　店を持つのか？」

「実際に経営するのはサンフィスト家の長子になるが、ティアラの全面的協力を得てスイーツの店を作るんだ。まずはラピスラズリで出店する予定だから、ハルトナイツ王子も時間があればアカリ嬢とぜひ訪ねてほしい」

　アクアスティードの説明を聞いて、なるほどとハルトナイツは納なつ得とくする。

「サンフィストと言うと、その令れい嬢じようがティアラの侍じ女じよだったな。完成したら、すぐアカリと行こう」

「ああ、ありがとう」

　嬉しそうに笑うハルトナイツを見て、どうやらアカリと上う手まくいっているのだなと思う。もし自分なら、こんなに毎日振り回してきそうな令嬢は無理だったろう。

　でも、ティアラローズだったらそれもいいかもという考えが脳のう裏りをよぎる。

「……ハルトナイツ王子もアカリ嬢とデートだったんだろう？　時間は平気なのか？」

「まあ、アカリが嬉しそうにしているからな。仕方がないさ」

　苦笑しながら、ハルトナイツはアカリへ視線を向けた。つられるようにアクアスティードもティアラローズに視線を向けてみる。

　二人のデザートの載った皿はもう空からになっていて、新しく何を注文するかアカリと相談しているところだった。

　よくそれだけ甘いものが入るなと思いつつ、アクアスティードは名前を呼ぶ。

「ティアラ」

「はい？」

「そろそろ行こうか。デートの続きをしよう？」

「──っ!!」

　アクアスティードがとびきり甘い笑顔を見せると、ティアラローズどころかアカリまでもが口元を押えて息を吞のむ。

「は、はいっ！　アカリ様、ごめんなさい。そろそろ行くわね」

「いえいえいえいえ、大丈夫ですよ！　私も格好いいアクア様が見られて眼福でした!!」

　高速で首を横に振るアカリに、思わず笑ってしまう。

　ティアラローズは手を振り、またお茶をしましょうと告げる。

「私も、またマリンフォレストへ遊びに行きますね」

「楽しみにしていますが、無理はしないでくださいね？　忙しいでしょう？」

「大丈夫ですよ、私の仕事はそんなにありませんから」

　アカリは笑いながらそう言って、いつでも駆け付けますと言う。

「それじゃあ、先に失礼するよ」

　そう言ってアクアスティードは立ち上がると、店員を呼びさっと全員分の会計を済ませてしまう。

「それじゃあ、お先に失礼しますね」

　ティアラローズも笑顔でそう告げると、アクアスティードにエスコートされ店から出ていった。




　再び街へ出たティアラローズとアクアスティードは、指を絡からめて手を繫ぐ。少し恥はずかしいけれど、二人きりのデートのときくらいはいいだろう。

　美味しいお菓子を買って、雑貨を見て、充実した幸せな時間を過ごす。ゆっくりウインドウショッピングをして歩いていると──。




「──あ」




　ばったりフィリーネとエリオットに会ってしまった。

　思わず互いを見つめ合って笑い、一緒に屋敷へ帰ったのも冬の日のいい思い出になった。
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　心地よい温もりを感じながら、ふと目を覚ます。どうやら、ソファに座ったままティアラと一緒に寝てしまったみたいだ。

　すぐ横には眠っているティアラの顔があり、私のことを抱きしめてくれていたことがわかる。そんなところがまた可愛い。

「……ん？」

　このままでは風邪をひいてしまうから起こそう、そう思い──自分の声に違和感を覚えた。

「私はこんな声だったか……？　いや、それより……」

　ティアラにすっぽりと抱きしめられていることに驚く。体格差もあって、いつもは私がティアラのことを抱きしめているのに。

　そっとティアラの腕を抜け出してソファから立ち上がってみると、なんだか視線の位置が普段よりも低い。

「…………」

　自分の手を見てみると、心なしか小さくなっているような気もする。

「そうだ、鏡」

　部屋にある姿見の前へ行き──私は息を吞む。

「どういうことだ？」

　映った自分の容姿が、数年前のものだった。

　年齢でいうなら、おそらく十四歳のときだろう。まだティアラと出会う前で、いろいろな国へ留学していたころだ。

「意味が分からないな」

　何か魔法でもかけられたのだろうか？　そう思ったけれど、そういった気配はない。

　次に考えられるのは、アイテム類の効果。しかし私は何も身に着けてはいないから、装飾品の類でもないだろう。

「となると、薬か何かか……？」

　いや、それもありえない。

　口にしたものは、ティアラが焼いてくれたお菓子や紅茶だけだ。それならば、ティアラも若返っているはずだ。

「いっそ夢だったらいいが……」

　ため息をつき、どうしたものか考える。このままでは執務に支障をきたすし、周囲を不安にさせてしまう。

　誰かこの手の話に詳しい人物は……と、頭の中で思い浮かべる。

「……クレイルなら、原因に心当たりがあるかもしれないな」

　長く生きている妖精王の彼ならば、何かしら知っている可能性は高い。準備をして、早めに会いに行くのがよさそうだ。

　しかしふと、もう一つの疑問に気づく。

「……そういえば、服も小さくなっているな」

　普通、体だけが小さくなるものじゃないのか？　そう考えたが、こちらの方が都合はいいか。

「……まあ、考えても理由はわからないか。」

　ならばとっととクレイルの下へ行ってしまおう。

「ティアラはどうするか……」

　声をかけずに行くのは、おそらく心配をかけてしまうだろう。かといって、小さくなったと告げても驚くのは目に見えている。

「それなら、いっそ……」

　そして、ティアラへほんのちょっと悪戯をしてみようか──なんて思いついた。




「ティアラ、ティアラ……」

　まだ眠っているティアラを起こすために、優しく声をかける。すると、何度か目を瞬かせて水色の瞳が私を見た。

「……アクア様？」

「うん。こんなところで寝ていたら、風邪をひくよ？」

　ティアラはぐっと背伸びをしてソファから立ち上がると、あれ？　と、不思議そうな顔で私を見た。

「アクア様が……小さい？」

「……小さくて悪かったな」

「あ、いえ……？」

　少し不貞腐れながらそう答えると、ティアラはますます戸惑ってしまったようだ。それもそうだろう、夫が突然自分より若返っているなんて、普通は考えない。

　本来、私はティアラと同い年である十九歳。だが今は、なぜか十四歳。

「ティアラより五歳も年下なんだから、仕方ないだろ……」

　元々、私はティアラと同い年ではなかっただろう？　そんな風に告げてみる。自分はティアラよりも若かったのだと。

　いったいどんな反応をしてくれるだろうかと、楽しみになる。

「ごさい……」

　ティアラは私の言葉を反芻して、目を瞬かせている。

　少しは驚いてくれたようだ。

　──さすがにネタばらしするか。

　本当のネタはまだ解明していないが、このまま続けるとさらにティアラが困惑してしまうだろう。

　そう思い、若返ってしまったことを告げようとしたのだが、それより先にティアラが口を開いた。

「えっ激レアじゃないですか……！」

「ん？」

　予想していた反応とだいぶ違う。

　一瞬、ほんのわずかだったが、ティアラの目がぱっと輝いたのを私は見逃さなかった。しかしその一秒後には、もう眉を下げている。

「あ、なんでもないです……」

　ティアラは首を振って、「大丈夫です！」と気丈に告げた。

　──もしかして、この現状をすんなり受け入れたのか？

　思わず心の中であり得ないと叫びたくなってしまった。

　まさか、十四歳になった私を受け入れるなんて。

　いくら私がこの体を利用してからかったからといって、それに乗ることはないだろうに。思わず、笑いそうになってしまったのをぐっと堪える。

　なんとも、収拾がつけづらくなってしまった。しかしそれなら、もう少しティアラに踏み込んでみてもいいんじゃないだろうか。

　私は表情を曇らせて、じっとティアラを見つめる。

「……やっぱりティアラは、年下の私との結婚が嫌だったんじゃないのか？」

　しゅんと、できるだけ寂しそうに俯く。すると、ティアラは「そんなことはありません！」と勢いよく私のことを抱きしめた。

「わたくしはアクア様のことが大好きですから」

　だからそんな寂しいことを言わないでくださいませと告げて、ティアラが私の額に口づけた。

　──こうやって抱きしめられるのも、悪くない。

　ティアラの背中に腕を回して、ぎゅっと抱きしめ返す。いつものようにすっぽり包み込むことは出来ないけれど、十分幸せだ。

　でも──もう少しだけ。

「ありがとう、ティアラ。私もティアラが大好きだ」

　そう告げ、ティアラの背中に回していた腕をゆっくりその首へ回していく。自分の方へ引き寄せるようにし、軽くつま先立ちをしてそのまま唇を近づけ──

　ちゅ、と。

「──んっ」

　触れた唇の柔らかさに名残惜しさを感じながらも、すぐに離れる。

　ティアラはというと、驚いてしまったらしく何度も目をぱちぱちさせている。まさかこのタイミングで口づけられるとは思っていなかったのだろう。

　自分は私の額にキスしたというのに。

　私はくすりと笑い、ティアラの手を取る。

「背なんてすぐに追い越すから、覚悟しておいて」

「……は、はい」

　すると、ティアラは耳まで真っ赤になって照れてしまった。私が大人でも少年でも、どうやらティアラにとっては些細な問題だったようだ。

　それがとても嬉しくて、やっぱりティアラが愛しいと再確認した。




　ふいに意識が引き戻され、はっと目を覚ます。

「……は？　夢、だったのか？」

　つい先ほどのことを鮮明に覚えているというのに、私はベッドで寝ていた。隣では、幸せそうな表情でティアラが寝息を立てている。

「……そうか、夢か」

　はぁと安堵のため息をつく。

　自分の体は普段と同じだし、声もいつも通りだ。本当の本当に夢だったようだ。つまりこれが私の初夢か。

　──まあ、ティアラが出てきたのだからとてもいい夢だったが。

　眠るティアラの頭を優しく撫でると、ふにゃりと笑う。可愛い。そして小さく声をあげて、ゆっくり目を開いて私を見た。

「……大きなアクア様だ」

「うん？　おはよう、ティアラ」

　寝ぼけているらしい様子に、思わず笑みがこぼれる。

「いえ。おはようございます。楽しい初夢が見られたので、いい一年になりそうです」

　どうやらティアラもいい初夢を見ることができたようだ。

「でも、まだ起きるには早い」

　もうひと眠りしようと告げて、私はティアラを抱きしめる。すると、私の胸にすっぽり収まる形でティアラが抱き着いてきた。

「やっぱりこの感じ、好きです」

「そう？　私も抱きしめるのは好きだからいいけど」

　くすくす笑い、額、目じり、頰と、口づけを落としていく。ティアラがくすぐったそうに目を細めたのを合図に、その唇へキスをした。
















　王子殿下の飼い猫はすこぶる毛並みが良いらしい　電子特別お試し版　（著：七明　イラスト：紫　真依）
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　ルードサクシード王国宰さい相しようファニアス・マルセリオの一人ひとり娘むすめアデラインが王宮に足を踏ふみ入いれるのは、この日が初めてだった。

（わぁ、すごい……！）

　二ヶ月前に八歳さいになったアデラインにとって、王宮の豪ごう華かな柱も高い天てん井じようも、そして天井に描えがかれた聖人達たちの絵も、すべてが珍めずらしく美しい。

「アデライン。離はなれるんじゃない」

「は、はい、お父様」

　天井画に気をとられて、いつの間にか歩みが止まってしまっていたようだ。アデラインは慌あわてて父のファニアスに駆かけ寄よった。すると、父親は眉まゆをひそめる。

「音をたてて走るものではない」

「ごめんなさい……」

　娘むすめが謝あやまると、ファニアスは身を翻ひるがえし、また磨みがき抜かれた廊ろう下かを歩き始めた。アデラインもそれに続く。

　頭上に乗る、ドレスと共布ともぎれで仕立てた花か帽ぼうを落とさないように、アデラインは背筋をまっすぐに伸のばし、上体を動かさないように、勿もち論ろん靴くつ音おとにも気を使って歩いた。子供には難しいこの所作をアデラインが大した苦もなくこなせるのは、それこそ言葉を覚え始めた頃ころから徹てつ底ていして母親から仕し込こまれたおかげだろう。

「こちらでお待ちください。すぐに王子殿でん下かがお越こしになります」

　案内してくれた女官が恭しく礼をとり、下がっていくと、アデラインはキョロキョロと部屋を見回した。

（鏡だらけ……）

　映りが良よい鏡は宝石と同じ価値がある。その鏡が部屋一面に貼はられた様は圧巻だ。

　婚約者であるルトヴィアス王子と結けつ婚こんし、王宮で暮らすようになれば自分もこんな部屋で寝ねるようになるのだろうかと、アデラインは心配した。

（ちょっと嫌いやだなあ……）

　眩まぶしくて眠ねむるのに苦労しそうだ。

「大人しくしていなさい、アデライン」

「はい、お父様」

　アデラインは素す直なおに頷うなずいた。その小さな足を飾かざる若葉色の靴くつは、水すい晶しようのビーズが刺し繡しゆうされ、アデラインが歩くたびキラキラ輝かがやく。

　アデラインの八歳の誕生日に、王太子の第一王子にして国王の嫡ちやく孫そんルトヴィアス王子から婚約の品として贈おくられたものだ。

　男性が求きゆう婚こんの際に女性に靴を贈るのは、ルードサクシードに限らず大陸全土での習慣で、もともとは女め神がみが初めて地上に降臨した時に、後に女神の夫となる農夫が、女神の足が汚よごれないように、その場に生えていた白しろ詰つめ草くさを編んで靴にしたのが始まりだという。

　婚約はかねて内定していたことではあったのだが、当のアデラインは靴を贈られたその日に、初めて自分が将来王おう妃ひになるのだと教えられた。

　しかしやはりまだ八歳。事の重大さを理解できるはずもなく、幼い心はまだ見ぬ婚約者よりも目の前の美しい靴に夢中になった。

　彼かの女じよにとってその靴は寝ね物もの語がたりの中の魔ま法ほうの靴だった。きっとこの靴を履はけば、自分にも魔法がかかるのだと、半ば本気で考えていたのだ。

　ところでこの水晶のビーズがついた靴は、実を言うと少しばかりアデラインには大きかった。

　しかし婚約の品として王子から賜たまわったものを、大きさが違ちがうと返品できようはずもない。靴は中なか敷じきを増やすことでアデラインの小さな足に、無理矢理調整されていた。

　そんな事情があって、実はアデラインの踵かかとはジワジワと痛みを訴うつたえていたのだが、それでもアデラインにとっては大のお気に入りだ。婚約者に会ったら、まず最初に靴のお礼を言おうと決めている。

　ルトヴィアス王子はアデラインより二歳年上の十歳。会うのは今日が初めてだが、正式に婚約が調えば、王子と会う機会も度たび々たびあるだろう。

（仲良くなったら何をして遊ぼう）

　アデラインの心は弾はずんでいた。人形遊びには付き合ってもらえるだろうか、王家だけが所有を許される天てん馬まは見せてもらえるだろうかと、婚約者との対面をずっと楽しみにしてきたのだ。

　その時、アデライン達が入ってきた扉とびらと反対側の扉が開いた。

「ルトヴィアス王子殿下のお越しでございます」

　女官の声に、ファニアスがすぐさま膝ひざを折り首を垂れた。アデラインも慌てて父にならう。

　コツコツと近づいてきた足音は、アデラインのすぐ前で止まった。

「顔を上げてください」

　少女のような伸びやかな声に促うながされて、アデラインはそっと首を上げる。

　そこに立っていた少年は、アデラインより頭一つ分背が高かった。

　そしてその金色の髪かみはまるで光を放つようだった。

　宝石のような明るい碧みどりの目に、祭さい壇だんで見る女神の彫ちよう像ぞうのような顔立ちは、目を見張るほどに美しい。

　その美しさに射い抜ぬかれて、アデラインは息が止まるかと思った。

　神がかった美しい瞳ひとみにじっと見つめられ、アデラインは指一本、瞼まぶた一つ思うように動かせず、棒のように立ち尽くす。

「……君がアデライン？」

　聞き慣れたはずの自分の名前が、春の詩のように聞こえた。

　返事をしなければ、と口を開けたが、何な故ぜか声が出てこない。呼吸が浅くなり、爪つま先さきから全身に痺しびれが広がる。

「アデライン、殿下にご挨あい拶さつを申し上げなさい」

　隣となりに立つ父親が、たしなめるように促す。けれどアデラインは、震ふるえる唇くちびるを嚙かみ締しめるので精せい一いつ杯ぱいだ。ついさっきまで靴のお礼をと、用意していた言葉が、鉛なまりになって喉のどに詰つまっているかのようだった。

「アデライン！」

「叱しからないでください」

　ファニアスの厳しい声を制したのはルトヴィアス王子の一言だった。

「まだ小さいんです。叱らないであげてください」

　アデラインを庇かばってくれた彼かれも十分幼かったのだが、自分よりはるかに年上の宰相を見上げたその言動には既すでに王族の威い厳げんが感じられる。

　この大人びた少年が自分といつか結婚するのだと、アデラインは初めてそれを意識した。

　実はそれまで婚約者と遊び相手の違いも明確ではなかった彼女のなかで、その差別化は大きな革命だった。

「お祖父様がお待ちだ。行こう」

　差し出される白い綺き麗れいな手は、爪つめの先まで美しくて、まるで美術品のようだ。

　今日はルトヴィアス王子と共に国王陛下に挨拶し、婚約の報告をすることになっている。その後、アデラインとルトヴィアスの婚約は国内外に大々的に発表されるのだ。

　自らの小さく丸っこい手を恥はじながらも、アデラインはその手をルトヴィアスの美しい手に添そえる。すると、象ぞう牙げを思わせる美しい手は、意外にも子供特有の温かさでアデラインの手を握にぎり返してくれた。その温かさに、アデラインはようやく少しだけ安心することができた。

　そろりと目を上げる。

　緑色の綺麗な瞳は、アデラインではなく進行方向に向けられていたので、心置きなくアデラインは彼を盗ぬすみ見みた。

　ルトヴィアスの明るい金きん髪ぱつが、さらさらと揺ゆれるのに、アデラインはうっとりと見とれた。
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（すごい……）

　綺麗な顔に、金の髪。おまけに優やさしくて勇ゆう敢かんだなんて、神話に出てくる聖人そのものだ。

（なんて綺麗な男の子なんだろう……）

　アデラインはあっという間にルトヴィアス王子に夢中になった。

　大きくなったら自分は美しいお姫ひめ様さまになり、彼と結婚して、いつまでもいつまでも、幸せに暮らすのだ。

　そんな夢物語を、アデラインは信じて疑わなかった。





[image: ]






　ルードサクシード王国の王孫ルトヴィアス王子の婚約式は、聖ティランアジール皇国をはじめとする各国の王族、大使を招き、王おう侯こう貴族の列するなか、盛せい大だいにとりおこなわれた。

　異例なほどに盛大な婚約式は、アルバカーキ王の孫王子に対する並々ならぬ期待をあらわしている。

　それも仕方ない、と人々は囁ささやきあった。

　その日、ルトヴィアス王子の父リヒャイルド王太子は、体調が悪く婚約式に欠席していた。リヒャイルド王太子は生来体が弱く、アルバカーキ王と折り合いが悪い。

　しかし、ルトヴィアス王子は健康で、幼いながらも才気煥かん発ぱつ、母である皇太子妃譲ゆずりの美しい顔立ちから国民にも広く愛されており、アルバカーキ王が息むす子このリヒャイルド王太子より孫のルトヴィアス王子に期待を寄せるのも、仕方ないと言えば仕方がないことだったのだ。




　十歳の王子と、王子に手を引かれ初めて国王に拝はい謁えつする八歳の婚約者を、来賓客は微ほほ笑えましく見守った。




　しかしこのわずか十日後。




　ルードサクシード王国と聖ティランアジール皇国の間で、戦争が勃ぼつ発ぱつする。

　一年近く続いた戦いで、大陸の二大強国として皇国と肩かたを並べていたルードサクシードは、広大な国土を焼しよう失しつし、その誇ほこりと国こく威いは地に落ちてしまった。
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「婚約解消!?」

　母親の悲鳴のようなその声に、アデラインはビクリと肩を揺らした。

　ルトヴィアス王子との婚約から七年。十五歳になったアデラインは、残念ながら麗うるわしの美女には成長しなかった。

　黒い瞳も口も小さめで、鼻も高くはなく、お世辞にも美人とは言えない。しかし花帽からのぞく豊かな栗くり色いろの髪は、たっぷりと艶つやめいてその背を彩いろどり人目をひく。

　国の内外から広く将来の王妃と認にん知ちされており、正式な婚こん姻いん前ではあるが、王族に次いで身分高い女性として扱あつかわれていた。

　今日も、本来であれば王室の女性が訪おとずれるべき王都の養護院を慰い問もんしたばかりだ。

　子供達の元気な歌声に胸を温めていたアデラインのもとに、突とつ然ぜん宰相である父親からすぐに自じ邸ていに戻もどるようにとの使いが来た。

　何事かと帰ってみれば、まだ外がい套とうも脱ぬがぬうちに先さき程ほどの母親の悲鳴である。婚約解消、と。

「どういう……ことです？」

　震える声で尋たずねれば、母親が弾はじけたように振ふり返かえった。

「アデライン！」

　アデラインの母親は愛まな娘むすめに走り寄り、ぶつかるようにその身を抱だき寄せた。

　その拍ひよう子しに、母親の頭から花帽が転がり落ちる。

　華はなやかな刺繡が施ほどこされた婦人の帽ぼう子しは花帽と呼ばれ、これを落とさないような優ゆう雅がでゆっくりした所作が、貴婦人のたしなみとされている。

　かつて太皇太后に仕え、宮きゆう廷ていの花形女官だった母親は、いついかなる時も、このたしなみを忘れることはなかった。

　常に背筋を伸ばし、凜りんと前を向く美しい母はアデラインの憧あこがれだった。けれど今、その母の頭上から花帽が転がり落ちた。そのことを、母も、厳格な父もかまおうとしない。

　事態はそれだけ深刻なのだ。

「お母様」

「決まったわけではない」

　父のファニアスは硬かたい表情で、しかしキッパリと言い切った。

「婚約解消になどならん。そなたは何も心配しなくてよろしい」

「私……何か不調法をしましたでしょうか？」

　アデラインは膨ふくれ上あがる不安を抑おさえこむように、胸むな元もとを押おさえた。婚約以来、ルトヴィアス王子に相応ふさわしくあろうと努力をしてきたアデラインである。しかしもともと人見知りな気質があり、おしゃべりは苦手だ。度々ある晩ばん餐さん会かいや舞ぶ踏とう会かいで、何か失態をしてしまったのではないか。

「そうではない。そなたに落ち度はない」

「では何故そんな話が持ち上がるのです！」

　娘の代わりに母親の宰相夫人が叫さけんだ。ファニアスは眉をひそめ、視線を床ゆかに落とす。まるで一人娘の今にも泣き出しそうな顔から逃にげるように。

「……殿下の、ご希望だ」

「ルトヴィアス殿下の？」

　アデラインは愕がく然ぜんとした。

　婚約披ひ露ろうの日、天使のような清らかな微笑みを見せてくれた少年とは、あれ以来一度も会っていない。直後に起きた聖ティランアジール皇国との戦争と、敗戦。ルトヴィアス王子は留学という名目で、事実上の人ひと質じちとして皇国へ旅立っていた。

「殿下が、私との婚約解消をお望みなのですか？」

　手の震えを、アデラインはもう抑えることができなかった。不安が涙なみだに形を変えて、今にも目め頭がしらからこぼれ落ちそうだ。

「……皇国で、ある婦人を見み初そめたそうだ。その婦人との婚姻を強くお望みであられる」

「何てこと……っ！」

　アデラインよりも先に、母親が泣なき崩くずれた。

「噂うわさは……殿下が特定の婦人と親しくしている噂は前から耳にはしていた。しかし先日、殿下が皇こう帝てい陛下に婚姻のお許しをいただきたいと、直接お願いされたそうだ」

「それで……話が公おおやけになったのですね」

　母親に引きずられるように、アデラインも床に手をついた。

「そうだ。皇国の皇帝陛下は婚姻には反対されている。しかし議会の面々は婚姻を認めることを前向きに考えているらしい」

　皇国側にしてみれば、自国の娘をルードサクシード王国の王妃に据すえることができる絶好の機会だ。しかし皇帝が婚姻に反意を示しているということは、どこの国もそうであるように、皇国内部にも権力者達の駆かけ引ひきがあるのだろう。

「聞けば相手は身分低い婦人だという。我わがルードサクシード王国の王家にそのような者を、しかも皇国の人間を入れるなど言語道断！」

　娘から目を逸そらしていたファニアスは、突然声を荒あららげると、妻を押しのけるようにしてアデラインの両りよう肩かたを強く摑つかんだ。

「アデラインよく聞きなさい！　ルードサクシードの王妃になるのはそなただ！　亡なくなられたアルバカーキ先王陛下がお決めになられたのだ！　そなた以上に王妃に相応しい娘はおらん！」

「お父様……」

　普ふ段だん冷静な父ファニアスのあまりに感情的な口くち振ぶりに、アデラインは事の重大さを改めて認にん識しきした。

「たとえルトヴィアス殿下の強いご希望でも、この婚約は決して覆くつがえらん。王妃は国の母だ。ただ国王に愛されればなれるというものではない！　血筋・家系・相応しい教養にふるまい、それらが揃そろってこそ王妃になれるのだ！」

　王妃は国の母。ただ国王に愛されればなれるというものではない。

　逆を言えば愛されなくても王妃にはなれるのだ。

　迂う闊かつにもアデラインは、それまで気づいていなかった。

　アデラインが望むように、ルトヴィアス王子も同じくアデラインとの結婚を望んでくれているわけではないのだと。

　アデラインがルトヴィアス王子を慕したって胸を熱くするように、ルトヴィアス王子がアデラインを想おもってくれているわけではないことを。

　これは政略結婚なのだ。

　ルトヴィアス王子がアデラインを選んだわけではない。

　血筋・家系・国内の政治均きん衡こうを考えた上で『将来の王妃』としてアデラインが指名されただけの話だ。

　わかっていたはずだった。けれどアデラインは本当にはわかっていなかった。

　手は、もう震えていない。

　目頭も、もう乾かわいている。

　ただ力が入らない。

　肩を摑むファニアスの手の強さに反して、アデラインは腕うでをダラリと放置していた。

　婚約破は棄きを望むルトヴィアス王子に、裏切られた気分で傷ついたのは勘かん違ちがいだ。裏切るも何も、そもそも王子の心はアデラインのものではない。

「王妃になるのはそなただ、アデライン！」

　それはまるで死し刑けい執しつ行こうの宣言のように聞こえた。

　遠い遠いあの日。アデラインの手を包んでくれた美しい手の温ぬくもり。

　その温かさを、アデラインはもう思い出せない。
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　ルトヴィアス王子が見み初そめたのは皇国の近この衛え騎き士し団だんの団長の姪めいで、彼かの女じよ本ほん人にんも騎士団に籍せきを置いているのだという。

　美しいだけではなく、語学力に優すぐれ、その細ほそ腕うでで長ちよう剣けんを自在に操あやつる才さい色しよく兼けん備びの女性らしい。

「何が才色兼備ですか。どうせその女が色いろ仕じ掛かけでルトヴィアス王子を誘ゆう惑わくしたに決まっています」

　アデラインの母はそう言って、噂うわさの女騎士をこきおろした。

　アデラインはというと、ルトヴィアス王子が選んだ女性のことを詳くわしく聞いて、妙みように納なつ得とくしてしまった。そういう女性がお好みなのか、と。

　ろくに話したこともない将来の夫の、好きな食べ物や好ましく思う女性の傾けい向こうさえもアデラインは知らなかったのだ。

　皇国は女性も帝てい位いに就つける国だ。女性が男性に追従する慣習が根強いルードサクシードや周辺国とは違ちがい、貴族議員や領主など社会的に高い地位を有する女性も少なくないという。

　現にルードサクシード宮きゆう廷ていを訪おとずれる皇国の外交大使は、五い十そ路じながら美しい理知的な女性である。

（きっと殿でん下かが見初めた方も、凜りんとした魅み力りよくをもつ堂々とした方なのでしょうね……）

　けれどアデラインはと言えば、美しくもなければ、血筋以外には何の取とり柄えもない。長剣など手に取ろうとしたこともなかったし、おそらく持ち上げることも難しいだろう。

（私にできるのは、人の顔色を窺うかがって無難な話をして無難に頷うなずくだけ……）

　あまりにも惨みじめで、アデラインは悲しくなった。

　ルトヴィアス王子が婚こん約やく者しや以外の女性との結けつ婚こんを望んでいるという醜しゆう聞ぶんは、あっという間に国内を駆かけ巡めぐった。

　国内世論はアデラインの母と同じように、相手の女騎士がルトヴィアス王子を誘惑したのだと、女騎士を批判する声が多数派だ。幼くして人ひと質じちに出されたルトヴィアス王子に、ルードサクシード王国民は同情的だったからだ。

「そもそも皇国は最初からルードサクシード王室に自国の娘むすめを嫁とつがせる算段だったのではございません？」

　アデラインを心配して屋や敷しきを訪れてくれた友人達たちの一人が、そんなことを言った。

　アデランは眉まゆをしかめる。

「それはどういうことです？」

「そのままの意味ですわ。皇国はルトヴィアス王子に皇国の娘をあてがって、ルードサクシードを内部から支配しようとしているのです」

「まぁ、怖いこと」

「でもあり得ますわね」

　令れい嬢じよう達が無責任な推測に頷きあうなかで、アデラインは一人言葉を失っていた。

（殿下は皇国の陰いん謀ぼうに籠ろう絡らくされてしまったということ？）

　幼くして皇国に置かれたからこそ、王子は皇国の色に染まってしまったということなのか。そうだとしたら、ルトヴィアス王子が将来のルードサクシード国王たる資格はあるのかと、その素質を問う声が上がり始めるのも時間の問題だ。

　アデラインの心配した通り、ルトヴィアス王子に対するルードサクシード宮廷の不信感は高まったが、それでも、ルトヴィアス王子は結婚の意思を曲げなかった。

（それほど深く愛していらっしゃるなんて……）

　周囲から反対をされ、政治的信用を失って、それでもルトヴィアス王子はその女騎士への愛を貫つらぬこうとしているのだ。

「譲じよう歩ほもやむを得ん」

　アデラインの父親は、アデラインを自室に呼んでそう言った。

「件くだんの婦人を側室にお迎むかえしてはどうかと殿下に提案することにした。かまわぬな？」

「……はい」

　アデラインには、もう頷く以外の選せん択たく肢しがなかった。

　しかし最終的に、事態は思わぬ形で幕を閉じることになる。

　当の女騎士が自ら修道院に入り、ルトヴィアス王子との関係を断たち切きったのだ。

「ようやく己おのれの罪に恥はじいったようね」

　知らせを受けたアデラインの母親は、安心したように紅茶が注がれた茶杯に口をつける。

　アデライン自身は、喜ぶにも喜べず、複雑な思いで視線を落とした。

（修道院に行くべきなのは私の方なのではないかしら……）

　そうすればルトヴィアス王子が女騎士を娶めとるための障害は一つ減る。女騎士の身分が低くとも、そこは皇国の高位貴族の養女になれば体てい裁さいは整えられるだろう。

（正せい妃ひが無理でも側室として王室に入れば……）

　才色兼備の女性だというから時間をかければ周りの理解を得るのは難しくないはずだ。やがては王おう妃ひになるのも夢ではない。

　けれど件の女騎士は、愛する人も、騎士の称しよう号ごうもすべて捨てて修道院に入った。何て潔いさぎよいことだろう。

（それに比べて私は……）

　愛されるどころか、気にとめられてさえいないのに、それでも『婚約者』という身分に必死にしがみついている。

　ルトヴィアス王子との僅わずかな繫つながりを後生大事に握にぎり締める自分が情けなくて、アデラインの心は鬱うつ々うつと沈しずんだ。







　こうして、世紀の大醜聞とまで言われ聖ティランアジール・ルードサクシード両国を騒さわがせた事件は、やがて徐じよ々じよに収束していった。

　けれど、何もかも元通りとはいかないことにアデラインが気づいたのは、しばらくしてからだった。

「ごきげんよう、ハーデヴィヒ様」

　久しぶりに出席した知人のお茶会で、アデラインは仲が良い友人を見つけて挨あい拶さつをした。

　アデラインとは違って赤い髪かみも鮮あざやかな美しいその友人は、アデラインを振ふり向むくとにっこりと艶あでやかに微ほほ笑えんだ。

「まぁ、ごきげんよう、アデライン様」

「お久しぶりですね。お元気でした？」

「私にそんなお気き遣づかいは無用ですのよ、アデライン様」

「え？」







　この続きは現在配信中の『王子殿下の飼い猫はすこぶる毛並みが良いらしい【電子特典付き】』にてお楽しみください
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